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少女は聖霊と歌う
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













口絵・本文イラスト　椋本夏夜

メカニックデザイン　谷口ヨシタカ
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　あとがき







　プロローグ







　パイプオルガンの透すき通るような高音と、その上を自じ在ざいに踊おどった歌声がまだ耳に残っている。

「あ～素す敵てきでしたわ」

　感かん激げきでいまだにのぼせ上がっているセレンに、レアナは苦く笑しようを浮うかべた。

　周りの人々もセレンと同じように興こう奮ふんし、先ほどまでの素す晴ばらしい体験を声こわ高だかに語り合い、神を賛さん美びしていた。

　振ふり返り見上げるは、レヴェン大だい聖せい堂どう。

　ドーム状じようのその建物は、正面にアルリオス教の聖印が飾かざられている。頂ちよう上じようにある円えん錐すい状の鐘しよう楼ろうに引っかかるようにして、巨きよ大だいな月が浮かんでいた。冴さえ冴ざえとした月光はレアナの周りに立ちこめている興奮を、冷めた気分で包んでいる。

「《御み使つかい》様の賛美歌……レアナさん、どうでした？」

　聖印付きのペンダントを握にぎり締しめたセレンに、レアナは曖あい昧まいな笑えみしか返せなかった。やはりナギリの言う通り、単なる音楽鑑かん賞しようの気分でやってきたのは不ふ謹きん慎しんなのかもしれない。周りが敬けい虔けんなアルリオス教徒なだけに……そして《御使い》の賛美歌があまりに素晴らしかっただけにその思いは強かった。

　素晴らしすぎたともいえる。

　演えん壇だんの背はい後ごに置かれた聖者アルリオスの像ぞうの前に浮かぶ《御使い》は白い翼つばさを一いつ杯ぱいに広げ、歌うた姫ひめもかくやという美び貌ぼうにこれ以上ないという情じよう熱ねつを乗せて賛美歌を歌う。雑ざつ念ねんもなにもなく、濁にごりのない単色のような歌声はパイプオルガンの伴ばん奏そうに乗って大聖堂に響ひびき渡わたった。

　それはもう歌の塊かたまり……賛美歌の塊とでもいわなければ説明が付かないような存そん在ざいだった。

　それはそうなのだ。

　レアナの符ふ道どう士し……術じゆつ理り遣つかいとしての思考が働く。

　今夜、レヴェン大聖堂に降こう臨りんし、信者たちに賛美歌を披ひ露ろうした《御使い》はまさしくそのためだけの存在なのだから。

　人々の信しん仰こうを媒ばい介かいにしてこの世に現あらわれる純じゆん粋すい存在……それがアルリオス教の《御使い》。

　大聖堂に現れたのはその中でも、神を讃たたえる歌を歌う、《謳う者コーラス》。その声はどんな歌い手すらも敵かなわぬほどの純粋さを歌にこめる。

　その歌は人々に神が実在する事を否いやも応おうもなく再さい認にん識しきさせる。神の庇ひ護ごが我われらの頭上にあるのだと安あん堵どさせてくれる。

　そう思って辺りを見回せば、人々の顔は日々の悩なやみなど完全に忘わすれた顔で、明るい笑みを浮かべていた。




　御神の慈じ悲ひは我らにあり

　御神は愛を我らに注ぐ




　誰だれかが賛美歌の一節を口にし、それを皆みなが唱和する。セレンもそれに混まじり、レアナだけは従したがえなかった。

　レアナは知っている。

　神がいかなる存在なのか……どういう風にして生まれたのか。

　アルリオス教だけでなく、全すべての宗しゆう教きようの敬虔な信者たちが髪かみを逆さか立だてそうなほどに怒おこるだろう理ことわりを、レアナは信じる。

　それが奇き跡せきを理で割り実じつ現げんした技ぎ術じゆつ、術理。

　興奮の熱は冷めやる様子もなく、ますます周りで沸ふつ騰とうしそうな勢いきおいを見せはじめていた。

　誰も聖堂の周りからなかなか立ち去ろうとはしない。セレンがその場にとどまり、賛美歌を唱和しているため、レアナもまた動けなかった。

「あっ」

　誰かが声をあげ、レアナたちは背後を振り返った。

　鐘楼の上に何かがいる。

　月の光を全身に受け、シルエットが浮かぶ。

「《御使い》様？」

　誰かが呟つぶやき、賛美歌がざわめきに変わる。

「違ちがう」

　再ふたたび誰かが呟いた。いや、それはレアナだったのかもしれない。

　目が慣なれていくうちにはっきりと見えてくる。月を背せに、鐘楼の上にあるシルエットは、聖堂で見た《御使い》のものとはあまりに違う。そのシルエットはタキシードを着ている。さらにマントを強い風になびかせていた。マントの裏うら地じの赤が、夜の闇やみを拒こばんでいる。

「バロン・ザ・スカーレット！」

「あれが……」
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　噂うわさは知っている。ここ最近巷ちまたを騒さわがせている、世界を股またに駆かけた大だい怪かい盗とうの名前だ。半年ほど前からレンドラントに現れ、各地の美術品や宝ほう石せきを盗ぬすんでいた。

「どうしてここに？」

　レヴェン大聖堂はレンドラントにあるアルリオス教系けいの施し設せつでは最大の物だ。だが、美術的に価か値ちのある物が収しゆう蔵ぞうされているという話を聞いた事はない。むしろ価値は聖堂本体の方にある。

　まさか聖堂を盗むというわけではないだろう。

　そう、誰もが疑ぎ問もんに思っていたかもしれない。少なくともレアナは首を傾かしげていた。怪盗がこんな場所にいる。それは、とても違和感のある光景だった。

　だが、やはりバロン・ザ・スカーレットは怪盗なのだ。

　何かを盗むだろうし、何かが盗まれるのだ。

　ざわめきは夜の空気を震ふるわせ、無数の視し線せんが怪盗に集中していた。

　そんな中、素す顔がおを紅くれないの仮か面めんで覆おおった怪盗は何をするでもなく、鐘楼の上に超ちよう然ぜんと立ち、こちらを見下ろしている。

「なんなの？」

　セレンが心細そうに腕うでに絡からみ付いてくる。不ふ穏おんな空気だけを振り撒まいて、自らは動こうともしない怪盗に、レアナは不ふ快かいを感じて眉まゆを寄よせた。

　そこに新たな影かげが屋上に現れた。着ている服は神父のそれで、聖堂の屋根の上を危あぶなげのない足取りで怪盗に向かって歩いていく。

「…………！」

　神父が何かを叫さけんでいる。それを受けて、怪盗も何か言ったような気がした。どんな会話をしたのかまではわからない。

　それでも友好的なものでなかった事だけは確たしかだ。

　その次に起こった事を見れば、それは明白だった。

　神父の背はい後ごに、より大きな影が現れた。それははっきりとした形となるや、月光を切り裂さく鋭するどい光を発して、完全な形を現す。

　現れたのは巨きよ大だいな人間……人の十倍以上はあろうかという巨人だった。燃もえ盛さかるように輝かがやく金きん髪ぱつは逆立ち、岩のような顔は怒いかりの表ひよう情じようを浮うかべていた。手には巨大な剣けんを構かまえ、もう片かた方ほうには円形の盾たてを持っている。

　巨大なサンダル履ばきの右足が、レアナたちの目の前で地面を叩たたいた。マシン・ドライブのような無機的な迫はく力りよくはなく、《混こん沌とん》によって作り出された疑ぎ似じ的な生命力が周囲に溢あふれている。

「《御み使つかい》様？」

　驚おどろきに目を丸くして、セレンが呟く。

「懲ちよう罰ばつの御使い、《断ウ罪ル使ト》……あの神父、払魔師エクソシストなのね」

　アルリオス教に存在する《御使い》には果たす役割によって別の名が与えられる。賛美歌を歌う《コーラス》、そして魔霊を払う聖霊……それが《断ウ罪ル使ト》。そしてその先さき触ぶれの使者として現れるのが払魔師だ。

　まず聖堂を壊こわしたのは払魔師の喚よんだ《断ウ罪ル使ト》だった。なにしろ、片足はレアナたちの目の前にあるが、もう片方の足は聖堂の屋根を貫つらぬいているのだから。

　開け放たれていた正面の扉とびらから、粉ふん煙えんが盛せい大だいに溢あふれ出してくる。建材の砕くだける音が粉煙と一いつ緒しよにもみくちゃになって飛び出してきた。

《断ウ罪ル使ト》が現れても、怪盗は怯ひるむ様子を見せなかった。それどころかマントを無意味に躍おどらせ、何かポーズまでつけている。

「…………！」

　そして何かを叫んだ。

　ヒィィィィン……

　そんな音がなんとか残っていた夜の静せい寂じやくに止とどめを刺さし、徐じよ々じよに音量を上げていく。

「あれは！」

　ノリの良い誰かが、わざわざ指差しして上空を見上げている。

　なにかがどこからか、とんでもない爆ばく音おんをさせてやってきた。

　ズン……と、地面を震わせ、聖堂の壁かべを削けずって着地したそれに、怪盗が飛び移うつる。

　それもまた巨大な、人型のもの。鋼はがね色いろをした、術理によって作られた巨人。

「……ゴーレム、錬れん金きん術じゆつ師しなわけね」

　もう、それだけでレアナには、どうして泥どろ棒ぼうをしているのかがわかってしまった。

「あれだけの金きん属ぞく、ずいぶんお金が要いったでしょうね」

　呆あきれた口調で呟いていると、着地の衝しよう撃げきで舞まい上がった破は片へんがレアナたちの周りに降ふり注ごうとしていた。

　悲ひ鳴めいがあちこちで聞こえてくる。

「ええい、迷めい惑わくな」

　同じように悲鳴を上げるセレンを引っ張ぱって後ろに逃にげていると、符ふ動どう車しやの中で待たい機きしていたイェンがやってきた。

「お嬢じよう様さま、お怪け我がは？」

「ないわよ」

　イェンも特に焦あせった様子はない。

　後はもう、説明のしようがない。《断ウ罪ル使ト》とゴーレムの、レアナから見れば不毛としか言い様のない戦いが行われ、聖堂はものの見事に半はん壊かいしてしまった。

　その最中に、レアナはもう一人の怪あやしい人物を見た。

「ん？」

　その人物は、誰もが頭上で行われている〝怪かい獣じゆう〟大決戦に目を奪うばわれている中、その逆ぎやくを行くかのように身を屈かがめ、人々の間をすり抜ぬけていく。

　だが、どうして誰も気付かないのか……レアナには不思議でならない。隣となりにいたセレンも気付かなかったのだ。

　彼──おそらく彼だろう──は頭上にいる怪盗と同じ、タキシードに黒のマント、そして深しん紅くの仮面をつけていた。マントの裏うら地じの赤を躍おどらせて、人々の間を縫ぬうように疾しつ駆くしていく。

　その前に立ちはだかったのは……そうしてしまったのは、何の意い図ともない、反はん射しや的なことだった。

「ちょっと待ちなさい」

「！」

　怪盗はそこだけ外気に晒さらした口元に驚きを見せた。

　だが、走ることをやめず、逆に勢いきおいを強めて、進路を塞ふさぐレアナに向かってくる。

「くっ」

　止まる様子のない怪盗に、レアナは符を構かまえようとして……

「え？」

　符をポケットから引っ張り出すよりも早く、怪盗の姿すがたがレアナの前にあった。そのまま、勢いを肩かたに乗せ、軽く押おすような感じで肩を当ててくる。

　こらえようと思えばできたような、そんな気き負おいのない体当たりだった。

　それなのに足は地面から離はなれ、怪盗はレアナを押しのけて、そのまま駆かけ去っていく。

　その時、もといた空間に残されたままだった左手が怪盗の胸むねを撫なで、何かを引っかけた。

　ブチッという音、体は相変わらず重力に引かれて傾かしいでいく中、レアナは左の指に絡からまった感かん触しよくに気を取られ、受身をとるのを忘わすれていた。

　その背せ中なかに誰かの手が回る。重力に引かれていた体はそのままの形で支ささえられ、心配げな顔がレアナを見下ろした。

「お嬢様、ご無事で？」

「え、ええ……」

　少しだけ呆ぼう然ぜんとしていると、頭上の騒そう音おんも一ひと段だん落らくついたようだった。どちらに軍ぐん配ばいが上がったのか知らないが、ゴーレムは脚きやく部ぶと、腰こし周まわりを覆おおうスカート、そして背中から張り出した筒つつ状じようのものから火を噴ふん出しゆつし、空へと飛んでいく。怪盗の姿はゴーレムの上にあり、意味のない高笑いを上げているようだった。

　それを追って、《断ウ罪ル使ト》もまた翼つばさで大気を叩き、飛び上がる。強風が地面を荒あらし、人々は吹ふき飛ばされまいと地に伏ふせる。

　光こう跡せきを夜空に描えがきながらもつれ合う二つの巨きよ体たいは、やがてレアナたちの視し界かいから完全にいなくなった。

「なんなのよ、一体……」

　左手で乱みだれた髪かみをかき上げようとして、レアナは指に絡みついたままのペンダントを思い出した。




　最後の光跡が流星の様に地面に落ちていったのを、レアナが見る事はなかった。







　一日目／怪かい盗とうと聖せい霊れいの降こう臨りん







　う、またやった。

　目を覚ましたシィナは、すぐ目の前にあるものに気付いて眉み間けんに皺しわを寄よせた。

　シィナ・バーミリオン。戸こ籍せき上じようの年ねん齢れいは十三歳さいという事になった。本当の年齢は知らない。というか数えるのが鬱うつ陶とうしい。実働時間と休きゆう眠みん時間の計算なんてめんどくさくて仕方がないし、する必要も特に感じない。

　今ここにある。

　それだけで十分だと思う。

　そして今ここにいる。

　それが問題なのだと、シィナはしかつめらしく考えてみた。考えたからなにか深遠な答えが出るわけでもないのだが……

　柔やわらかな感かん触しよくのベッドと羽根のように軽いシーツはシィナの体温を取り逃にがさず、ほこほこと温かい。このまま丸くなって猫ねこのようにすごしていたい気分にさせる。

　だが、なんとなくそうしづらい。いや、おそらくはさせてくれないのだが、それ以前に目の前にある人物をどうするべきか考える。

　どうにかしなければいけないのは自分なのだが……

　目の前にあるのは〝姉〟の寝ね顔がおだ。

　レアナ・バーミリオン。

　戸籍上は姉。しかし本当は違ちがう。

　外見からして大いに違う。まずは髪。レアナは自然なウェーブのかかった眩まぶしい金色で、シィナは光を吸すい取ってしまいそうな黒色。そして肌はだ。レアナが完全無欠な白い肌だとすれば、シィナはほんのりと黄味がかった肌。人種的な二つの特とく徴ちようを挙あげただけで世界を東西真っ二つに分けてしまうほどに違う。

　さらに容よう姿しといえば、レアナは……今は閉とじているけれど意い志しの強い鋭するどい目をしている。だけどそれは決して人に悪意を感じさせるものではなく、なにか引きつけられてしまう不思議な魅み力りよくを持っている。化け粧しようなんて必要なさそうな柔らかな朱しゆ唇しんはぴったりと閉じられ、静かに寝息を零こぼす鼻び梁りようは絶ぜつ妙みような高さを保たもっている。

　きれいだと思う。

　ただきれいなだけならば、シィナはそんじょそこらの人間に負けないだけの数の美男美女を見てきた自信がある。

　シィナが生まれた本当の時代、彼女が仕つかえた人々は本当に美しかった。

　その美しさとレアナはまた違う。似にているところがあるようにも思えるけれど、やはり違うと思ってしまう。似て非ひなるという言葉がとてもぴったりと来る。

　生気が満ちているというのだろうか？　外見以上に内面から滲にじみ出てくるものがあるのだ。

　それに対して、シィナは自分の容姿は平へい均きん的で、どこにも突とつ出しゆつしているものはないと思っている。機き嫌げんの良い時のレアナはそんなシィナを抱だきしめて「お人形さんみたい」などというのだが、その表ひよう現げんがあまりにもはまり過すぎていると自分では苦々しく思う。

　どうしてこんなに違うのだろうかと、考えるのは間違っている。

　なぜならレアナとシィナは血が繫つながっているわけではない。戸籍上の姉し妹まいになったのはほんの一ひと月つき前の話で、本当の関係は姉妹ですらない。

　レアナの唇くちびるから零れる息が、長く、ゆっくりとシィナの前髪を撫なでる。

　昨さく晩ばんの疲つかれが、レアナの眠ねむりを深いものにしているようだった。

（変なの……）

　昨晩のレヴェン大だい聖せい堂どうでの一いつ件けんは、本当に変な事としか言いようがなかった。シィナが実じつ際さいにその場に立ちあったわけではない。だが、《マキナ》によって繫がる主人と僕しもべの間には、ある程てい度どの共感作用がある。主人の危き機きを、僕であるシィナはいち早く察知できる。マシン・ドライブの転送を行うべきかと思ったが、レアナはそれに否いなと返してきた。

　レアナはその場で傍ぼう観かん者しやに徹てつし、結局傍観者のままでいられた。

（それにしても……）

　バロン・ザ・スカーレットとかいったか……

　隣となりの市にあるレヴェン大聖堂に現あらわれた怪人……いや怪盗と払魔師エクソシストの戦いは、ぼんやりとした頭で情じよう報ほうを整理していても変としか言いようがない。

　……そんな事を考えていると、いきなり目の前の寝顔が、寝顔ではなくなった。

　瞼まぶたがなんの躊ちゆう躇ちよもなく押し上げられ、寝ね惚ぼけた様子がまったく窺うかがえない鋭するどい瞳ひとみが間近にいるシィナを直視した。

「おはようシィナ」

「う……うん」

　ずっと前から起きていたのではないかと疑うたがいたくなるぐらいの突然の覚かく醒せいに、慌あわてて返事する。目を合わせていられなくて俯うつむいてしまった。今のシィナはレアナに寄り添そうようにしているのだ。強がってみせても説得力はどこにもない。

（ちゃんと自分の部屋で寝たはずなのに……）

　そのはずなのに、三日に一度はいつのまにかレアナのベッドにもぐりこんでいるのだ。その理由がどうしても分からない。

「よし勝った」

　俯いて自分の奇き妙みような行動に首を傾かしげていると、レアナがいきなり握にぎり拳こぶしを作って小さく呟つぶやく。

　その後で、ノックの音が広い部屋の隅すみ々ずみに広がっていった。

「おはようございます、お嬢じよう様さま」

　お堅かたい声がノックの後に続く。レアナの執しつ事じ、イェンだ。

「おはよう」

　ベッドから起きたレアナが返事をすると扉とびらが開く。だが、入ってきたのはイェンではなく、メィシーという名前の若わかいメイドだった。彼女はベッドにシィナがいるのを確たしかめると、微笑ほほえましげにこちらを見つめた。

「おはようございます、レアナお嬢様、シィナお嬢様」

「おはよう、メィシー」

　レアナは朗ほがらかに応こたえたが、シィナはそんな気になれない。そっぽを向くとレアナに叩たたかれた。

「朝の挨あい拶さつはきちんとする」

「……はよ……」

「はい、おはようございます」

　メィシーは何でそんなに嬉うれしそうなんだと言いたくなるぐらいニコニコしている。

　なんとなくむっとするシィナの横で、レアナは廊ろう下かで控ひかえているイェンに得意そうにしていた。イェンはいつも定時に起こしに来る。その前に起きることができたことに優ゆう越えつ感を感じているのだ。

　変なところが子こ供どもっぽい。

「おはようございます」

「あら、リン。おはよう」

「おはようございます、レアナお嬢様」

　新たに部屋にやってきたメイドに、シィナはうっと息を飲んだ。リンという名前の、シィナと同じ黒くろ髪かみ黒目という東方系けい人種のメイドなのだが、シィナは苦手だ。

　これもまたなんとなく。メィシーの天然ほんわかした雰ふん囲い気きになんとなくむっとしてしまうのと同じぐらいに、リンの放つ硬かたい雰囲気をなんとなく苦手に感じてしまう。

「では、ちゃっちゃと支し度たくしちゃいますか」

　メィシーが明るく言うと、ブラシを取り出す。メィシーはレアナの朝のお世話係だ。髪を梳とかしたり、服を用意したりする。

　そしてリンがシィナの朝の係。

「さあ、シィナお嬢様」

「う……」

　ずいっと目の前にやってきて無表情にブラシを構かまえる。シィナにはそのブラシがギラリと輝かがやく刃は物ものに見えてしまった。




　一月前から新しく妹になったシィナには、目下のところ重大な悩なやみがある。

「……友達はできた？」

　おそるおそる訊たずねてみると、シィナはむっつりとした顔で黙だまりこくった。

　符ふ動どう車しやの中である。朝の支度を終えた二人はイェンの運転する符動車で、学校へと向かっていた。

　排はい気き筒とうから立ち昇のぼる煙けむりが、窓まどの向こうで波打つ線を作る。

「あ、いえ、そんなに急がなくても良いのよ」

　わたわたと手を振ふってみるが、シィナはあからさまに頰ほおを膨ふくらませて、窓の向こうの煙に目を向けてこちらを見ようとはしない。

（ふぅ……）

　内心でため息を吐つく。シィナの悩みというよりも、レアナの悩みなのかもしれない。

「……学校、行きたくない」

「だめよ」

　ポツリと零こぼした言葉に、レアナは自分で思っているよりも鋭するどい声が出た。シィナが恨うらめしそうに見上げてくる。

　学校に行かせているのはレアナで、困こまっているのはシィナだ。

「家の中でボーっとしていたって、良い事なんてなにもないわよ」

「良い事なんて、いらないよ」

　レアナは自分がなんとかしなくてはいけないと思うのだけれど……

　ブレーキが緩ゆるやかにかかり、符動車が止まる。窓の向こうはすでに学園の敷しき地ちを囲う長い塀へいがあり、徒歩通学の女生徒たちがまばらに歩道を歩いていた。先に出たイェンがドアを開け、レアナがまず外に出る。

「おはようございます。レアナ様」

　周囲にいた女生徒たちの何人かが、一いつ斉せいに声をかけてきた。

「おはよう」

　反はん射しや的に挨拶を返す。声をかけてきたのは下級生たちで、レアナの顔を上気した視し線せんで見つめ、また偶ぐう然ぜん目が合った女生徒は顔を真っ赤にして走り去っていった。

　レアナにとっては小さな頃ころから過すごした学園のほぼ変わらぬ風景……

　だが、シィナにとってはそうではない。

「あっ、シィナ」

　後から出てきたシィナは、レアナを押おし退のけるようにして先に行こうとする。レアナが伸のばす手をすり抜ぬけ、小走りに校門に向かおうとして、

「はぶっ」

「きゃぁぁん！　シィナちゃん、おはよう！」

「う[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……」

「セレン」

　シィナを抱だきしめ、かいぐりするクラスメートに、レアナはため息を吐ついた。

「少しは落ち着け」

　眼鏡めがねを振り落とさんばかりに頰ほお擦ずりするセレンを後ろからツッこんだのはナギリ。彼女もまたレアナのクラスメートで、遠えん国ごくアソビベからの留りゆう学がく生せい、今はセレンの家に下宿している。

　セレンの抱きつき攻こう撃げきからからくも逃にげ出したシィナだが、セレンの手はしっかりとシィナを摑つかんでいて、逃がしてはくれない。

　レアナの見ている前で、シィナはきっとセレンを睨にらみつけ、怒ど鳴なりつけようとして……

「おはよう！　シィナちゃん」

「あ、う……あう」

「おはよう！」

「あう……」

「おはよう！」

「……おはよう、ございます」

「お～、今朝は早かったね～」

　パチパチとナギリが乾かわいた拍はく手しゆをする中、シィナは顔を真っ赤にして俯うつむいた。

「シィナちゃん……」

「ぎゃああああああ！」

　感かん激げきし、再ふたたび抱きついてくるセレンに、シィナは悲鳴を上げた。

「昨夜は大変だったの～、シィナちゃん、慰なぐさめて～」

「やめろ～～～」

「昨日のってバロン・ザ・スカーレットでしょ？　レアナも見たんだ？」

　そんな二人を置いておいて、ナギリは昨夜の話題を振ってくる。

「ええ……」

「どうだった？　やっぱカッコよかった？」

　目をキラキラさせて聞いてくる。転校初日の挨あい拶さつで『面おも白しろい事を探さがしに来た！』と豪ごう語ごしただけあって好こう奇き心しん旺おう盛せいだ。

「タキシード姿すがたでマントはためかせて、仮か面めんなんかつけてたりして、さらに歯をキランと光らせたりしたわけ？」

「まあ……、おおむね間ま違ちがってはいないような気がするわ」

「へ～、さすが大陸」

　そんな感心のされ方は嫌いやだなぁと思いつつも……

　ここ一ひと月つき、休日を除のぞけばほぼ毎日続いている光景に、レアナは苦く笑しようする。なんてのどかな、ほのぼのとした光景だろうと、レアナは思う。ただひたすらにこういう事だけが続くのであれば、レアナの日にち常じようは平和で穏おだやかなものになるに違いない。

　だが……

　ナギリが、視線だけをつっと横に向ける。

　レアナも気付いていた。

　遠とお巻まきに、隠かくれるようにして注がれる視線がレアナに不安の影かげを忍しのばせる。




　　　　†




　ニレダ記念女子学院。

　第五代レンドラント大だい統とう領りようにして初の女じよ性せい大統領、ニレダ・リーチェンが創そう設せつした女子学院は女性知ち識しき層そうの練れん磨まと拡かく大だいを謳うたい、ジュニア、ジュニア・ハイ、ハイの三つのクラスに分け、低てい年ねん齢れいからの一いつ貫かん教育を行っている。

　そのジュニア・ハイの校こう舎しや。

「あ～ら、バーミリオンのお嬢じよう様さまがお着きになりましたわ」

　扉とびらを開けてすぐに嫌味な甲かん高だい声に出で迎むかえられた。ぎろっと睨みつけると、キンキラキンの縦たてロールの塊かたまりのような少女がシィナを見て笑っている。

　アリシア・バルツワード。なんとか・バルツワード将しよう軍ぐん……軍隊の偉えらい奴の娘むすめ。

　ただそれだけを自じ慢まんにした高慢ちきな奴！

「あら、下げ賤せんなわたしたちには声もかけていただけないのかしら？」

　無視して席に向かっているとそんな事を言う。

　アリシアの周りにいる少女たちがクスクスと笑う。シィナは黙だまって鞄かばんを握にぎる手に力を込こめると、少し乱らん暴ぼうにイスを引いて腰こしを下ろした。

　ガタンと派は手でな音がした。

「まっ」

　アリシアが口元を押さえて笑っている。取り巻きたちのクスクスという笑い声が少し大きくなったような気がした。他のクラスメートたちからの冷たい視し線せんが自分に集まっているようで、シィナはスカートを握り締しめる。

（なんであたしが！）

　こんな事を我が慢まんしないといけないんだ！

　こんな場所に押し込んだレアナを恨うらむ。

　シィナがどれだけ嫌だと言ってもレアナは聞いてくれなかった。

　そのおかげでこの始末だ。




　事は転入した時から始まった。

　教室の前で教きよう師しに紹しよう介かいされてすぐの小しよう休きゆう憩けい。

「あなた、レアナ様の妹なんですって？」

　どうしていいのかわからなくて席についたままだったシィナに、アリシアが近づいてきた。背はい後ごには教室中の女の子がいて、まるで珍ちん獣じゆうでも見るような目をシィナに注いでいる。

（レアナ〝様〟？）

　なんだこいつらと思った。レアナは確たしかにこの国の大統領の孫まごだけれど、別に王族というわけではない。民主主しゆ義ぎがどんなものかぐらいシィナだって知っている。大統領の一家だからといって様付けしないといけないわけじゃない。

「……そうだけど？」

　シィナが答えると、アリシアの背後で一いつ斉せいに「キャー！」と声が上がった。

　とにかくわけがわからない。クラスメートたちは興こう奮ふんして、うるさく騒さわぎだすばかりで誰だれも説明してくれない。

　その中で、アリシアだけは冷たい目でシィナを見下ろしていた。

「に、しては似にてないわね。養女？」

　左右の縦ロールを揺ゆらして、唇くちびるの端はしを曲げる。

　むっとした。

　似てる似てない以前に、髪かみも目も違うのだ。それぐらいわかって当然じゃないか……そう思った。アリシアの言葉に強い悪意を感じた。

　その後、シィナは自分がなにを言ったのかおぼえていない。どうでもいいような悪口を言ったような気がする。それにアリシアが顔を真っ赤にして言い返し、さらになにか言い合って──

　──気が付けばアリシアのバネみたいな縦ロールをグシャグシャにしていた。アリシアもリンが梳くしけずってくれたシィナの髪をぼろぼろにした。

　授じゆ業ぎようにやってきた教師に止められ、職しよく員いん室しつに連れていかれて叱しかられた。そのまま気まずい空気で授業が終わり、放課後、レアナの友達のナギリに頰ほおの引っ搔かき傷きずを笑われた。

　シィナの転入第一日目は最悪のまま終わった。




『友達はできた？』

　レアナの言葉を思い出し、シィナは下唇を嚙かんだ。シィナの周りには誰もいない。離はなれた場所でアリシアは取り巻きの少女たちと楽しげに話し、時々こっちを見る。優ゆう越えつ感たっぷりのその目を見ないように、俯うつむく。

　授業が終わる度たびに近くの女の子に話しかけようと思うのだが、それがどうしてもできない。皆みな、できるかぎりシィナから距きよ離りを取ろうとしているように思えるのだ。

（なんであたしがこんなとこにいないといけないんだ！）

　叫さけびだしたい気分だった。惨みじめな気分だ。こんな息苦しい場所はさっさと飛び出してしまいたい。

　そのまえに小生意気なアリシアを一発ぶん殴なぐりたい。

　もちろんそんなことはしない。別に命令されているわけじゃないけれど、レアナが……シィナの主あるじがそれを望んでいないのはわかる。

　戸こ籍せき上じようでは姉し妹まいでも、レアナとシィナは姉妹ではない。契けい約やくによって結びついた主しゆ従じゆうだ。

　主の命令には逆らえない。

『友達はできた？』

　友達なんて……いない。

　できるわけがない。

　それは遂すい行こう不ふ可か能のうな命令だった。シィナの性能スペツクを無視した不当な命令のように思えた。だけれど命令は命令……なにもしないまま、ただ「できませんでした」なんて言えない。

　それでも……

　どうして良いのかわからない。

　昔いた村のことを思い出した。

　村でも良く喧けん嘩かした。相手は同い年ぐらいの男の子で、カエルを投げつけたりするのでその仕返しに棒ぼうで追いまわしたりした。そうすると次の日も何か別の嫌いやがらせをしたりしてくる。カエルがトカゲになっていたり、クモになったりした。芸がないのに、他の女の子たちはそれを嫌いやがる。嫌がってシィナに助けを求めてくるのだ。だからシィナは棒を振ふり回したり、逆ぎやくにそんな男の子の背せ中なかにカエルをいれたりしていた。

　とてもわかりやすかった。結局あれは、喧嘩という形をとった遊びなんだと今はわかる。

　今の教室の雰ふん囲い気きとはまったく違ちがう。

　シィナの周りにある空気はよそよそしくて、重苦しい。村の中にあったのはカラリと、あっさりとしていてとてもわかりやすかった。やりすぎて気弱な女の子が泣き止やまなくなれば、男の子達は気まずい顔で謝あやまりに来るのだ。

　ここには男の子がいない。だからいけないのだろうか？　そういうものではないのだろうか？

　チャイムが鳴り、午前中最後の授業が始まろうとしている。

（友達なんか……できるわけない）

　入ってくる教師を睨にらむように見つめながら、シィナは苦々しく呟つぶやいた。




　　　　　　　†




　ガランガラン……と、校こう舎しやに一つはある時じ報ほう代わりの鐘かねが鳴らされていく。それは一つの授業が終わった事を示しめす音でもあり、昼休きゆう憩けいが始まる合図でもあった。

「ん～～、さてっ！」

　座すわりっぱなしで固まった体を一いつ杯ぱいに伸のばし、ナギリは思い切り机つくえに手を乗せた。天板が盛せい大だいな音を立てて、周囲のクラスメートたちがナギリのはしたない行動に眉まゆをひそめるが、当の本人はまるで気にしない。

「お昼だ！」

　速そつ攻こうで鞄かばんからランチボックスを取り出すと、少し離れた席にいるセレンに大声をかけた。

「すぐ行こうちょく行こう猫ねこまっしぐらに行こう！」

「もう、そんなに慌あわてないでください」

　答えるセレンはいまだに教科書類を片かた付づけている。

「そんなのんびりしてられないのよ！　お腹なかが空すいてるの！　飢き餓が状じよう態たいなの！　そして……」

　セレンの前で地じ団だん駄だ踏ふんでいたナギリはそこでいきなり背はい後ごを振り返るや、教室から出て行こうとする一人の背中を指差した。

「そこで抜ぬけ駆がけしようとしてる奴やつとか、させないために！」

「はうっ！」

　びくりと背中を震ふるわせて、ランチボックスの包みを抱かかえたレアナが足を止めた。

「ち、違うわよ！　抜け駆けしようとか、そういうのではなくて……」

「お腹空いてるからって、そういうのははしたないぞ♪」

「うわっ、自分を棚たなに上げて何てこと言うの？　ナギリがお腹空いてるのは朝を抜いてるからでしょう」

「仕方ないじゃない。朝はお勤つとめで忙いそがしいんだから。これでも帰ったら神み子こさまなんだからね。修しゆ行ぎようを怠おこたってたら、あたしがここに来るのを最後まで悔くやしがってた姉さんに腹はら抱かかえて笑われるんだから」

「なんて素す敵てきな姉し妹まい愛ですこと！」

「はいはいはい！　そこまでそこまで～～ですわ」

　額ひたいをぶつけ合う二人の間にセレンが割わってはいる。その手にはしっかりと二人と同じようにランチボックスが抱えられていた。

「レアナさんも、いい加か減げん落ち着いてください」

　ぴっと人指し指を立てて注意され、レアナは少しだけ狼ろう狽ばいした。

「わたしは、別に……」

「また、シィナちゃんの様子を見に行こうとしてたんでしょう？」

「…………」

　図星を突つかれて、レアナは何も言えない。

「あ～あ～あ～もう、妹ラブなのもいいけど、過か保ほ護ごはうざいわよ。バカ兄持ってるから、そういうのはよくわかる」

「ラ、ラブって……」

「とにかく、かまいすぎてもいけませんの、こういう事は遠くから見守るのが一番ですわ」

「わかった……わかったわよ」

　二人に言いまくられ、レアナは諸もろ手てを上げて降こう参さんした。シィナの様子を見に行こうとしていたのも確たしかだし、二人の言い分も正しいように思える。

「そうと決まれば、お昼だ！　さあさ、早く早く！」

　力強くナギリが声を上げると、我われ先にと教室を出て行った。レアナとセレンは目を合わせ、苦く笑しようを交かわすとその後を追いかける。

　ニレダ記念女子学院の敷しき地ちは広い。

　ウォレント市の数ブロックを占しめる敷地内には十以上の校舎が建てられ、それを覆おおうようにして人工森林がある。石いし畳だたみの道が林の中で枝えだ分わかれし、木々で作られた迷めい宮きゆうのようだと入学当時は誰もが思う。実じつ際さいには、クラスが上がる毎ごとに入り口から遠くなるため、ジュニアから通う生徒はそれほど迷まよう事はないのだが、時々現あらわれる転入生などはかなり苦労するようだ。隣となりを歩くナギリもそうだったらしい。

（シィナも苦労しているのかしら？）

　隣の校舎へと続く渡わたり廊ろう下かから外を眺ながめ、レアナはぼんやりと考えた。石畳の道はときおり円形に広がり公園のようになっている。置かれたベンチでは少女たちが、談だん笑しようしながらランチをとっていた。

「ところでさ、シィナってば本当に友達できてないわけ？」

「そうみたい」

　ナギリの問いに、レアナはがっくりと肩かたを落として頷うなずいた。

「まぁなんか……いや～な空気、背せ負おわされてたみたいだからね」

「レアナさんの人気は本当に凄すごいですからね」

　ほ～と息を吐つき、セレンも困こまった顔をする。そういうセレンが実は一番レアナを独どく占せんしたがっていたりするのだが……

「でも、セレンはシィナ好きでしょ」

「それはもちろん！」

　セレンは渾こん身しんの力をこめて頷いた。

「あ～、シィナちゃんのあの困った顔……とっても素す敵てき」

「やめろ」

　陶とう酔すいして空を見上げ出すセレンをナギリがはたく。

「痛いたいですわ！　暴ぼう力りよく反対！」

「あんたの妄もう想そうの方が危き険けんだ」

　そんなやり取りをしている間に渡り廊下を抜ける。

　隣の校舎に入ると、そこにはレアナたちの部屋がある。空き教室を勝手に使っているだけなのだが誰も文もん句くを言わないので、そう決めている。そう決めたら、いつのまにかハイ・クラス中での決まり事みたいになってしまっていた。セレンは「当然の事です」と言い、ナギリは「親の七光りだ」と笑う。そう言うと、セレンは「違ちがいます、レアナさんの人じん徳とくです！」と力りき説せつする。

　レアナは下級生たちに、なぜだかとても人気がある。

　シィナに友達ができないとすれば、レアナの人気にも一いつ端たんの責せき任にんがあるに違いない。

　朝の校門前で注がれていた不ふ穏おんな視し線せん……あれはシィナに対する嫉しつ妬とがこめられていた。

　シィナがうまく立ち回れる性せい格かくをしていれば、問題は軽くなるのだが、あいにく、シィナはそんな性格をしていない。

　シィナが学校に行くことを望んだレアナ自身が、シィナの学校生活に支し障しようをきたしているのだ。

　レアナはずっしりと、責任を感じていた。

「まぁ、まだいじめとか、そういうのにまでなってないんだから、もうちょっと様子見といたら？」

「そうよね」

　部屋の前でまとめるナギリに頷いていると……

　いきなりだ。

　耳をつんざく悲鳴がレアナの耳を打った。

「どこ？」

「外！」

「えっ、あ、待ってください」

　レアナが辺りを見回し、ナギリが走り出した。レアナもそれを追う。ただ一人、セレンだけはわたわたとして、その場を動けなかった。

　渡り廊下から外へ飛び出すと、数人の女生徒が抱だき合って震ふるえていた。

「どうしたの!?」

「お、男が……」

　ニレダ記念女子学院は男子禁きん制せいだ。職しよく員いんにすら男性はいない。

　ナギリの表ひよう情じようが一気に変わった。引き締しまった表情に怒いかりを乗せ、柳りゆう眉びを逆さか立だてる。

「おのれ不ふ埒らち者ものか！」

　吠ほえると、女生徒が指差した方向に向かって駆かけ出す。なし崩くずしのようにレアナもその背せを追いかけた。指差した方向はすぐ側そばにあった林の中で、二人はその中へと飛び込こんでいく。

　しばらく走ると、林の奥おくに消えていこうとする人ひと影かげが見えた。

「待てい！」

　ついさっきまでお腹なかが空すいたと元気をなくしていたとは思えないほど、ナギリは勢いきおい良くスカートの裾すねを跳はねさせ、枯かれ葉はを蹴け散ちらして疾しつ走そうする。レアナは見み失うしなわないようにするのがやっとだった。

　人影は枯葉に足を取られてよたついていた。距きよ離りはすぐに縮ちぢまる。女生徒の言う通り男だった。わりと質しつの良さそうな服を着た、身長の高い細い男だ。

「このっ……」

　距離を詰つめたナギリが跳ちよう躍やくすると──

「慮りよ外がい者ものが！」

　──逃にげようとする男の背を両足で蹴った。

「がっ！」

　男は悲鳴をあげ、近くにあった木に額ひたいをしたたかに打ち、唸うなりながら地面に倒たおれる。ナギリは素す早ばやく起き上がると男の腕うでを取って背中に回し、ひねり上げた。

「観念しな！」

「おお……」

　一足遅おくれたレアナは思わず拍はく手しゆしてしまった。

　ナギリに腕を決められた男は、力をこめられる度たびに情なさけない悲鳴を上げている。

「感心してないで、なんか縛しばるもの」

「わかってるわよ。まったく、何者なのかしらね？　汝なんじ、調ちよう伏ぶくの索さく」

　ポケットから取り出された符ふがレアナの咒しゆ音おんに応こたえ、変化する。太い荒あら縄なわに変わると縄自体が身をくねらせて男に向かった。

　世界を理ことわりで割わり、超ちよう自然現げん象しようを生み出す術じゆつ理り。レアナはその中でも、符に描かかれた咒文字と、咒音によって発現させる符術を使う。

「ただの痴ち漢かんでしょ……って」

　不意に、ナギリの表情が抜ぬけた。

　するっと、そんな音すら聞こえそうなほど簡かん単たんに、男はナギリの関節技わざから抜け出し、次いで飛びかかる縄を避よけた。

　そして、

「見つけたぞ！」

　男……青年の声は森を駆け抜け、レアナに突つき刺ささる。

「え？」

「返してもらう！」

　そう叫さけぶと、レアナに向かって真まっ直すぐ突っ込んできた。

「え？　え？」

　わけがわからないながらも、レアナは横に飛び、男の突とつ進しんから逃のがれる。枯葉を撒まき散らして体たい勢せいを整え、立ち上がった時には青年もまた向きを変え、レアナに突進していた。

「ええい、もう！」

　素早く腕を振ふるう。二本の指を立てて前方を指差すと、思い切り引き寄よせる。

「なんなのよ！　あんたは！」

　そう叫んだのはレアナではない。

　ナギリだ。

　いきなり、青年の体が灰はい色いろじみたゼリー状じようの物体に包まれた。円形をして目も鼻もない、だがボールを切り裂さいただけのような簡単な口がある。そこにはギザギザの玩がん具ぐのような歯が並ならんでいた。

　ナギリの巫ふ道どうだ。

　巫術とも呼よばれ、御み霊たまと呼ばれる擬ぎ似じ生命体を使し役えきし、あるいは崇あがめる、東方の島国アソビベに古くからある術理にして宗しゆう教きようだ。

　飲み込まれた青年は御霊の内部に取り込まれ、目に見えない衝しよう撃げき波はを受けて体を震ふるわせる。

「がひょっ！」

　そんな声を立てて、青年はつんのめって倒れた。ずるずると枯葉の上を滑すべり、そこにレアナが呼び戻もどした縄が飛びつき、青年をがんじがらめにする。

　起き上がってくる様子はない。見れば、青年は目を回していた。

「なんなのよ？」

「変へん態たいの考える事はわかんないわ」

　二人は髪かみや制せい服ふくに張はり付いた枯葉を払はらい落とし、青年を観察する。

　レアナたちとそれほど年ねん齢れいが変わらないように見える。艶つややかな金きん髪ぱつに、整った目鼻立ちと容よう姿しに不自由している様子はない。

「女の子に困こまりそうにもないけどね」

　首を傾かしげながら、ナギリがレアナに「どうする？」と肩かた越ごしに訊きいてくる。

「どうするって……連れて行くのはちょっと……保ほ安あん官かんが来るまでわたしたちで見張ってるしかないんじゃないかしら？」

「最悪」

　げんなりと、ナギリはお腹を抱かかえて座すわり込んだ。空くう腹ふくだったのを思い出したらしい。

「置いてきたからね。セレンに持ってきてもらいましょう」

　苦く笑しようを返し、レアナはもう一度青年を見る。

『返してもらおう』

　青年は、レアナにそう言った。だが、レアナには何の事か……

　いや、心当たりが一つだけ、あるにはある。

（でも、だとすると……）

　しかしまさか、あの人物がこんな簡単に捕つかまるとは思えない。

（気のせいよね）

　気を取り直すと、レアナは振り返る。うまい具合にセレンがこちらにやってきていたので、レアナは手を振って応こたえた。
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　シィナは林の中を散さん策さくしていた。

「は～あ」

　ため息が重い。

　ザクザクと枯かれ葉はを踏ふみ潰つぶしながら林の奥おくに進む。長い昼休きゆう憩けい、そこかしこで女生徒たちの明るい声が聞こえてくる。

　それが、シィナには疎うとましい。

　奥に入れば入るほど声は聞こえなくなる。木々のざわめきが他の音を吸すい取ってしまうからだ。風に揺ゆれる葉の音や鳥のさえずりはうるさくない。気になるのは自分が踏みしめる枯葉の音ぐらいだ。

「ふう」

　音を変えてもため息には変わりがない。

　レアナは今いま頃ごろどうしているだろう？

　あの、レアナたちが占せん拠きよしている教室で、二人の友人と楽しく食事しているのだろうか？

　そう考えると気が重い。

　歩くのも億おつ劫くうになって、腰こしを下ろす。

　また、村でのことを思い出した。

　あの村でできた友達の事を、祖そ父ふ母ぼの事を思い出す。

　思い出すのはあの事じ件けんが起きる前の事ばかりだ。強ごう盗とう団だんが襲おそい掛かかってきて、シィナの〝本当〟が村のみんなにばれたあの事件。

　シィナは人間ではない。失われた時代……レスフォール時代に作られた生体兵器だ。《マキナ》、ドラグ・ヘッドに代表されるレスフォール時代の術じゆつ理りは現げん代だいでは再さい現げんできない凄すさまじい力を持っている。

　シィナにもその力はある。マシン・ドライブ……巨きよ人じん石としてこの世界に散さん在ざいする兵器を起動させ、使し役えきする力。

　マスターユニット。

「じいちゃん、ばあちゃん……」

　あの事件の後、村人たちのシィナを見る目は変わった。友達は前のように仲良くしてくれなくなり、祖父母もまた、どこかおびえた目でシィナを見るようになった。

　だからといって、それを責せめるつもりはシィナにはない。

　人から見れば自分の力がどれだけ恐おそろしいものなのか……それを知らないシィナではない。

　祖父母は優やさしい人だった。

　村人たちだって……

　地面に寝ねそべり、空を見上げる。

「ここは最悪だ」

　人がまったく優しくない。

　なんでレアナはこんな事をさせるんだろう？

　シィナは人間ではないのだ。人間の真ま似ね事ごとをしたって、絶ぜつ対たいにどこかで歪ゆがみが出る。

　制せい服ふく越ごしに胸むねを撫なでる。

　はっきりとわかる違い和わ感。シィナの肌はだに刻きざまれた《マキナ》と結けつ晶しよう体たい〝シェル〟。結晶体の内部は裏り面めん空間と呼よばれる擬ぎ似じ空間が広がり、その中に先月の事件で残った二機のマシン・ドライブが収おさめられている。

　残り一機、青の重じゆう騎き士し型のマシン・ドライブ〝円えん卓たく騎士〟はイェンによって破は壊かいされ、修しゆう復ふくは不ふ可か能のうだった。

　制服越しに〝シェル〟に触ふれる。

　人間ではない証あかし。

　絶対に他人には見せられない。

「わけがわかんないよ」

　唇くちびるを尖とがらせて、ここにはいない主を睨にらむ。

　遠くで昼休憩の終わりを告げるチャイムが鳴った。

　だけど体を起こそうとは思わない。

　体を丸くして枯葉をかき集めるようにして胸に抱だき、顔を埋うめる。

「う～」

　サボった事はすぐにばれるだろう。そうなるとレアナに話が伝わるに違ちがいない。

（怒おこるかな？　怒るだろうなぁ）

　レアナが嫌きらいなわけではないけれど……本当に、逃げ出したい。

「ここの空気は美お味いしくない」

　枯葉を舞まい上げて、空を見上げる。

「ん」

　まぶしさに目を細めたシィナはおかしな事に気付いた。

　枯葉に混まざっておかしな物がある。

　影かげだ。

　その影は枯葉よりも、頭上を覆おおう木々の枝えだよりももっと上にあった。

　ゆっくりと影を大きくして、落ちて来る。

「卵オヴン？」

　それは一つの球体だった。ゆっくりと物理法ほう則そくを無む視しした速度で落ちて来るその物体に、シィナは何の気なく手を伸のばしていた。

　両手で捧ささげるようにして、球体を受け止める。

　柔やわらかい感かん触しよく……それを感じるか否いなかほどのタイミングで、

　光が弾はじける。

　強きよう烈れつな光だったが、シィナはまぶしいとは思わなかった。それはシィナの目が、強烈な光を即そく座ざにシャットアウトできるようにされているためなのだが、そのおかげで、光の中から生まれてくるものを、その瞬しゆん間かんを目にする事ができた。

　光に透すけた衣ころもを纏まとった麗れい人じんだった。一対の翼つばさが大きく広がり、風を受け止めて膨ふくらんでいる。宙ちゆうに溶とけるように広がる髪かみは白銀に輝かがやき、その中央にある顔かんばせは静かな表ひよう情じようをたたえていた。

「聖せい霊れい化かした。けど……」

　ゆっくりと地面に立つ麗人にシィナはそう呟つぶやいた。

　聖霊は淡あわく微笑ほほえんだように見えた。
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「シィナの様子がおかしいわ」

　ウォレント郊こう外がいにあるバーミリオン家の屋や敷しき。

　そのティールームで、イェンは主のカップに紅こう茶ちやを注ぎ終えてから首を傾かしげた。

「どこがでしょうか？」

　窓まどの外では星散光現象が厚あつい雲を断だん続ぞく的に浮うき出させている。

　夜空を染そめる白光の散さん華げ。季節も規き則そく性せいも無視したこの現象は時には一昼夜起こり続け、時にはたった一度で終わる場合もある。

「どこが、って……」

　星散光に目を向けていたレアナは澄すました顔で立つ執しつ事じを見上げた。

　レアナの脳のう裏りに夕方の事が思い出される。




　シィナが午後からの授じゆ業ぎようをサボった事は、放課後にはレアナの耳に届とどいていた。教えてくれたのは教きよう師しではない。バルツワード将しよう軍ぐんの娘むすめ──アリシアだったか──だった。

（まぁ誰だれであろうと、いずれはわたしの耳に届いただろうけど）

　アリシアの態たい度どを見れば、シィナの教室での様子が手に取るようにわかってしまいそうだった。

（やっぱり、あの子には酷こくだったのかも）

　重い後こう悔かいがまたのしかかってくる。

（学校が肌はだに合わない。そういう事だってある）

　シィナは嫌いやだと言っている。それでも休まず学校に通うのは、それがレアナの言葉──命令だからだ。

（あの子とちゃんと話し合って、それでも嫌だと言うのなら……）

　もう学校には行かなくて良い。

　そう言おうと思っていた。

　それなのに……

「ごめんなさい」

　帰りの符ふ動どう車しやで、シィナは素す直なおに謝あやまったのだ。そしてそれとなく学校のことを話すと、シィナは辞やめる気はないと言う。

　朝とは正反対の言葉だ。




「なにか、隠かくしているのよね」

「別にいいではないですか。もしかしたらお嬢じよう様さまの期待している友人ができたのかもしれませんし」

「だったらいいのだけど……」

　言い淀よどむレアナの手で、指に絡からませていたペンダントがじゃらりと鳴った。

「お嬢様、それは昨さく晩ばんの？」

「そう」

「保ほ安あん隊たいにお渡わたしになられたのではなかったのですか？」

「そうしたかったんだけど、なにかとごたごたしてたから忘わすれていたわ」

　噓うそではない。昨晩は数年に一度の降こう臨りんの儀ぎ式しきだっただけに、広い礼れい拝はい堂どうに入りきらないほどの人が訪おとずれていた上、怪かい盗とうと払魔師エクソシストがパワー全開で暴あばれまわったためにレンドラント開国からの歴史を持つ大聖堂が半はん壊かいという事態にまでなってしまった。やってきた保安隊は怪盗の追つい跡せきに怪け我が人の救きゆう護ごと忙いそがしく、落し物を届けるような余よ裕ゆうはどこにもなかった。

　ペンダントの蓋ふたを開ければ、そこには丸く切り抜ぬかれた写真が収おさまっている。モノクロの、少し擦すり切れた感じのある写真には若わかい婦ふ人じんの横顔が収まっていた。

「きれいな女ひ性とよね」

　長く豊ゆたかな髪を結ゆい上げたその横顔は優やさしい瞳ひとみをしている。少し俯うつむき気味になっているのは、もしかしたら何かを見下ろしているのかもしれない。柔らかく緩ゆるんだ口元は目元と同じく優しい。

　もしかしたら赤ん坊ぼうを抱だいているのかもしれない。

「いいわね、こういう写真」

「そうですか？」

「そうよ」

「ふむ」

　微び妙みように首を傾げるイェンに、乙女おとめのささやかな夢を理り解かいしている様子はない。レアナがこめかみをひくつかせていると、ノックとともにメィシーが顔を出した。

「お嬢様～、お客様ですよ～」

「お客？」

「こんな時間に、誰です？」

「え～と、軍人さんらしいですよ」

「軍人？」

　メィシーの言葉に二人は顔を見合わせた。




「はおはお、お邪じや魔ましてま～す」

「こら、なんて挨あい拶さつを……」

「ああ、いいんです。彼女は友達ですから」

　応おう接せつ間まにいたのはミラン──レンドラントに所しよ属ぞくするドラグ・ヘッド──と、そしてもう一人。ひらひらと陽気に手を振ふるミランに苦にがい顔を浮うかべる青年に、レアナは目を向けた。

　黒くろ髪かみの、生きまじめそうな男だ。ぴっちりと軍の制せい服ふくを着き込こんでいる。襟えり章しようにあるバッジは少しよう尉いのものだ。
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「失礼しました。戦せん術じゆつ歩ほ兵へい師し団だん所しよ属ぞく、特とく務む保安部隊、ロイ・バーホーデン少尉であります」

　これまたかっきりとした敬けい礼れい。横でそれに倣ならうミランの敬礼が子こ供どものお遊ゆう戯ぎのような稚ち拙せつさだけに、可哀かわいそうなほど滑こつ稽けいに見えてしまった。

　口元に浮かびかけた笑えみをこらえて、席を勧すすめる。タイミングを計ったようにイェンがお茶を持ってきて、テーブルに並ならべた。

「それで、御ご用ようは？」

「はっ、昨日の大だい聖せい堂どうでの事ですが……」

「ああ……」

　なんとなく予感は抱いだいていた。レアナの所に軍人が訪れる理由というのはそれ以外では後一つぐらいだが、まさか、学校での痴ち漢かん騒さわぎで軍人が来るはずがないので、その事は頭にも浮かばなかった。

「また、スカウトに来たのかと思いましたわ」

「いえ、一いつ介かいの少尉である私には、そんな事は……」

　レアナは、レンドラントでも二人しかいないドラグ・ヘッドのマスターである。マスター持ちのドラグ・ヘッドが、国家を仮かりのマスターとするドラグ・ヘッドよりもはるかに高い性せい能のうを見せる事はすでに立りつ証しようされている。

　以前からスカウトの話はあった。その多くはレンドラント大だい統とう領りようである祖そ父ふがもみ消している事もレアナは承しよう知ちしていた。祖父を介さず、秘ひ密みつ裏りにレアナに接せつ触しよくしてきた者もいるぐらいだ。

　それも一時期は落ち着いていたのだが、先月の事じ件けんでレアナはただのドラグ・ヘッドのマスターではなくなってしまった。

　マシン・ドライブを制せい御ぎよするマスターユニット、シィナすらも臣しん従じゆうさせてしまったのだ。その力は、もはやただの個こ人じんが持つ軍事力ではない。

　目の前の少尉がその事まで知っているのかどうか、それはわからないが……

　この一月、そのスカウトの話でまた周りが騒さわがしくなってきたのも確たしかだ。

「それで、昨日の事でなにか？」

「特務保安部隊は件くだんの怪かい盗とう……バロン・ザ・スカーレットなどと名乗る、連続美び術じゆつ品ひん窃せつ盗とう犯はんを捕ほ縛ばくするために急きゆう遽きよ編へん制せいされた部隊です」

　前置きのように呟つぶやいたバーホーデン少尉が、その目をちらりと隣となりに向けた。

　ズズー。

「はぁ、やっぱりイェンさんの淹いれてくれたお茶は美お味いしいですねぇ」

「恐きよう縮しゆくです」

「やっぱり、コツかなにかあるんですか？」

「秘密です」

「ズルイな～、はぁ、でも美味しい」

　まじめな役はロイがやってくれると思ってか、遠えん慮りよがない。国家という仮かりの主の、そのまた代理人である少尉にはミランにそれ以上を強制する権けん利りはないのだ。

「え～、それでですね」

　咳せき払ばらいを一つし、それでも負けずにお茶請うけのクッキーを頰ほお張ばるミランに頰の辺りを痙けい攣れんさせて、少尉は無理に続けた。

「怪盗を逮たい捕ほするためだけに特化された部隊ですが、情なさけない話ながら、いまだに尻しつ尾ぽすらつかめていない状じよう況きようなのです」

「それは、ご苦労様です」

「それで、ですね……まぁ、こうして手て掛がかりを少しでも増ふやすために昨さく晩ばん、現げん場ばにおられた方の所を回っているのですが……」

　なるほどと、レアナは頷うなずいた。昨夜レヴェン大聖堂で行われた降こう臨りんの儀ぎ式しきは、数年に一度、《御み使つかい》の《謳う者コーラス》が訪おとずれる大きな儀式だ。それだけに資し産さん家かからの寄き付ふも多く集まる。

　レアナは元々、レヴェン大聖堂の所属するアルリオス教の教徒ではない。だから行くつもりもなかったのだが、セレンに強く誘さそわれて行く事になってしまった。それを知った祖父が、勝手に寄付をしたのだろう。寄付帳ちようかなにかに、レアナの名前があったに違ちがいない。

「それで、わたしになにを？」

「どんな些さ細さいな事でもかまわないのです。なにか、覚えていらっしゃらないでしょうか？」

　そう言われても、あの時は色々とごたごたしていてレアナもはっきりと覚えているわけではない。

　なにしろ、全すべてが急な出来事で、そして馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに騒そう々ぞうしかったのだから。

「そうですね……」

　呟きながら、レアナは昨晩の事を話す。




　セレンと大聖堂に《謳う者》の賛さん美び歌かを聞きに行き、怪盗と払魔師エクソシストの戦いに巻まき込まれた事。そして、その戦いの最中にもう一人、怪盗と同じ姿すがたをした不ふ審しん人物を見た事。




　と、ここまで話し、ペンダントの話をしようかと……

「それは重要な証しよう言げんですよ！」

　口の周りにクッキーの滓かすを張り付けて、ミランは大だい興こう奮ふんの様子だった。

「できればもうちょっと、〝怪かい獣じゆう大決戦〟を詳くわしく話して欲ほしかったです！」

「…………」

　証言とか言いながら、仕事の事は完全に忘わすれた顔をしている。気分は大道芸の講こう釈しやくを聞く子供か？　そんな所だろうと、レアナは苦りきった顔をする少しよう尉いを見ながら苦く笑しようを浮かべた。

「いや、しかし……重要な証言なのは確かです」

　気を取り直して……いや、気を取り直すしかないのだろう。ミランと付き合うのはこういう事なのだと──以前よりも暴ぼう走そうしているような気がしてならないが──少尉は承しよう知ちしているのかもしれない。

「そういえば、聖堂からはなにが盗ぬすまれたのですか？」

　聖堂半はん壊かいの話題ばかりが先に立ち、その事が忘れられているように思える。朝ちよう刊かんには間に合わず夕刊に載のったのだが、そこでも盗まれた物については何も触ふれていなかった。

「いえ、その事は……なにしろ聖堂があの状じよう態たいですし」

「なにが盗まれたのか、わからない」

「あるいはなにも盗めなかったのか……どちらにしろ、教会側から正式な盗とう難なん届とどけは受けていません」

　そこで話は終わり、二人は屋や敷しきを後にした。




「ふむ」

　残った紅こう茶ちやを飲み干ほしつつ、レアナはペンダントを取り出して左手で弄もてあそんだ。

「おや、渡わたさなかったのですか？」

「いえ、なんだか渡す機会がなかったような……」

　言い淀よどむレアナは改めてペンダントの蓋ふたを開ける。収おさめられた写真を見入るでもなく、レアナは黙だまって考えをめぐらせた。

　それに良い顔をしないのがイェンだ。

「お嬢じよう様さま……余よ計けいな事を考えていませんか？」

「余計な事とは、失礼ね」

　むっとして見上げる。

「もしかしたら、昼間の痴ち漢かん、本当にあの時の怪盗だったのかもしれないわねって、思っただけよ」

「痴漢？」

　イェンが片かた眉まゆを歪ゆがませ、レアナは執しつ事じに何も言っていないことを思い出した。

「そんな話、私は聞いていませんが？」

「言うのを忘れていただけよ」

　大した事でもないし、そう付け加えても、イェンは渋じゆう面めんのままだ。不ふ審しんそうな目をレアナに向けてくる。

「本当にそうですか？　いえ、痴漢の事は別によろしいのですが、何もなかったのですから、ええ、気にしませんとも」

「してるじゃない」

　イェンの言い方に何か引っかかるものを感じて、レアナは唇くちびるを尖とがらせた。

「私が気にするのは、お嬢様が無用なトラブルに手を出そうとしていないか、そういう事です。そのペンダント……」

　そう言って、レアナの手にあるペンダントに目を向ける。

「怪盗のものであるなら、重要な手て掛がかりになるかもしれません。そのような物はあの少尉に渡しておしまいなさい。怪盗の事は、お嬢様には関係のない話です」

「わかってるわよ」

「本当にですか？」

「本当に、よ！」

「本当の本当に？」

「本当の本当に！」

「本当の本当の……」

「あーうるさい！」

　机つくえを叩たたき、レアナはイェンを睨にらみつける。

「なによ？　何が言いたいのよ!?　はっきりしなさい！」

「私の意見ははっきりしていますよ。私は、お嬢様が先月のような事をしないか、それを心配しているのです。今回の事は、お嬢様にはまったく関係のない話なのですから」

「そんな事はわかっているわよ。わたしだってもう大人なんだから！」

「ほう、大人ですか……」

　言うと、イェンはレアナの体を上から下までじっと観察する。

「なによ、その目は……」

「レンドラントでは法的に十八から成人なのですが……」

　レアナはまだ十七だ。いやしかし、イェンがそんな事を問題にしているわけではないのは、目を見ればわかった。

「ふっ」

「なっ！」

　鼻で笑うイェンに、レアナは怒いかりと羞しゆう恥ちとで顔を真っ赤にし、体をブルブルと震ふるわせ……

　そしていつの間にか、その手には愛用の乗馬鞭むちが握にぎられたりしたりしていて……

「イェンの、バカァァァァァァァァァ！」

　盛せい大だいな罵ば声せいとともに乗馬鞭が振ふるわれ、イェンは広い部屋の隅すみまで吹ふっ飛ばされる事になるのだった。







　二日目／怒いかりの神み子こと友ゆう情じようの始まり







　轟ごう々ごうと、音が響ひびいている。

　すぐ間近で聞こえる鉄を打つ甲かん高だかい音、または鉄を溶とかす高温の炎ほのおを噴ふん出しゆつする音、鋼こう板ばんを持ち上げる鎖くさりの引きつる音、それらを跳はね返す重じゆう厚こうな壁かべの存そん在ざい。

　明りはあちこちに灯ともっている。目を痛いたくさせる白い光は天てん井じようから、そして地上から放ほう射しや状じように放たれ、一つの物体を広大な空間の中に浮うき上がらせる。

「まだまだ未完成か……」

　ぽつりと、この広い場所にただ一人、生を持つ者は呟つぶやいた。

　その目は白く浮かび上がる物体に注がれている。

　巨きよ大だいな人ひと型がた。

　鋼はがねの巨人。

　ゴーレム。

　八や百お万よろずの神を奉ほうずるアソビベの、アシュラという闘とう神しんを真ま似ねた多た腕わん女身の姿すがたは傷きずを負おっていた。

　装そう甲こうの幾いくつかはへこみ、腕うでも数本、関節部から取り外されている。床ゆかにはこの巨人が握るための剣けんが幾つも並ならべられ、彼の操あやつる小ゴーレムによって研とぎが行われている。他ほかにも多数いる小ゴーレムは女身のゴーレムを修しゆう復ふくするために、鋼材を運び溶よう接せつし、と修しゆう復ふく作業に勤いそしんでいる。

「《断ウ罪ル使ト》ごときに後おくれをとるようではな。まだまだ理想は遠い」

　空間の主ぬしは作業を見つめながら、一人ごちる。

　少しばかりの居い心ごこ地ちの悪さを言葉でごまかし、彼はもう一度呟いた。

「やはり、あれは必要か……」

　心しん血けつを注いで作り上げたゴーレムを見上げ、彼は表ひよう情じようを苦にがい物に変えた。彼は頭の中にある物体を心に浮かべると──それが必要である自分に──腹はらが立つ。

「過か去この遺い物ぶつにすがらねばならんのは……業ごう腹はらだが」

　そこまで呟き、彼はふと辺りを見回した。周囲には誰だれもいない。彼の使し役えきする小ゴーレムたちは変わる事なくセカセカとした動きでゴーレムの修復にかかりきりになっており、鋼の打ち合う騒そう々ぞうしい音が鼓こ膜まくを麻ま痺ひさせようとしている。

「それにしてもリオンの奴やつ……どこに行った？」




　　　　†




　不意に耳に届とどいた音にレアナは目を覚ました。

　夜のいつ頃ごろか、レアナは重い瞼まぶたを押おし上げ身を起こす。宿題を片かた付づけるまで続いていた星散光はすでにやんだらしく、カーテンの隙すき間まから漏もれるのは青い月明りだけだった。

　その光が毛足の長い絨じゆう毯たんに長い線を引き、扉とびらの横の壁に注がれている。

　扉が少しだけ開いていた。

「シィナ？」

　呼よびかけると、扉の隙間から寝ね巻まき姿のシィナが月明りの中に入ってきた。

「眠ねむれないの？」

「……うん」

　生気の抜ぬけたような声が返ってきて、レアナは眉まゆを寄よせた。

（また寝ね惚ぼけてる）

　しかし二日連続というのも珍めずらしい。

　やはり学校に通かようのは、シィナにはストレスでしかないのかもしれない。夕方の事も、レアナの手前、強がって見せただけなのかも……

　そう考えると、レアナはシィナを手て招まねきした。……そうでなくてももちろん、レアナがシィナを拒こばむことなどありはしないのだが。

「いらっしゃい」

　とことこと、シィナは裸足はだしのままレアナの前までやってきた。

　レアナに向けた目はとろんとしている。表情の抜けたシィナの顔は本物の人形のように見えた。シーツを上げてもう一度手招きすると、シィナはベッドに上がりレアナの横に転がる。

　しっかりと身を寄せてくる。胸むねに顔を埋うずめ、ぴったりと体をつけてくるシィナの背せにレアナは手を回した。

「おやすみなさい」

「ん～」

　唸うなったすぐ後には安らかな寝息が零こぼれ始めた。

　レアナは髪かみを撫なでてやり、寝顔を眺ながめる。安心しきったようなその表情を見て、目を細めた。

　起きている時は絶ぜつ対たいに認みとめないだろうが、シィナは無む意い識しきに人を求めている。

　レスフォール時代のシィナの事は分からない。だがレアナが知っている一ひと月つき前の事じ件けんだけでも、シィナは人間の様々な面を見てしまっている。
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　それがシィナに人と関かかわるのを怖こわがらせているのではないか、レアナはそう思っていた。

　優やさしく受け入れてくれた村の人々はシィナの本ほん性しようを知って恐きよう怖ふした。リィエンシーはシィナを利用するために捕とらえた。その境きよう遇ぐうから救い出した男もまた、シィナを復ふく讐しゆうの道具にしようとした。

　ほんのわずかな善ぜん意いと、過分にすぎる悪意。バランスの悪い天てん秤びんがシィナの心にはあるはずだ。

　人間は様々な面を持っている。簡かん単たんに分ければ善よい面と悪い面だ。それは左右真っ二つに分かれる事なく、交じり合って存在している。

　レアナとて自分が完かん璧ぺきな善人だとはまったく思っていない。

　シィナが学校で最も嫌きらっているだろうバルツワード将しよう軍ぐんの娘むすめだって、完全な悪人であるはずがない。付き合ってみれば違ちがった面も見えてくるだろう。

（別にあの子と絶対仲良くしないといけないわけでもないけど……）

　心根の良い悪い以前に、人には好き嫌いもあれば相あい性しようもある。別にシィナとあの娘が憎にくまれ口を叩たたき合う仲になろうとも、それは別にいい。

（ただ、絶望だけはして欲ほしくない）

　人間に……シィナを作った人間、その子し孫そんたちに絶望してもらいたくはない。シィナはレアナたち今の人類が知りようもない戦いを潜くぐり抜けてきた。彼女が、自分が守ってきた人間に絶望してしまうような事だけは避さけたい。

（イェンは……）

　シィナと同じ時代を生きてきたイェンはどうなのだろう？

　イェンがこの屋や敷しきにやってきた時は、レアナはまだ小さかったから記き憶おくが曖あい昧まいだ。だが、今現げん在ざいのイェンは執しつ事じ長ちようのセバスに信しん頼らいされ、他の家人ともうまくやっているように見える。

　……そこまで考えて、レアナはむっと表情をゆがめた。応おう接せつ間までの一件を思い出したのだ。

（なによ、子ども扱あつかいして！）

「寝よ」

　呟つぶやくとレアナは目を閉とじ、頭をもたげた睡すい魔まに身を任まかせた。
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　チャイムが鳴って、午前の授じゆ業ぎようが終わる。

「あらシィナさん、今日も外でお食事？」

　教科書を片付けるのももどかしく席から立ち上がったシィナに、アリシアが声をかけた。その顔はいやらしく笑ってシィナを見下している。

「一人で寂さびしくお食事？」と、その顔は語っていた。

「そう」

　シィナは気にした様子もなく頷うなずくと、アリシアの顔も見ずにそそくさと教室を出て行く。

「なんなの？」

　取り残されたアリシアは肩かた透すかしを食くらって啞あ然ぜんとするしかなかった。

「ふん、つまらないわね」




　校こう舎しやを飛び出したシィナはわき目も振ふらずに林の奥おくへと駆かけ込こんでいった。しばらく行くと、そこには朽くちかけた小屋がある。元々は用よう務む員いんのためのものだったのだが、老ろう朽きゆう化かが原げん因いんで使われなくなり、取り壊こわしもされないまま放置されていた。休養日には生徒だけでは手の届かない敷しき地ち内ないの清せい掃そうが行われるのだが、それでも林の奥まではなかなか手が伸のびない。屋根には枯かれ葉はが幾いく重えにも積もり、落ちたものがまた小屋を囲むようにして山を作っていた。

　シィナはその枯葉の山を抜けて小屋の中へと入っていく。

　クモの巣と埃ほこりで汚よごれた窓まどからは淡あわい光が差し込み、人ひと気けの絶たえた内部を照らし出す。家を支ささえる木材の傷いたみは激はげしく、床ゆかには埃がたまり、その白い膜まくは踏ふみ荒あらされている。

「いる？」

　呼よびかけると、奥にあるベッドから影かげが起き上がった。

　シィナが表ひよう情じようを緩ゆるめる。

　そこには聖せい霊れいがいた。起き上がると聖霊は白い翼つばさを一いつ杯ぱいに広げて震ふるわせた。羽根が数すう枚まい辺りに飛ぶ。大気の上を滑すべりながら落ちていく羽根は途と中ちゆうで射さしこむ光に透け、消えてなくなる。

　アルリオス教の《御み使つかい》のような存そん在ざいは、他の宗しゆう教きようにもほぼ共通して存在する。それらを総そう称しようして聖霊という。

　シィナは他の呼び方も知っていたが、こちらの呼び方の方がきれいだから、これを使う事にした。

「お腹なか空すいてないか？」

　言いつつランチボックスを開けると、そこにはぎっしりとサンドイッチが詰つめられていた。昨日のうちからリンに頼たのんで多めに作ってもらったのだ。

　聖霊は小首を傾かしげてシィナの手にあるものを見つめる。シィナはサンドイッチを一つ取り出し、食べる。聖霊はそれでも小首を傾げたまま、シィナの食べる姿すがたを不思議そうに眺めていたが、シィナが一つ差し出すと、おそるおそるそれを受け取り、シィナを真ま似ねて口に運んだ。

　黙もく々もくと口を動かし続ける。

「美う味まい？」

　聞いても、聖霊はやはり不思議そうな顔をするだけだった。

　それでもシィナが一つ食べると、聖霊も一つ食べる。そうやって一いつ杯ぱいに詰め込まれていたサンドイッチはあっという間に片かた付づけられてしまった。

「ふう」

　シィナが満足げに息を吐つくと、聖霊もそれを真似した。ぽんぽんとお腹を撫なでると、やはり聖霊はそれも真似する。

「へへ」

　笑いかけると、笑い返した。

　そのままなにを言うでもなくシィナは聖霊の隣となりに座すわっていた。聖霊は興きよう味み深げにシィナを眺ながめ、その一挙手一投足を真似ようとする。髪をかき上げれば、髪をかき上げ、足をぶらつかせれば足をぶらつかせ、床ゆかにバタバタとぶつける。

　そのうちに、聖霊はシィナと自分との差さ異いに違い和わ感を覚えたのか、頭上の輪に何度も手を伸ばしたり、シィナの背せをじっと眺めたりする。

「あたしは聖霊じゃないんだから、輪もないし翼もないよ」

　そう言ってみたが、聖霊はやはり首を傾げるだけだった。

「変な奴やつ。自分が誰だか教えてもらわなかったのか？」

　それに聖霊は何も答えない。ただ満面に笑えみを浮うかべると、シィナの髪に触さわってきた。

「ほんとに変な奴」

　撫でられるに任せ、シィナは目を閉じた。




　　　　†




　特とく務む保ほ安あん部ぶ隊たいのオフィスは保安部隊事じ務む所しよの会議室の一つを借り切っている。

　部隊と銘めい打うっているが、それほど人員がいるわけではない。

　ぶっちゃけた話、ロイとミランしかいない。

　戦力的なことだけをいえば、ドラグ・ヘッドのミランがいるのだから相手が人間である限かぎり負けるはずもない。さらに戦せん術じゆつ歩ほ兵へい師し団だん……レンドラント独どく自じの戦せん闘とう術理を扱あつかうエリート師団に所しよ属ぞくするロイがいるのだ。たとえ相手がゴーレムを使う錬れん金きん術じゆつ師しであろうとも、戦力的に問題があるわけではない。

　あくまで、戦力的な話では、だが……

「見つかりませんねー」

　冷えた紅こう茶ちやを不ま味ずそうに啜すすりながら、ミランが呟つぶやいた。

　当たり前の話だが、部屋にはロイとミランだけだ。簡かん易いテーブルに保安官たちの捜そう査さ報ほう告こく書しよをぶち撒まけて、ロイは頭を抱かかえていた。

「重要な証しよう言げんだと思ったんだがなー」

　もちろん、たった一日、しかもまだ午前が終わったばかりで何かがつかめると思っていたわけでもないが……

　手に入れた情報をどう活用すれば良いのか、それがロイにはわからないのだ。

　そういうわけで、ロイは朝からずっと頭を悩なやませていた。

（戦い方なら知っているが……）

　捜査能のう力りよくという点ではやはり問題があると、ロイは痛つう切せつに感じていた。

　なにしろ、軍人としての訓練はみっちり受けているが、保安官としての訓練なんてしたことがないのだから、当たり前の話ではあるのだが。

　もちろん、ロイは自分とミランの捜査能力が当てにされているとはまったく思っていない。怪かい盗とうバロン・ザ・スカーレットが錬金術師である事は彼が怪盗として世に現あらわれた時から、早い段だん階かいで判はん明めいしていた事であり、ロイたちはそれに対たい抗こうするための戦力として、保安隊に出しゆつ向こうさせられているだけなのだ。

　だが……

（それではなぁ……）

　と、ロイは思うのだ。

「？　どうかしましたか？　少しよう尉い」

　ロイの視し線せんを受けて、ミランがきょとんと首を傾げる。

　ここに最強の戦力がいる。ドラグ・ヘッドというの名の生体兵器がいるのだ。

　例え行動が幼よう児じ的だとしても、その内にはロイが百人いても敵かなうはずのない戦せん闘とう能力が秘められている。

　そんな物の前では、たとえエリート集団と呼ばれる戦術歩兵師団に所属するとしてもロイの存在など霞かすんでしまう。錬金術師のゴーレムとて、彼女の前では敵てきではない。

　別に目立ちたいわけではない。軍人は任にん務むを完かん遂すいする事こそが重要なのだ。個こ人じんの葛かつ藤とうなど、それこそ二の次だろう。

　それでも……そうとわかっていても、ここにロイがいる、ロイでなくてはならない理由という物が欲ほしくなってくる。

（これでは、単なる彼女の世話役じゃないか！）

　ロイの考えはおおよそ間ま違ちがってはいない。レンドラントの首都であるウォレント市内で、ドラグ・ヘッドを単たん独どくで任務につかせるわけにはいかない。誰かが現げん場ばで細かい指し示じを与あたえなくてはいけないのだ。

　だが、それでも、一度戦いになってしまえばロイの出番などどこにもないだろう。

「へへへぇ……なんだか照れますよ」

　的まと外れな事を呟いて頰ほおを染そめるミランはとりあえずさておいて、ロイは再ふたたび自分の考えに浸ひたる。

　戦いで自分に出番がないのならばどうするか？

　答えは……怪盗バロン・ザ・スカーレットを自分で捜さがし出すしかない。それが独どく断だん専せん行こうであることがわかっていても、そうしなくては、ロイ自身、自分の立つ瀬せがないような気がしてしまうのだ。

（しかし……）

　ここでまた、問題は最初に戻もどる。

「どうやって探せばいいんだ」

「難なん問もんですねー」

　再び頭を抱えるロイに、ミランは気楽な言葉を投げかけると、新しい紅茶を淹れるために会議室を出て行った。

　途と中ちゆうで気のいいおじさん風の保安官にドーナツをもらって帰ってきた時も、やはりロイは頭を抱えたままだった。

「大だい丈じよう夫ぶですよう。そんなに気にしなくても、現場ではまじめに働きますから」

　そんなミランの言葉に、ロイはさらに頭を抱えるのであった。




　　　　†




「あ────！」

　まどろんでいたシィナはその声に目を覚ました。

　飽あきずにシィナの頭を撫なでていた聖せい霊れいはキョトンとした顔で手を止め、声の主を眺ながめている。

　扉とびらの側そばで硬こう直ちよくしてこちらを見ているのが誰だれなのか……それがわかってシィナは一気に表ひよう情じようを険けわしくした。

「アリシア！」

　そのアリシアは頰を紅こう潮ちよう、瞳ひとみを潤うるませて聖霊を見つめている。

「《御み使つかい様》……」

「何でここにいるんだよ！」

「《御使い様》だー」

　シィナの声など聞こえないかのようにアリシアは聖霊の前まで駆かけて来ると、うっとりとした表情で聖霊を見上げた。聖霊はそんなアリシアをまた首を傾かしげて眺める。

「いいから、帰れよ！」

　胸むねを突ついて追っ払ぱらおうとすると、アリシアはようやく我われに返りシィナを睨にらむ。

「なによ、《御使い様》はアルリオス教徒みんなの守しゆ護ご者しや様なのよ。あなた一人のものなんかじゃないわ」

「そんなの知るか！　いいから、さっさと出て行け」

「あーでも素す敵てきですわ。こんな間近で見たのは初めて！　一度レヴェン大聖堂で賛さん美び歌かをお歌いになられている所を見たのですけれど……」

「聞けよ！」

　アリシアは今にも踊おどりだしそうなほどに舞まい上がって、シィナの話などまったく聞かない。だいたい、この聖霊がアルリオスの《御使い》だと決まったわけではないのだ。

「出て行けってぇ……」

　肩かたを怒いからせ爆ばく発はつ寸すん前ぜんになっていると、聖霊がアリシアに顔を近づける。

「あら、そんな……」

　間近で聖霊に見つめられ、アリシアが頰を染める。

「あー！」

　シィナの叫さけびの横で聖霊は恥はじらうアリシアの横顔を凝ぎよう視しし、ゆっくりと手を伸のばす。

「いやだ《御使い様》。いくらわたしが綺き麗れいだからってそんな……こんな場所で……」

　ポヨヨン。

　イヤイヤと頰を真っ赤にしていると、アリシアの髪かみ……ロールされた髪が震ふるえた。

　……聖霊に突っつかれて。

「へ？」

　ポヨヨン、ポヨヨン……

　聖霊が指先を当てるごとに、それは弾だん力りよくのある揺ゆれ方をする。聖霊はその揺れるさまをマジマジと真しん剣けんな顔で眺めていた。

「…………」

「…………」

　空気が沈ちん滞たいする。

　アリシアは頰に両手を当てて恥らう姿すがたのまま硬こう直ちよくし、シィナも肩を怒らせたままポカンとした顔で止まってしまった。

　ポヨヨン、ポヨヨン……

　聖霊だけが、いつまでも真剣な表情でアリシアの髪を突付いている。

「ぷっ」

　シィナが、沈ちん黙もくを破やぶった。

「あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！」

「ちょっと！　笑いすぎじゃないの!?」

　床ゆかに転げ、のたうち回るようにして笑うシィナに、アリシアが顔を真っ赤にして抗こう議ぎする。髪が大きく横に流れ、指先から離はなれた事に聖霊は心底残念そうな顔をした。

「ひ、ひひ……だって、だって……」

　痙けい攣れんして声もうまく出せない。腹はらの底からどうしようもないほどの笑しよう気きがこみ上げてきて、シィナは涙なみだを流して笑いまくった。
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「あははははは！　や、やっぱりバネ、バネだってその髪形……」

「む～～～」

　今度はアリシアが怒りで真っ赤になる。

「なによなによなによ！　だいたいあなた生意気なのよ！　ポッと出てきてレアナ様の妹なんて！」

「あ、はははは……そんなの、あ、あたしの知った事じゃない」

　普ふ段だんなら怒ど鳴なり返しているだろうが、今のシィナは止まらない笑いを吐はき出すのに一所懸けん命めいで、怒おこっている暇ひまがない。生意気で生意気で生意気なアリシアがものの見事に肩かた透すかしを食らったのだ。笑いのツボは突かれるどころか粉ふん砕さいされていた。

「だ、だいたい……なんで〝様〟付けなんだ、よ」

「レアナ様は素す晴ばらしい方なの！　なんであなたが知らないのよ、おかしいわ」

「そ、それこそ知るか」

　レアナが素晴らしい？

　ああ、素晴らしいだろうさ。レアナは何百年だか眠ねむっていたシィナを……異い世せ界かいにいきなり投げ出されたかのようなシィナを拾ひろってくれた。主あるじになってくれた。

　素晴らしいに決まっている。

　だけどそれはシィナにとって──イェンにとってだけのものだ。

　他ほかの、ただの人間にとってレアナがどんなに素晴らしいかなんてわからない。

　そして──

　笑いすぎて痛いたい腹ふつ筋きんを押おさえ、シィナは起き上がった。

「あたしにはレアナのことなんか、全然わかんないよ」

　──それはテリードとどこが違ちがうのか？

　一月前、シィナをリィエンシーの研究所から救い出してくれた男。

　テリードもまた、シィナを迎むかえてくれた。たとえその裏うらでシィナの力を利用しようと考えていたとしても、シィナに手を差し伸べてくれた。

　その身は人型であろうとも、シィナはマシン・ドライブの制せい御ぎよを目的として作られた道具である。道具は利用するものであり、使い減へったら廃は棄きされるものである。そんな事はシィナ自身が理り解かいしていた。

　まだ、テリードの方が分かりやすいぐらいだ。

　それなのに、シィナはそんなテリードの本心を知ってショックを受けた。そして土ど壇たん場ばで、レアナを主に選んでしまった。

　イェンはテリードを主と認にん定ていしてしまった事は、ただの錯さつ覚かくだと言う。

　その言葉は間違っていない。確たしかにテリードとレアナ、二人を主に選んだ時の感かん触しよくはレアナの方がしっくりといくものだった。体に刻きざまれた《マキナ》はしっかりとレアナに反はん応のうした。

　それでも、心までが納なつ得とくしきっているわけではない。

　間違ったパズルのピース同士を無む理り矢や理りはめこんだようなそんな違い和わ感が、ずっとシィナの中にはある。

　昔はこんな事を感じた事はなかった。

「わからない……ですって！」

　アリシアが眉まゆを跳はね上げて食いついて来る。

「レアナ様の素晴らしさがわからないなんて、あなたの方がどうかしているわ。いい？　レアナ様は気品に溢あふれていて、美しくて、ここにいる人たちとは全然違う、とても強いお心をお持ちだわ。それに……」

「わかんなくて悪いか！」

　たまらず怒鳴り返した。アリシアは少しだけ怯ひるんだが、すぐに勢いきおいをとりもどして睨にらみ返してくる。

「なによ！」

「なんだよ！」

　鼻先をぶつけ合い、額ひたいを突つき合わせるような距きよ離りまで接せつ近きんして睨みあう。シィナは拳こぶしを握にぎり、アリシアは伸のばした爪つめを突き出して、威い嚇かくし合う獣けもののように体たい勢せいを整えた。

　と──

　ポンポン。

　と二人の頭に聖せい霊れいが手を置いた。

「え？」

「なに？」

　気勢を削そがれ、二人は啞あ然ぜんとする。聖霊はにこにことしたまま二人の頭を小さい子こ供どもを扱あつかうように撫なでた。

『喧けん嘩かはダメ』

　言葉にしなくても聖霊が何を言いたいのか、二人は理解できた。いや、それ以外に理解のしようがない。まさかこれで『レッツ・ファイト！』はないだろう。

「～～～～！」

　しばらく二人は歯をむき出して睨み合ったが……

「ふん！」

　結局は視し線せんをそらしあって終わるにとどまった。

　そんな二人に聖霊はさらに笑えみを深めて良い子良い子する。

「と、とにかく！」

　アリシアが気き恥はずかしさのまじった声を上げた。

「《御み使つかい様》をこんな所に置いておくのは問題ですわ。すぐにでも教会にお知らせしないと……」

　だが、シィナは頭を振る。

「それはだめ」

「どうしてです？　こんな所では《御使い様》もお可哀かわいそうですわ。教会に知らせれば、しかるべき場所を用意してくださりますのに」

「だめったらだめなんだ！」

　意固地に頭を振るシィナに、アリシアはまた頭に血が上りそうになった。

　が、聖霊の顔を見て我われに返り、気分を落ち着かせる。

「あなた、なにを言ってるのか全然わからないわ」

　嘆たん息そくとともに呟つぶやく。シィナはアリシアの視線を避さけ、全身を石のように硬こう直ちよくさせたまま動こうとしない。

　アリシアがもう一度ため息を吐ついた。

「もういいわ。わかったわよ。《御使い様》をここに置いておけばいいんでしょう？」

「え？」

　俯うつむいていた顔をあげ、シィナが意外そうな顔でアリシアを見た。

「でも、ここは《御使い様》には相応ふさわしくないわ。……手を加えないといけませんわね」

　アリシアの瞳ひとみがほんの少し悪戯いたずらっぽい笑みを作った。




　それから何をしたかといわれれば、別に何かをしたわけではない。

　昼休きゆう憩けいの終わりを知らせる鐘かねの音に、二人は慌あわてて教室に戻もどった。先に来ていた教きよう師しに怒おこられながら席に着き、そのまま授じゆ業ぎよう……

　教師の言っていることなど最初から聞く気のないシィナだが、今日はそれに輪をかけてぼんやりとしてしまった。

　アリシアがなにを考えているのか、まったくわからないのだ。

　昨日まで──正せい確かくには昼休憩前まで──アリシアはシィナに敵てき意いのこもった嫌いや味みを言っていたのだ。

　それが簡かん単たんに変わる？

（なんで？）

　首を傾かしげつつ離れた場所にいるアリシアを見ると、彼女がこちらをちらりと見、軽く笑いかけてきた。

（わからない）

　……そして授業が終わった後の小休憩。

　ここで、普ふ段だんのシィナならば一人でじっと席に座すわって俯いていただろう。実じつ際さい、シィナはいつも通りに席に座ったまま動こうとはしなかった。

　今日は変化があった。

「シィナさん、ちょっといいかしら？」

　アリシアが話しかけてきたのだ。

「え？　あ、うん」

　教室の空気が一度静まり、そして一いつ斉せいにざわめき、シィナたちに視線が集中した。アリシアといつも一いつ緒しよにいた友達は戸と惑まどった顔をし、それ以外も同じように戸惑い、または不ふ審しんに眉まゆを寄よせてと──

　不ふ穏おんな空気が満ちていくのをシィナはひしひしと感じた。

　それでも、アリシアは堂々としている。

「ちょっと外に出ない？」

　アリシアが何を言い出すかわからない。こんな、周り中が耳をそばだてている状じよう況きようで聖霊の話をされてはかなわないと思い、シィナは頷うなずいた。

　そうでなくても話ができる状況ではない。

「どういうつもりなんだよ？」

　教室を出て渡わたり廊ろう下かの辺りまでいくとようやく人気がなくなってきた。

　アリシアは少しだけばつが悪そうな顔をして、前まえ髪がみを払はらった。目元が少し笑っている。

「うん、まぁ……実を言うと、隠かくし事をするのが嫌きらいなのよ」

「…………」

　シィナはただ黙だまってアリシアの表ひよう情じようを観察した。何を考えているのかまったくわからないが、なんだかすっきりしているように見える。

「自分の立場をはっきりしたかったの」

「立場って……」

　言いたいことがわからないわけではない。

　シィナを無視する雰ふん囲い気きは、教室全員の総そう意いのようなものになっていたし、それに逆さからうということはシィナと同じ立場になるということになる。

　そんな事は、村での経けい験けんでわかっている。リィエンシーの軍人たちに襲おそわれて連れて行かれるまでの間、シィナが怖こわがられるだけでなく、シィナを育ててくれた祖そ父ふ母ぼまで避さけられるようになってしまった。

　頻ひん繁ぱんに訪おとずれていた、子こ供どもの頃ころからの友人という近所の老人すらも家に寄り付かなくなった。商店がいろいろとない農村で、物の交こう換かんもうまくできなくて祖父母はとても苦労していたのだ。

「バカかおまえ！」

　思わず大声を出したシィナに、アリシアは心外そうに表情を歪ゆがめる。

「バカとは失礼ね」

「バカじゃなきゃなんだって言うんだ。わざわざ、自分から……」

「……つくづく変な子ね、あなたって」

　眉み間けんに皺しわを寄せたまま、アリシアはシィナの胸むねを突ついた。

「いい？　今までは偶ぐう然ぜん、わたしとみんなの感情が同じになっていただけ、わたしはあなたが気に入らなかったけど、他ほかの子たちがどうかなんて知らないわ。

　けど、あの事で、わたしはあなたをもう少し知りたくなったの。その気持ちに噓うそをついてまで、他の子たちに合わせるつもりはないわ」

　はっきりと言い放つその口調は、初めて会った時そのままに高こう慢まんで、我わが儘ままだった。

　だが、言葉から受ける印象ががらりと変わる。

（原げん因いんは簡単……）

　ショックを受けながらも、シィナは冷静に考えていた。その印象の違ちがいがどこから来るのか。

（好意と悪意、その違いだけ）

　それだけで、今まで高慢でいやらしく見えていた少女が、こうも頼たよりがいがありそうに見えてしまう。

「それに……」

　悪戯っぽい笑みで付け加え、アリシアは胸に当てていた指を離した。

「秘ひ密みつを共有したんだから、わたしたちは同志なのよ。同志は仲良くしなきゃ、ね？」

　指が触ふれていた一点、軽く押おされていただけなのに、ジワリとした感かん触しよくの残ざん滓しが広がっていく、深く染しみこんでいく。

　胸を震ふるわせるその感触に、シィナは思わず赤面してしまった。




　　　　†




　ウォレント市保ほ安あん隊たい事じ務む所しよ。

　その分ぶん署しよにある留りゆう置ち所じよ。鉄てつ格ごう子しと味あじ気けのない石いし壁かべで区切られた地下室は、冷えた上に澱よどんだ空気がこもっていて、居い心ごこ地ちが悪い。

　さらに……と、留置所の一つに閉とじ込こめられた青年は心の中で呟つぶやいた。いやになるぐらい鼻をくすぐるこの臭におい……煙草たばこの臭いが最悪だ。監かん視し室にいる保安官がどうしようもないほどのヘビースモーカーで、ひっきりなしに煙草を吸すっている。換かん気きの悪いこの地下で、煙けむりと灰はいを撒まき散らす煙草……そのうち視界が真っ白に染そまるかもしれない。

　だが、そんな事を気にしているのは青年だけなのだろうか。他の場所にいるのは喧けん嘩か沙ざ汰たを起こした傷きずだらけの男、そして昼が過すぎただろうにいまだに大いびきをかいている酔すい漢かん。

　酔漢はともかくとして、もう一人の男の方はふてくされた様子で鉄格子を睨にらみつけている。

（いや、もしかしたら……）

「なにを見てんだよ」

　鉄格子の向こうにあるのは通路、そして反対側にある鉄格子。

　その中に収おさまっているのは青年だ。

「ああ、やはり僕ぼくを見ていたのかい？」

「見てんのはてめぇだろうが！」

「冗じよう談だんを言わないでくれ、どうして僕が君を見なくてはいけないんだ？」

「どうしてもくそもあるか！　さっきからおれをじっと見やがって！　むかつくんだよ！」

　その後に続く聞くにたえない罵ば倒とうに、青年は軽く眉まゆをしかめた。

「まったく……」

「ああ？　なんだって!?」

　額ひたいを押さえてうめく青年の態たい度どを、自分の勝利と感じたのだろう。男の声にはどこか勝利者の余よ裕ゆうが生まれ、敗北者をなじる雰囲気が漂ただよった。

「一つだけ言わせてもらえるかな？」

「あ？」

　俯うつむいたまま、ゆらりと青年が立ち上がる。鉄格子に手をかけ、顔を俯かせたまま、聞こえるか聞こえないか、ぶつぶつと呟き続けた。

「僕はね……今、とてもナーバスなんだ。大事な物をなくして、それを取り戻もどせなくて、こんな場所にいる。そんな自分の不ふ甲が斐いなさに腹はらを立てている最中なんだ……」

「なに言ってんだ？　てめぇ……」

　格子にかけた手に力がこもった。細い腕うでを覆おおう、柔やわらかな絹きぬ繊せん維いの袖そでが震える。鉄格子がギシリと鳴ったのを、男は単なる錆さびつきぐらいに思ったのだろう。気にした様子もなくあからさまに馬ば鹿かにした視線を青年に向けた。

「知ってんだぜ。てめぇ、女子学院に潜もぐり込んだ変態野や郎ろうなんだろうが。金持ちのお嬢じよう様さまに遊ばれて捨すてられでもしたのか？　はっ、てめぇじゃ遊び甲斐がなかったんだろうぜ」

　ゲラゲラと、笑い声がリオンに浴びせかけられた。保安官が監視室から飛び出してきて怒ど鳴なっても、その笑いは収おさまらない。

　そして、青年も止まらない。

　また、鉄格子がギシリと鳴る。

「荒あら事ごとなんて、本当は好きじゃないんだ。だけど、僕だってたまには暴ぼう力りよくに訴うつたえたい時だってある。失ったものの重さを、その痛いたみを君が知らないと言うのなら……」

　ブルブルと青年の体が震える。それに合わせて鉄格子までが騒そう々ぞうしい金音を鳴らし始め、留置所一いつ杯ぱいに響ひびき渡わたった。

「おい、なにをしている！」

　保安官が怒鳴る。

　それを合図にしたかのように青年が顔を上げた。

「それを教える事が僕にはできる！」

　青年の腕が激はげしく、残ざん像ぞうを残すほどに震え、鉄格子が金切り声をあげる。保安官の怒鳴り声も、事態がわからないながらも狼ろう狽ばいした声を上げる男の声も、酔漢の大きないびきの音も、鉄格子の金音にかき消されていった。

「リオン」

　その声だけが、全すべての音を通り抜ぬけて青年の耳を叩たたく。

　音が止やむ。

「伯お父じさん？」

　はっと青年が我われに返ると、保安官が呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようで立ち尽つくし、そして倒たおれた。

　どさりという音が留置所の中に虚むなしく響き、背はい後ごにいた人物の姿すがたを露あらわにする。通路を塞ふさいでしまうような大男がそこに立っていた。

「まったく、なにをしているのだ」

　男は呆あきれたため息を吐つくと、青年……リオンのいる牢ろうの前に立ち、保安官から奪うばった鍵かぎで錠じようを開けた。

「こんなくだらん場所で、くだらん喧嘩に使うために〝勝利者の腕〟を付けてやったわけではないぞ」

「ごめんよ、でもようやく見つけたんだ。あれは取り返さないと」

　リオンは一転して気落ちしたように体を竦すくめる。もう、向かい側の牢にいた男の事など忘わすれてしまった顔だ。

　その男は牢の中に転げて、寝ね息いきを立てている。

「それはかまわんが、時間はないぞ？　儂わしも卵たまごを追わねばならんからな」

「うん、わかってる」

　今度もまた一転、表情を明るくしたリオンは男の脇わきを抜けると、出口に向かって駆かけていった。

「今度は慎しん重ちようにやるよ」

　その言葉を残してリオンの姿は出口の向こうに消える。そんな甥おいの姿に、伯父はため息とともに今は亡なき妹の教育方ほう針しんを嘆なげいた。

「やれやれ、シスめ。もう少しマシな育て方はできなかったのか……」

　そう呟いた後、男の姿も消える。リオンのように出口に向かったわけでもなく、唐とう突とつに……

　空気に溶とけるようにして消えた。
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　夕焼けが校内の森林を茜あかね色に染そめる。

「アリシアさん、ちょっといい？」

　ちょっとという言葉があまりにも相応ふさわしくない人数が、道の掃はき掃そう除じをしていたアリシアを囲んだ。

「なにかしら？」

　見回せば、どれもこれも見たことのある顔ばかりがずらりと並ならび、アリシアを見る目に剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「用よう件けんは、わかっているでしょう？」

　代表で口を開いたのは、同じクラスメートのエレーネだ。クラスの中で幾いくつかグループが分かれているが、エレーネはその中でも一番大きなグループの中心にいる。父親は地方に大きな農園を幾つも保ほ有ゆうしている大地主だ。

　輪の中に、いつも自分と一いつ緒しよにいた少女たちが混まじっているのを見て、アリシアは黙だまって頷うなずいた。

「では、向こうで話しましょう」

　すぐ側そばにある森林を顎あごで示しめすエレーネに、アリシアは黙って従したがった。

　他の少女たちはアリシアの周囲を固めたまま、エレーネの先せん導どうに従っている。

「逃にげやしないわよ」

　そう呟つぶやいてみても、誰だれも返事はしなかった。ただ敵てき意いのある視し線せんが返されただけだ。

（こうもあからさまにやってくるとはね）

　少しばかり予想とは違ちがった。結局はお嬢じよう様さまばかりがそろったニレダ記念女子学院だ。何かされるだろうとは思っていたが、せいぜい、無視程てい度どのものだろうと高をくくっていた。アリシア自身、それ以上の事をしようなんて考えた事もない。

（エレーネは違ったわね）

　育ちは良い。だが、彼女はこの学校に来るまで自分の家の土地で暮くらしていたのだ。大農園という自分の父親が頂ちよう点てんに立つ、いわば王国のような場所で彼女がどのように育ったのか、アリシアは想そう像ぞうする事を忘れていた。

（まぁ、仕方がないかな）

　エレーネの彼女に対する憧どう憬けいは『上には上がいる』というただそれだけの事でしかなかったのだ。そういう事なのだろう。ぽっと出のシィナが──しかも言葉づかいも愛あい想そも悪い──自分よりも上にいるという状じよう態たいが許ゆるせないのだろう。

（結局は、わたしも似にたような物なのかもしれなかったんだけど）

　あっさりとアリシアの尊そん敬けいするレアナの横に並んだシィナという存そん在ざいに、嫉しつ妬としていたのだ。

　そういう意味では、アリシアはいまだに自分の周りにいる少女たちと同じ立場にいる。聖せい霊れいという秘ひ密みつを介かいして同志になったつもりではいても、シィナに対する嫉妬が消えてなくなったわけではない。

　エレーネが足を止めたのは、森の中にかなり深く入ってからだった。夕焼けが頭上を覆おおう葉の群むれに遮しや断だんされ、夜の雰囲気をはやくも醸かもし出していた。踏ふみ荒あらされる枯かれ葉はの音、夜の気配を感じて鳴き始めた夜よ啼なき鳥の寂さびしげな声が、アリシアの心しん境きようを嫌いやな感じに後押しする。

「さて……」

　アリシアを木に押し付けるようにし、その周りを少女たちに囲ませ、エレーネは瞳ひとみを冷たく細める。

「どういうつもりなのかしら？」

「どうもこうも……わたしはただ、わたしがしたいようにしただけよ」

「意外な事を言うのね。あなたが一番、彼女を嫌きらっていると思っていたのだけれど、それは勘かん違ちがいだったのかしら？」

「勘違いでもなんでもないわ、その通りよ。でも、だからといって仲直りをする気がないわけでもない。教室のみんなを煽せん動どうするつもりもない。誰に指さし図ずされるつもりもないわ。仲良くできるなら、仲良くするわ」

「勝手な事を言ってくれるわ……」

　エレーネは距きよ離りを詰つめると、木の幹みきに手を叩たたきつけて間近から睨にらみつけてくる。

「わかっているの？　あなた一人の行動が、みんなの気持ちをどれだけ裏うら切ぎっているのか」

「みんなで仲良く嫌いましょうって？　わたし、そういうの嫌いなのよ」

「なにしてんだお前ら！」

　険けん悪あくな雰囲気は和なごむ様子もなく、ただひたすら爆ばく発はつ寸すん前ぜんまで膨ぼう張ちようしていた。それだけに、虚きよを突ついたその声に全員が驚おどろいて振ふり返る。

「シィナ……」

　枯葉を蹴け散ちらして駆けて来るシィナに、アリシアは呆ぼう然ぜんと呟いた。

「なにしてるって、聞いてるんだよ！」

　怒ど鳴なりながら、囲んでいる少女を押しのけてアリシアの前に立つ。睨みつければ全員が視線を反らした。その中で、エレーネだけが余よ裕ゆうの笑えみすら浮うかべて、シィナを見下ろしてくる。

「邪じや魔まだから消えてくれないかしら？　お呼よびじゃないのよ」

　その言葉につられてクスクスとした笑い声がシィナに覆い被かぶさる。今度は睨みつけても視線を反らしたりはしない。エレーネに勇気付けられたのだろう。皆みなが挑ちよう戦せん的にシィナを見ていた。

「……アリシアになにしようとしてたんだ!?」

「うるさいわね」

　その雰囲気に押おし潰つぶされないシィナに、エレーネが眉まゆをしかめる。

「ぽっと出の下品な小こ娘むすめが、偉えらそうにしないでくれる？」

「なっ……」

「どんなお情なさけを貰もらったんだか知らないけど、バーミリオン家の養子になったからって、田舎いなか者ものの臭においは隠かくせないのよ。こんな子に妹面づらされて、レアナ様もずいぶんとご迷めい惑わくなさっているのではないのかしらね？」

　クスクスとした笑い声が、破は裂れつしたようにけたたましくなった。甲かん高だかい笑い声に囲まれ、シィナは俯うつむきそうになる顔を必死にこらえる。

「いい加か減げんにしなさいよ、あなたたち……」

「アリシア……」

「黙だまっていれば聞くにたえないことばかり。そんな言葉を簡かん単たんに口にできるあなたたちの方が問題があるんじゃないのかしら？」

「なんですって……」

　エレーネが眉をしかめる。周囲の笑いが止まり、代わりに剣けん吞のんな雰ふん囲い気きがシィナたちを覆った。

　そっと、シィナの手をアリシアが握にぎった。指先から伝わる感かん触しよくは震ふるえている。

「アリシア……」

　だけど、その顔は手の震えをおくびにも出さず、真っ向からエレーネたちを見返していた。

「わたしはシィナさんと友達になりたいと思った。その気持ちに噓うそをつくつもりなんてまるでないわ。たとえあなたたちがどう思おうとね」

「そう……なら、覚かく悟ごしてもらうわよ」

　エレーネが周囲の少女たちに目配せを送る。

　ざっ……と、枯葉が一いつ斉せいにざわめき、少女たちがこちらに近ちか寄よろうとしてくる。

「やってしまいなさい」

　エレーネが冷たく呟つぶやく。普ふ段だんならば暴ぼう力りよくに近寄る事すらしない少女たちの目は、禁きん断だんの領りよう域いきに脅おびえと好こう奇き心しんを混まぜ合わせた光を宿らせ、踏ふみ込こんでくる。

「アリシア！」

　シィナはとっさに、アリシアを庇かばおうと地に伏ふせさせ、その上に覆い被さる。

「離はなれなさいよ！」

　誰かの手がシィナの髪かみを摑つかんだ。リンに梳くしけずってもらった髪を乱らん暴ぼうに引っ張ぱる。その痛いたみをこらえて、シィナは必死に体を硬かたくした。

「シィナさん、離れなさい！」

「嫌いやだ！」

「シィナさん！」

「絶ぜつ対たいに嫌だ。だって…………友達なんだろう？」

「シィナ……さん」

「勝手にドラマ作ってるんじゃないわよ！」

　エレーネの金切り声を無む視しして、呆然とこちらを見るアリシアになんとか笑みを作る。髪を引っ張る、誰かが脇わきの辺りを蹴けり、背せ中なかを踏みつけにした。痛みそのものは大した物じゃない。暴力にまだ抵てい抗こうのある少女たちの行こう為いを、シィナはじっと耐たえた。

　いつになったら終わるのかわからない。

　いつ、少女たちが暴力への恐きよう怖ふ、そのたがを外すかわからない。

　それらの精せい神しん的な圧あつ迫ぱくに耐たえ、屈くつ辱じよく的な気分に歯を嚙かみ締しめていると……

「はーはっはっはっはっは」

「な、なに」

　いきなりの笑い声、それもかなり演えん技ぎの入った笑い声に全員が動きを止めた。

　声はかなり上の方からしていた。

「誰？　って、え……？」

　エレーネが頭上を見上げる。

　少し離れた場所にある背の高い木、その枝えだの上に人ひと影かげがあった。

「天が呼ぶ地が呼ぶ人が呼ぶ！　とりあえずなんか呼んどけとあたしを呼ぶ……」

　そこで、セリフが止まり、いきなり静かになる。

「て、なんかこれ失礼！」

「なにセルフツッコミしてるのよ……」

　新たな声は、普ふ通つうにその木の影から現あらわれた。

「だ～って、普通に登場したんじゃつまらないじゃない」

「あなたのそういう性せい格かく……時々理り解かいできないわ」

「二人とも、そういう事は、今はどうでもいいと思いますよ」

　高い木からいともあっさりと飛び降おりてくる少女に、もう一人は軽くこめかみを押さえる。さらにもう一人がレアナを追うように木の陰かげから現れた。

　その姿に、エレーネたちは硬こう直ちよくした。

「レ、レアナ様」

「とりあえず、〝様〟はいらないけど、そうよ」

　慌あわてた様子で、他の少女たちがシィナたちから離れる。

　レアナはじっとエレーネを始めとした少女たちを見つめた。何も言わない。ただ黙って視線を送る。その圧あつ迫ぱく感に少女たちは青い顔をし、じりじりと後ろへ下がっていった。

「それで……わたしの妹に何をしているのかしら？　あなたたちは？」

「あ、違ちがうんです。わたしたちは……」

　レアナはそれを聞かない。ただ黙って前に出る。少女たちは自然に左右に割れ、シィナとアリシアへの道を作った。

　驚おどろいた顔で立ち上がったシィナの前に来ると、制せい服ふくに貼はり付いた汚よごれを払はらい落とす。

「シィナ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん」

「それに、あなた……アリシアだったわね」

「は、はい」

　手を差し伸のべられ、おずおずとそれに摑つかまるアリシアにレアナは笑えみを浮うかべた。

「ありがとう。妹を庇かばってくれて」

「あ、いえ、そんな、わたしはただ……ただ、シィナさんの友達になりたいと思っただけです」

「ありがとう」

　改めて礼を言われ、アリシアが顔を真っ赤にした。

「さて……」

　レアナのその言葉に、エレーネたちは脅おびえた顔でさらに一歩下がろうとした。

　だがその背はい後ごには残る二人、ナギリとセレンがいる。

　顔を真っ赤にして睨にらみつけてくるセレンに怖こわさはないが、もう一人、ニヤニヤと笑いながら少女たちを眺ながめるナギリには、えもいわれぬ迫力があった。

「友人というのは、押し付けられたってできるものではないから黙だまっていたけど。あなたたちはやりすぎたわ」

「う、あ……」

「覚えておきなさい。わたしは妹に手を出されて、黙っているようなお人好しではないのよ」

　冷たく睨み据すえられ、全員が息ができないような顔をした。中には目に涙なみだを溜ため込む子までいる。

「レアナ様……」

「行きなさい」

　どこかすがるような言葉を弾はじき返すと、少女たちはその言葉に押され、クモの子を散らすようにして駆かけ去っていった。

「レアナ、あれで良かったの？」

　ナギリはどこか不満そうに、去っていく少女たちの背を眺めている。セレンも同意して強く頷うなずいた。

「そうですわ！　もっときつく言うべきです」

「あれ以上事を荒あら立だてたって仕方ないでしょう？」

　力に頼たよれば、その力を憎む者は必ず現れる。あんな単たん純じゆんな脅おどしですら、いずれシィナに負ふの見返りを与あたえるかもしれないのだ。

　だが、レアナにだって我が慢まんの限げん界かいがある。少女たちのやり方はその限界を踏み越えたものだった。

　乱みだれたシィナの髪かみを手て櫛ぐしで整えてやり、レアナは一転して気弱な表ひよう情じようで妹を見つめた。

「ごめんね、シィナ。余よ計けいな事だった？」

「そ、そんな事は……」

　ボソボソと呟つぶやいて俯うつむくシィナの態たい度どが嬉うれしくて、抱だきしめる。

「そう良かった。……アリシア」

「は、はい！」

　ピョコタンと背せ筋すじを伸ばし、両手を組んでこちらを見るアリシアに、レアナは頭を下げた。

「ありがとう。これからも、シィナをよろしくね」

「は、はい。よろこんで！」
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　そして多少の時が過すぎ……

「む～」

「どうかしましたかお嬢じよう様さま？」

　バーミリオン家。

　イェンが夕食後のお茶を注いでいると、レアナが一人、窓まどを眺めながら唸うなった。

「少し、ね。友情の不ふ可か思し議ぎさに悩なやんでいる所」

「友情ですか」

「そう。シィナとアリシア……仲が悪いのだと思っていたのだけれど」

　そのアリシアがシィナの友達になってくれた。教室の子たちを敵てきに回してまでだ。

　そしてシィナは今夜、アリシアの家に泊とまるという。

　友人の家に泊まるという事、それ自体は珍めずらしくはない。レアナとて、時々セレンの家に泊まりに行く事もあるし、その逆ぎやくにセレンやナギリが泊まりにくる事もある。

　ごく当たり前の出来事。

　その当たり前がシィナに訪おとずれた事は嬉しい。

　のだが……

「不思議だわ」

「何か良いきっかけがあったのではないですか？」

「そうなのだろうけど……」

　それが何かはわからない。夕方の事はレアナたちの間にある共感作用が教えてくれたが、万ばん能のうにできているわけでもない。シィナの行動を逐ちく一いち教えてくれるわけではないのだ。

「きっかけ……ね」

　そのきっかけとはなんだったのだろう？　不ぶ粋すいだとわかっていても気になってしまう。

（もしかしたら……）

　じっと、イェンを見てしまう。

「どうかしましたか？」

「いいえ、なんでもないわ」

　それはもしかしたら、イェンにも有ゆう効こうなのかもしれない。

「うあ……」

「どうかなさいましたか？」

　いきなり頭を抱かかえた主人に、イェンは歩み寄よる。

「なんでもないわ。ちょっと、考え事をしててね」

（自分の嫌いやさ加か減げんに少しうんざりしただけよ）

　まさか口に出すわけにもいかず、レアナは残りの紅こう茶ちやを一気に飲み干ほすと勉強するために部屋に戻もどる。

　まだ熱かった紅茶のせいで、しばらく舌したと喉のどがヒリヒリした。
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　芝しば生ふがかすかな音を立てた。

　音は、人が一人、高い塀へいを越えて落下したにしては小さすぎた。音は左右かぎりなく広がる敷しき地ちを駆かけるだけの力もなく、屋敷の者に侵しん入にゆう者しやを伝える事もできなかった。

「警けい備びはなし。ずさんだね、これだけの屋敷にしては」

　侵入者は声量を落として呟いた。芝生を踏みしめる音よりもかすかな声は、やはり誰だれにも届かない。

　月光を透すかして眺ながめる敷地内はかなりの広さを持っていた。人工的に造つくられた丘に、遠くの方には森林まである。鹿しかが一匹ぴき、闇やみの中瞳ひとみだけを浮うき上がらせて侵入者を見つめ、去っていった。

　あまりにも静かだ。

　ここがレンドラントで最大の富ふ豪ごう、あのバーミリオン家の屋敷だとはとても思えない。

　泥どろ棒ぼうたちの間には一つの噂うわさがある。

『誰一人として、ウォレントのバーミリオン家から物を盗ぬすめた奴やつはいない』

　そういう噂を、侵入者……リオンは聞いていた。

「どこが、そうなんだ？」

　声の届く範はん囲いに人の気配がないのを察して、リオンはさっきよりも少し声を大きくした。警備をする人間の姿すがたも番犬がいる様子もない。術じゆつ理り的な防ぼう衛えい装そう置ちがあるわけでもないと、リオンの経けい験けんと勘かんは訴うつたえていた。

　リオンはどこまで歩いても近づいた感じのしない屋敷に向かって呟いた。

「この広さにうんざりしたのかな？」

「そういうわけでも、ないのですよ」

「！」

　いきなり耳の側そばで答えた声に、リオンは一気にその場から飛び退すさった。

「誰だ！」

「それは私が訊たずねることですが」
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　そこにいたのはラウンジングジャケットを着た、執しつ事じの格かつ好こうをした男だった。

「まぁいいでしょう。私の名はイェン、この屋敷のご長女であられるレアナ様付きの執事を務つとめております」

　イェンは堂々とした挨あい拶さつを不ふ審しん者しやに向けた。

「さて、この屋敷にどのような御ご用ようでしょうか？」

「くっ！」

　それに答えず、リオンは走った。

　屋敷の外にではなく、イェンに向かって。

「悪いけど、少しばかり眠ねむってもらう」

　あくまで最さい小しよう限げんの音しか立てず、イェンに向かうと、右みぎ腕うでを持ち上げ、指を一いつ杯ぱいに広げる。

　ブン……と、空気が微かすかに鳴った。

　胸むな元もとに向かって伸のびる腕を、イェンは反はん射しや的に摑つかみにかかった。

　リオンの口元にかすかな微び笑しようが浮かぶ。

　摑んだ瞬しゆん間かん、その場に数百の羽虫が集つどったような音が駆け抜ぬけ、すぐに消えた。

　そして消えた時には、リオンの口元からも笑えみが消えた。信じられないものを見る目で、何事もなくリオンの腕を摑んでいるイェンを凝ぎよう視しする。

「まさか……」

「ふむ」

　表ひよう情じようを強こわ張ばらせるリオンの前で、イェンは興きよう味み深く摑んだ手を眺めた。

「極高周波を放つ腕ですか、さらに筋きん力りよくもかなり強化してあるようですね。もしかして義ぎ手しゆですか？」

　高周波を受けて毛け羽ば立った袖そでに視線をやり、イェンは顎あごを撫なでる。

「しかし残念ながら、私には効きかないのです」

　即そく座ざにリオンは残った片かた手てを突き出してくる。

　だが、それよりも早くイェンが動いた。リオンの襟えりに片手を伸ばし、体を回転させる。リオンの体はあっさりと宙ちゆうに浮き、そして地面に叩たたきつけられた。

「ぐっ、ま、まさか……」

　地面に叩きつけられた衝しよう撃げきで意い識しきが白はく濁だくしたリオンは、すぐそばにあるイェンの顔を見て唸うなった。

　白い肌はだの上をのたくるようにある黒い線、

「マ、《マキナ》……ドラグ・ヘッド」

　二百年前の空白の歴史から現あらわれた戦せん闘とう兵器、その姿を呆ぼう然ぜんと見つめながら、リオンは意識を失った。




　そして意識が戻もどった時には縄なわで縛しばられ、ホールに転がされていた。

　おそらくは玄げん関かんホールだろう。灯ともされた照明は薄い琥こ珀はく色に広いホールを飾かざる。

「なんなの……イェン」

　その声は左ひだり端はしにあった螺ら旋せん階かい段だんから聞こえてきた。目を向ければ、薄い寝ね巻まきの上からローブを纏まとった少女が、先ほどの執事を連れて降おりてくる。

　学院で見たあの少女、そして……

「あ、あなた……」

　レアナはリオンを見て驚おどろいた。

「昨日の痴ち漢かん……」

「なんですと？」

「違ちがう！」

　二種類の驚き顔に力いっぱい否ひ定ていし、リオンは少女を睨にらむ。

「貴き様さま……学院にもぐりこむだけでは飽あき足らず、わざわざ屋敷にまで忍しのび込こむとは」

「だから違うと言っているじゃないか！　僕ぼくは……」

　締しめ殺しに来そうな執事の雰ふん囲い気きに負けじと、リオンは力いっぱい叫さけび、レアナに向かって言った。

「僕は、君に取られた物を取り返しに来ただけだ」

　その言葉で、レアナははっと表情を強張らせる。

「では、やはりあなたは、バロン・ザ・スカーレット？」

「そうだ」

　渋しぶ々しぶと、リオンは頷うなずいた。

「これは……驚いたわ」

　マジマジと、レアナは縄で縛られた怪かい盗とうの姿すがたを眺ながめた。今日はタキシードにマントと仮か面めんという格好ではない。ごく普ふ通つうのどこにでもいそうな青年の服ふく装そうだ。

　だが、その容よう姿しは青年の上に美を付けてもおかしくはない容よう貌ぼうをしている。

「ナギリが見たら予想通りと笑うのかしら？　いえ、がっくりするかもしれないわね」

　なにしろナギリは昨日、この青年に飛び蹴げりを加えて捕つかまえたのだから。

「なんの話をしてるんだ？　いいや、そんな事はどうだっていいんだ。君は僕のペンダントを持っているはずだ。それを返してくれ！　それは僕のだ！」

「泥どろ棒ぼうが所有権けんを主しゆ張ちようするのもおかしな話よね」

　レアナに言われ、リオンはぐっと歯を嚙かみ締めた。ギリギリと縄を軋きしませて、親の仇かたきを見るような目でレアナを睨みつけてくる。

「……そんなに、あのペンダントは大切な物なの？」

「そうだ」

「あの写真は誰？」

「見たのかい？　あれは、僕のママだ」

「お母さま？」

「そうだ。もう、この世にはいない。ママの姿は、もうあの写真の中だけにしかないんだ」

「形見という事ね」

　レアナはしばらく考え込むようにリオンを見つめると、背せを向けて階段を戻っていった。

　しばらくして戻った時には、その手にはあのペンダントが握にぎられていた。

「イェン、縄を解ほどいてあげて」

「よろしいのですか」

「かまわないわ。おじいさまのいない時に泥棒騒さわぎだなんて……。また、警けい備び員いんを増ふやすだなんだってうるさくなるだけだもの」

「……わかりました」

　イェンが縄を解く。リオンは解かれ、執しつ事じの手によってまとめられていく縄を呆然と見つめた。

「いいのかい？」

「捕まりたいの？」

「もちろん、そんなつもりはないのだけれど。でも……」

「そうね。これは同じ術じゆつ理り遣つかいとしての情なさけもあるかもしれないわ」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべ、レアナはペンダントを差し出した。リオンがそれに手を伸のばす。

「でも、その代わり約束して。もう怪盗なんてやめなさい。そんなにお母さまが好きだったのなら、お母さまに恥はじをかかせないような生き方をするって」

　そう言ったレアナを、リオンは伸ばしかけた手を止めて見つめた。艶つややかな金きん髪ぱつを輝かがやかせ、瞳ひとみを柔やわらかく細めたその顔は……

「ママ……」

「え？」

「いや、なんでもない……」

　言いつつ、リオンは手の中に戻ったペンダントに収おさまる母の写真を見た。モノクロではわからないが、母もまた艶やかな金髪を持ち、リオンを優やさしく見つめてくれた。

（これは、運命だ！）

　強く確かく信しんすると、リオンは迷まよわなかった。

「うん、わかったよ。もう怪盗はしない。僕の心に、君に、このペンダントにかけて誓ちかうよ」

　顔を真っ赤にし、握り締めたペンダントを胸むねに当ててリオンが力いっぱい宣せん言げんする。その演えん技ぎじみた仕し種ぐさにレアナはクスリと笑った。

　リオンはさらに顔を真っ赤にさせて、レアナのそんな表ひよう情じようをしっかりと脳のう裏りに焼き付けるべく、見つめ続けた。
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　レアナがそんな事をしているのとほぼ同じ時じ刻こく。

「いや～、まいったまいった」

　ナギリは学院の敷しき地ちを歩いていた。

　星散光の起こらない夜。空には雲一つなく、無数の星が空に散らばっていた。月はその穴あなぼこだらけの表面が目に見えるほどに接せつ近きんし、まるで空の境きよう界かいにのしかかってきているようだ。

「やれやれ」

　ガシガシと頭を搔かき、ナギリは夜の学校を歩いていた。林からは夜よ啼なき鳥の声が細く聞こえてくる。普通の女じよ性せいならば怖こわがるところだが、ナギリはまったく気にした様子はなかった。青く照らし出された石いし畳だたみの道を、職しよく員いん棟とうに向かって進む。

　夜だけは特別に夜警を務める男性がいる。そこで鍵かぎを借りるためだ。

「まさか宿題を忘わすれるとはねー」

　ナギリは普ふ段だん、教科書の類たぐいを学校のロッカーに詰つめ込み、必要なものだけ持ち帰るようにしているのだが、今日は運悪く宿題に必要な教科書を持って帰るのを忘れていた。

「めんどくさいなー」

　めんどくさいが、まさか宿題をしないわけにもいかない。成せい績せきが悪ければ卒業を待たずに留りゆう学がく取り消し、強きよう制せい帰国が待っているのだ。別に明日の休養日でも良かったのだが、思い立った時に行動しなければめんどくささが割わり増ましになる自分の性しよう分ぶんを、ナギリはよく理り解かいしていた。

「ん？」

　正門から歩いてジュニアクラスの校こう舎しやを抜ぬけ、ジュニア・ハイの校舎が森林の陰かげから見え隠かくれした頃ころ、ナギリの視し界かいの端はしを何かがよぎった。

「気のせい……にしてはね」

　月の光とはまた違ちがう、白に近い光の玉、そういう風に見えた。

　そしてまた……

「鬼おに霊だま？」

　道を囲む森の中を、木々の間をすり抜けるようにして漂ただよう。ナギリは目を細めてその動きを追った。

　その表情には怖さはまったく浮かばない。アソビベの神み子ことして巫ふ道どうを扱あつかうナギリにとって、死者の残念が集合した鬼霊は恐きよう怖ふではなく使し役えきの対象でしかない。

　興きよう味みを覚おぼえ、ナギリが道を外れて森に足を踏み入れる。石畳から、柔らかい下草と枯かれ葉はの混まじった地面に変わり、足音もまた変わる。

　その足音に反はん応のうして、発光体の動きも変わった。

「のわっ！」

　いきなり、ナギリに向かって突とつ進しんしてきた。とっさに上半身を仰のけ反ぞらせ、その突進を避よける。発光体は白い光の線を残してナギリの目の前を駆け抜け、夜空に大きな孤こを描えがいて戻もどってくる。

「鬼霊……じゃない、卵たまご？」

　発光の中心を見み据すえ、ナギリは呟つぶやいた。

「ちいぃ！」

　再さい度どの突進も跳とんでかわす。ナギリはバランスを崩くずして地面を転がり、素す早ばやく起き上がろうとして……

「っっっったあぁ！」

　思い切り頭を幹みきに打ち付けた。

「このっ……」

　ツーンとした感かん触しよくが鼻を抜け、後頭部がズキズキと鈍にぶく痛いたむ。目の端に浮うかんだ涙なみだを振ふり払はらい、ナギリは三度目の突進をしてくる発光体……卵を睨にらみつけた。

「調子に乗るな！」

　ナギリの叫さけびに呼こ応おうして、月光を受けて伸のびたナギリの影が膨ふくれ上がる。二次元から三次元に変化した影は二つに分ぶん裂れつし、たくましい四し肢しを備そなえた犬の形を取ると卵に飛びつく。双ふた子ごの巨きよ犬けんは、一匹ぴきが前足で卵を叩たたき落とし、一匹が口に咥くわえて押おさえ込んだ。

「ようしようし、八やつ彦ひこ、切きり彦ひこ、よくやったわね」

　尻しつ尾ぽを振る二匹の頭を思い切り撫なでてやると、咥えた卵を受け取る。

「やっぱり、卵か……」

　ナギリの片かた手てにきれいに収まる大きな卵だ。鶏にわとりの卵の五、六倍はあるのではないだろうか。重さは、あるようなないような不思議な感触。手て応ごたえのしっかりした重みを腕うで全体に感じるような気がする一方、次の瞬しゆん間かんには風に飛ばされてしまいそうな、そんな危あやうい感触もある。

　世界中で発見され、聖せい遺い物ぶつとして多くの宗しゆう教きようが保ほ存ぞんする卵。ナギリはそれをまじまじと観察した。

「未み孵ふ化か……というよりも孵化に失敗してる？　《混こん沌とん》の蓄ちく積せき量りようも、思念の収しゆう束そくもなってない。こりゃあ、ほっとけば悪あく霊だまになるわね。今の内に浄じよう化かしとこうかな？」

　卵を観察しつつ、そんな事を呟く。

「ねえ、どう思う？　そこの人？」

　その言葉とほぼ同時に、双子の犬が威い嚇かくの唸うなり声を上げる。

　月光の届とどかない森の奥おくから、闇やみを押し退のけるようにして人影が現あらわれた。

「これは失礼した。アソビベの神子殿どの」

　筒つつのような服を着た男だ。服が黒かったので見づらかったが、見えてしまえば黒は逆ぎやくに闇に浮き上がるようになって目立つ。

「神しん父ぷさん？」

「はい。アルリオス教で払魔師エクソシストを務つとめる、クリストフ・クリスロイと申します」

「ふうん……これを追ってきた？」

　卵をクリストフに向けると、どこか陰いん気きなその男は頷うなずいた。

「その卵はレヴェン大聖堂に収おさめられていた我われら教徒の聖せい宝ほう、できれば返へん還かん願いたいのですが」

　細い瞳ひとみが嫌いやな感じに歪ゆがめられたのを、ナギリは見た。

（なめてるわね）

　二千年近い歴史を持つアルリオス教は世界二大宗教と呼ばれるだけあって、その信徒数は膨ぼう大だいだ。歴史では負けないにしても、たった一国、しかも島国土着の宗教である巫道は軽く見られている。

　正直、カチンときた。

「……えーと確たしか、卵の所有権けんでごたごたともめた戦争があったわよね。あれは……」

　嫌味のつもりで言ってみた。世界史の授じゆ業ぎようで教きよう師しが喋しやべっていた内ない容ようを思い出そうと、月を見上げていると……

「八百年ほど昔の話だよ。お嬢じようさん」

　野太い声が二人の間を割わって入る。

「場所はノベンスのカリネロ。その土地で見つかった卵の所有権をアルリオス教とメディン教で争った、やがては大きな戦争の火種となる歴史的な大だい事じ件けんだ。卵は所有した宗しゆう派はによってその姿すがたを変えるからな。アルリオスならば《御み使つかい》。メディンならば化け身しん。アソビベならば御霊……そうであったな？」

「そうよ、おじさん」

　さして驚おどろく事もなくナギリは新たな人物を眺ながめた。闇を抜ぬけてくるこの人物もまた、黒い服を着ている。タキシードにマント、シルクハット……さらに顔の半分を覆おおう仮か面めん、全すべてが黒い。ただ一つ、マントの裏うら地じの赤を除のぞけば。

　気配そのものには驚かなかったが、その姿を見て、ぎょっとした。

「儂わしら術じゆつ理り遣つかいにとってみれば、形が違ちがうだけで本ほん質しつは何一つ変わりはない。聖せい霊れいなどと呼んではいるが、結局はどこであろうと自分たちの宗派に属ぞくする者を守る使命を帯びた、擬ぎ似じ生命体だ」

「またも我らが神を蔑なみするか、魔ま術じゆつ士し！」

「神すらも解ときほどいた先せん駆く者しやの理ことわりを、魔ま性しようの術と蔑べつ視しした貴き様さまら蒙もう昧まいな輩やからに、卵などは無用の長物という事だ！」

　……などと喧けん々けん諤がく々がく言い争う二人の黒い人物の言葉など、ナギリにはどうでも良い事で。

　ただ、驚きよう愕がくの瞳を震ふるわせて、タキシードの男を見つめていた。

「まさか、あんた……」

　月光の下に立ったその男は、声に見合ったごつい体たい格かくをしていた。タキシードを盛もり上げる筋きん肉にく……横よこ幅はば、厚あつみ、身長と三つ揃ぞろいの迫はく力りよくある体格だ。禿はげ頭あたまにちょこんと乗ったシルクハットには可愛かわいげさえある。

「バロン・ザ・スカーレット？」

「いかにも」

　躊ちゆう躇ちよなく頷く大男に、ナギリは絶ぜつ望ぼう的な顔をした。

「詐さ欺ぎよ！」

「なにがだ！」

　打ちひしがれ、よろよろと巨犬によりかかる。

「バロン・ザ・スカーレットは美青年だと思ってたのに……」

　しまいには巨犬の首にすがりつき、おいおいと泣き始めてしまった。残った片方の犬が慰なぐさめるように、ナギリの肩かたに足を乗っけたりする。

　だが、泣いてばかりがナギリではない。

「決めたわ」

　きっと顔を上げると、二人を睨にらみつける。陰気そうな神父に大男の怪かい盗とう……特に怪盗の方を強く睨みつけ、ナギリは言い放った。

「乙女おとめの純じゆん情じようを裏切る怪盗にも、マイナー宗教を馬ば鹿かにする衆しゆう愚ぐ教きよう団だんにもこの卵はやるもんか。これは、あたしの御み霊たまにする！」

「勝手な事をほざくな！」

　ほぼ同時に、二人が叫んだ。

「八彦、切彦！」

　巨犬の名を叫ぶと同時に、ナギリは跳んだ。巨犬の一匹が宙ちゆうに浮ういたナギリの足あし下もとに滑すべり込こみ、その背せにナギリを乗せる。

　巨犬の跳ちよう躍やくでその場を退ひくナギリの背はい後ごで、二つの爆ばく発はつが起こる。

　一つは地面を裂さいて生えた無数の鎖くさりが踊おどり、もう一つは背中から翼つばさを生やした半はん裸らの男が巨きよ大だいなハンマーを地面に打ち付けていた。

　無数の鎖は錬れん金きん術じゆつ師したる怪盗の技わざ、もう一つは人間サイズで現あらわれた《御使い》……《断ウ罪ル使ト》だ。

「逃にがすか小こ娘むすめ！」

「異い端たんの淀めが、《断ウ罪ル使ト》の懲ちよう罰ばつを受けるが良い！」

　二人が叫さけぶ中、ナギリは巨犬の背から飛び降おり、一回転して着地する。

「アソビベの神子を舐なめるんじゃないわよ！」

　向かってくる怪盗と《断ウ罪ル使ト》に、ナギリは巨犬をけしかける。

　この犬は、ただの犬ではない。

「我わが御霊、護ご法ほう童子！　かけまくも畏かしこき天あめ乃の大御霊の御名、蓮はちすの華はなの座ざに鏡を捧ささげたもう、光を授さずけたもう！」

　ナギリの詞ことばに合わせ、巨犬の姿に変化が起こる。両方が水すい干かんを纏まとった童子の姿に変わる。だがその手に持つ武ぶ器きが違う。片かた方ほうが両手の指の間に幾いくつもの短刀を挟はさみ持ち、もう片方は童子の身長を越こす大刀を振ふり上げる。

　短刀を持つ童子が八彦、

　大刀を振るのが切彦だ。

　八彦が短刀を《断ウ罪ル使ト》に投じる。両手の指に挟まれていた八本の短刀は闇やみを切り裂さいて《断ウ罪ル使ト》に迫せまる。その横で短刀と同じ速度で駆かける切彦が怪盗の懐ふところに飛び込んだ。

《断ウ罪ル使ト》はその巨大なハンマーを重量に見合わない凄すさまじい速度で振り回し、短刀を全て叩たたき落す。だが、次の瞬しゆん間かんには新たな八つの短刀が《断ウ罪ル使ト》の目の前に迫っていた。

　八彦の手にはさらに次の短刀が握にぎられ、すでに投げる構かまえに入っている。

　そのすぐ側そばでは……

「ぬう！」

　切彦に懐に入られた怪盗は一声唸うなると、勢いきおいを止めて横に跳んだ。闇に白い三日月が描えがかれる。

「針はりよ！」

　怪盗が叫び、片手を突つき出す。手を覆おおう革かわ手て袋ぶくろが、鋭するどい音を発して引き裂けた。節ふしくれだった太い指に、広い掌てのひらに、覆い尽つくすようにして無数の太い針が生えている。

　それが解き放たれ、距きよ離りを詰つめようとした切彦の目の前で拡かく散さんした。咄とつ嗟さに大刀を一振りして針を斬きり落とすと、八彦は次の攻こう撃げきを警けい戒かいして跳びさがる。

　距離を離はなした童子を牽けん制せいするように、怪盗はさらに片手から剣を生やした。

　そうしつつ、ちらりと地面を見る。切彦の斬ざん撃げきは地面を刀身の長さ以上に切り裂いていた。

（鉄すらも斬りそうだな）

　その身から鉄を生み出し、または自然の律りつ法ぽうに従したがい薬種や技ぎ術じゆつを編あみ出す……術理遣いと化学者という両面を持つのが錬金術師だ。

（迂う闊かつに手は出せんか）

　苦々しく、怪盗は水干の童子を睨みつける。

　もう片方、八彦と《断ウ罪ル使ト》の戦いもまた拮きつ抗こうしていた。《断ウ罪ル使ト》はハンマーを振るっているとは思えない速度で無数に襲おそいかかる短刀を弾はじき続ける。対する八彦は、投じては現れる短刀をひたすらに投げ続ける。

　錬金術師の怪盗、そしてアルリオス教が誇ほこる《断ウ罪ル使ト》、その先さき触ぶれたる払魔師エクソシストを相手取って、ナギリは対等の勝負を演えんじていた。

（でも、ここら辺が限げん界かいかな？）

　表面は余よ裕ゆうの笑えみを浮かべながらも、内心では冷や汗あせをかいていた。

（なんとか仲なか違たがいしないかな～？）

　そう思うが、どう考えてもそれをしそうな状じよう況きようではない。二人が手に入れたいものはナギリの手にあるのだ。二人が仲違いをするとすれば、絶対的に勝利を確かく信しんした後、どちらが先にナギリを倒たおし、卵を手にするか……その瞬間だろう。

（ん～痛いたいのはちょっち勘かん弁べん）

《断ウ罪ル使ト》のハンマーで殴なぐられそうになるのは、冗じよう談だん抜ぬきで死の恐きよう怖ふが味わえそうだし、怪盗の錬金術で串くし刺ざしになりそうになるのも嫌いやだ。

　どちらにしろ、そんな危き険けんを冒おかしてまで手の中にある卵が欲ほしいわけでもない。さっきのセリフはちょっと意地になっただけだ。

（手～放しちゃおうかな～？）

　そんな事を考えて卵を見ていると、いきなり腕うでをつかまれた。

「あっ！」

「卵は渡わたしてもらうぞ！」

　クリストフだ。《断ウ罪ル使ト》に気を取られ、すっかり忘わすれていた。

「このっ……」

　手放しても良いかと思っていたが、いきなり奪うばわれそうになると反はん射しや的に抗あらがってしまう。クリストフを引き離そうと、脇わき腹ばらに膝ひざ蹴げりを食くらわせる。

　勢い、卵がナギリの手から零こぼれた。

「ぐっ！」

「神父様が～」

　それにこだわらず、上げた膝を戻もどしながら体をひねらせ、宙ちゆうを回る。
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「女の子に触ふれるなー！」

　回転蹴りが、体を曲げたクリストフの顎あごに突き刺さり、払魔師エクソシストは地面に飛ばされた。

　倒れ伏ふした払魔師を尻しり目めに落ちた卵を探さがそうとしたナギリの目に、地を這はう鎖くさりの姿すがたが映うつった。

「あっ！」

　鎖は落ちた卵に巻まきつくと、宙を跳はねるようにして操あやつり主の元へ戻ろうとする。

　怪かい盗とうだ。

「わははははははは！　卵は手に入れた！」

「そうはさせないって……言ってるでしょうが！」

　なし崩くずしの負けん気が暴ぼう走そう状じよう態たいに突とつ入にゆう、ナギリの意を汲くんだ切彦が鎖を断たつ。

「おのれ！」

　宙を舞まい上がった卵にナギリと怪盗が走り寄より、手を伸のばす。身長でも腕のリーチでも相手が上だ。ナギリはそれを補おぎなうべく跳ちよう躍やくする。

「させんわ！」

　怪盗も跳躍しようとして……

　卵が突然発光した。

「きゃっ！」

「むっ！」

　眩まばゆい光に二人とも目が眩くらみ、目標を見失い、手は虚むなしく空を切る。

「卵は!?」

　視し界かいに光の余よ韻いんを残したまま上空を見上げる。

　そこには、白い軌き跡せきを残して飛び去っていく卵の姿があった。

　そしてさらに……

　犬の──ナギリの護ご法ほう童子のものではない──吠ほえ声が森の向こうからこちらに近づこうとしている。

　さらに無数の人の足音までも。

　学院の警けい備び員いんだろう。最初の爆ばく発はつで異い状じように気付いたに違ちがいない。

「ちぃ……今夜はここまでか」

　そう言うや、怪盗の姿が闇やみの中に消えた。

「……光こう遁とん？」

　突然の消失に驚おどろくが、ナギリはすぐに気を取り直し、神父の姿を探す。

　神父の姿も、そして《断ウ罪ル使ト》の姿もすでになかった。

　愕がく然ぜんとしている間に、犬の吠え声と、無数の人の足音がナギリを取り囲もうとしている。

「うあぁ……逃にげるタイミングなくした」

　カンテラの光を浴びて、ナギリはがっくりと地に手を付いた。




　　　　†




「ついに見つけたよママ」

　形見のペンダントを握にぎり締しめ、リオンは背はい後ごを振ふり返った。そこには巨きよ大だいな鉄てつ柵さくの門があり、その奥おくには巨大な屋や敷しきの姿がある。

　だが、リオンが見ているのは、そんなものではなかった。

　リオンの目に映るのはその屋敷に住む、一人の女め神がみの姿だ。

「ママのような女じよ性せい……理想の女性だよ」

　その姿を思い浮うかべるだけで、胸むねの奥が熱くなる。切なくなる。できることならまたこの不ぶ粋すいな門を跳とび越こえて彼女に会いに行きたい。

　だが、それは彼女が望まないだろう。なによりも、そんな行動はこの門以上に不粋だ。

「まずはプレゼントだ。なにが良いかな？　彼女にはどんな花が似に合あうだろう？」

　そんな事を月に問いかけながら、リオンは軽かろやかな足取りで歩き始めた。首にかけたペンダントにキスをし、亡なき母に感かん謝しやする。

「ママが僕ぼくと彼女を引き合わせてくれたんだよね。なんて素す晴ばらしい！　彼女こそ、僕の理想の恋こい人びとだよ」







　三日目／花束と祭りの終わり







　ドラグ・ヘッドも夢ゆめを見る。

　だがそれは、何かを暗あん示じしているわけでも、想そう像ぞうの産物でもない。

　休きゆう眠みん中ちゆうに記き憶おくの整理を行う際さいに起こるフラッシュバックのようなもの。

　純じゆん粋すいな過か去この再さい生せい。




『…………接せつ近きんまで三十』

『マシン・ドライブ起動までおよそ六十』

　鼓こ膜まくを介かいさずに直接脳のうに届とどく通信士の声は、絶ぜつ望ぼう的なタイムラグを露ろ呈ていさせただけに過すぎない。

「やることはわかっているわね？」

　背はい後ごからの声にイェンは黙だまって頷うなずいた。

　どこまでも続く荒こう野や、地ち味みが足りないわけではない。植物が育つ暇ひまを与あたえないほどに、この大地が乱みだされ続けてきた結果だ。搔かき乱された土ど砂しやは風に水分を飛ばされ、乾かん燥そうした大地に匂においはない。

　代わりに届とどくのは奴やつらの臭におい。

　敵てきの臭いだ。

　怒ど濤とうとともに届けられるその臭いの元は地平線を土つち煙けむりで覆おおい、凄すさまじい速度で距きよ離りを詰つめてくる。風に乗って世界を覆いつくさんとするこの臭いこそ、排はい除じよするべき対象。

「マスター、基き地ちに避ひ難なんを」

「答えは否いな」

　速答され、イェンは苦く笑しようを浮かべた。その表ひよう情じようは主あるじには見えない。主がどんな表情をしているのかも、イェンからは見えない。

　だが、どんな顔をしているのか、想像ぐらいはできる。

　きっと笑っているだろう。

　不敵に、イェンを試ためすかのように。

「私に毛ほどの傷きずがつくのも嫌いやなら、全力を出しなさい。無用な遠えん慮りよは許ゆるさないわよ」

「了りよう解かいです。我わが主」

　頷き、イェンは片かた手てを銃じゆう剣けんに変える。

　無む限げんにして有限、守しゆ護ご者しやたりながら守護対象を搾さく取しゆする矛む盾じゆんの力。

　ステューピッド。

「汝なんじ、我が界の律りつ法ぽうを則のりせよ！」

　主の言葉が朗ろう々ろうと響ひびく中、イェンは力を解とき放つ。

　無限にして有限、

　守護者たりながら守護対象を搾取する……

　矛盾をこそ最大の力とするステューピッドの力を解き放ち、イェンは戦場に躍おどりだす。

　一いつ刻こくも早く……千単位、万単位分の一でも早く、戦いを終わらせるために。

　我が主に、戦いのない世界を見せるために……




「この基き地ちの戦せん略りやく的、実験的な目標は達せられているとはいえ……こうも劇げき的てきな効こう果かがあるとは思わなかったわね」

「オヴンのデコイとしての精せい度どが、それだけ優すぐれているという事ですよ」

　戦いが終わると、主は一息つく暇もなく、基地内の工場に顔を出す。この基地の責せき任にん者しやとして、この基地の役やく割わりである工場の防ぼう衛えいがきちんとなされたのか、それを確かく認にんするために。

「被ひ害がいは？」

「ただいま調ちよう査さ中ですが、おそらくはないでしょうな」

　主と技ぎ師しの会話を、イェンは背後から眺ながめる。

「そう。ならばいいのだけれど」

「じきにオヴンの第一陣じんが散さん布ぷされます。その時には少しは楽になるでしょうな」

「その時には次の作戦が待ってるわ。休む暇なんてあったものじゃない」

　工場内へと足を踏ふみ入れる。

　無数の機材が低い起動音を鳴らし、それが群むれをなし、まるで空気にこびり付くように絶たえ間がない。ガラス筒づつとその内部環かん境きようを維い持じする機材は塔とうを成なすようにして積み上げられ、いびつな陳ちん列れつケースのようだった。

　そのケースには楕だ円えん状じようの球体が収おさめられている。大きさは小指の先から人の頭ほどまでと、さまざまあり、大きさごとに区分けされていた。

「勝手に見物してるから、あなたも調査に回ってちょうだい」

「かしこまりました」

　主の言葉で技師は去り、その場にイェンと主だけが残された。

　イェンは、ケースを眺める主の背せを見つめる。その背に疲つかれた様子はない。それは当たり前だ。ステューピッドの消費する魂たましいは一時的な体力には影えい響きようしない。それは魂というものの根底を、その総そう量りようを消費するのだ。

　だが、彼女の放つ雰ふん囲い気きと呼よべるものが霞かすんできているように感じるのは、錯さつ覚かくだろうか？

「このオヴンによって、世界の成長は一いつ端たん止まってしまう。……それは正しい事なのかしらね？」

　突とつ然ぜんの問いかけに、イェンは答える言葉がなかった。

「……私には、わかりかねますが」

「そうね、誰だれにもわからないことなのかもしれないわ」

　振ふり返る彼女の表情には、何の変化もない。

「ＡはＢよりも大きく、ＢはＣよりも大きく……しかしてＺはＡよりも大きく」

「は？」

「レスフォールの世界連れん環かん論ろんよ。巨きよ視し的な世界とは、無数の世界が鎖くさりを成すように、無限の連環メビウスの環のように繫つながる事で形成されている。世界の中にある小さな世界はさらに小さな世界を内包し、だがその末にある極小の世界は極大の世界を飲み込こんでいる。誰もが世界の母であり、世界の子である。……私たちがオヴンと呼ぶこの中にも、世界はあるのかもしれないわ。そして、あなたの中にもね」

「私の中にも、ですか」

「そうよ。律法の素もとたる《混こん沌とん》を吸すい上げて成長するこのオヴンの内部にも、模も倣ほうされたこの世界と同じく、世界がある。世界はやがて孵ふ化かし、新たな世界を生むでしょう。それはあなたと私の関係と同じ、という事」

「…………」

　主がなにを言い出そうとしているのか、イェンにはわからない。世界の関係と主しゆ従じゆうの関係、この二つに繫がるもの……

　イェンにはわからない。

「あなたは私の魂という素を吸い上げて力とし、一つの世界を、世界の卵たまごを守ろうとしている。それは卵を害がい獣じゆうから守ろうとする親鳥と同じよ。もしかしたらあなたこそが、この世界の母なのかもしれないわね」

　その思いつきを楽しむように、主はかすかな笑えみを零こぼす。

「ご冗じよう談だんを」

「そういう風に思っておきなさい。私は、おそらくこの戦いが終わる頃ころには死ぬのでしょうから」

「マスター……」

　確定された未来でありながら、ドラグ・ヘッドであるイェン自身すらも口にする事ができなかった言葉を、主はすんなりと吐はき出す。

「私という世界はすでに完成し、そしてただ消しよう耗もうするだけ。無む為いに腐くさりゆくだけなのなら、この世界を守るため、そして私の生み出した卵の育つ場所を作るために、使ってしまいたい。イェン、おそらくあなたは次の作戦が最後の戦いとなるでしょう。あなたはこの世界に残される。ステューピッドたるあなたを使う勇気のある者は、レスフォールの子たる私たちの間でも、私以外にはいないでしょうから」

「はっ……」

　胸むねの奥おくが痛いたみで疼うずく。認みとめたくない事実が目の前にある。それをただ受け入れるしかない自分に、虫むし唾ずが走る。

「だから、これは先渡わたしの遺ゆい言ごんよ。おそらくあなたは私の卵に出会うでしょう。どれだけの時を浪ろう費ひする事になるかわからないし、確かく率りつとしては低いでしょうけど、出会う事になるでしょう。もしもその子があなたを受け入れてくれるのなら、守ってあげなさい」

「……かしこまりました」

　そう答えるしかない自分。それしか、主のためになる事ができない自分。

　クリムゾン・イェン・シェンカー。

　同じドラグ・ヘッドにすらも恐おそれられる自分の、無む限げんなる力を使う事ができる自分の限界。

「マスターの願い、たとえいかなる時がかかろうとも、必ずや」

「気き張ばる必要なんてないわ。その時にはこの世界は、驚おどろくほど平和なのだろうから」

　そう言って笑う主の声をイェンは黙だまって聞き続け……




　そして夢ゆめは覚める。




　あれから、どれほどの時が経たったのだろうか。

　主の願いを、自分は果たして叶かなえる事ができているのだろうか？

　いや、おそらくはまだその途と上じようにあるのだ。

　世界の連環が無限に続くように、系けい譜ふの連環もまた無限に続く。己おのれの限界が訪おとずれるその時まで、イェンはその願いを叶えることはできないのだろう。

　主に連なる子孫たちせかいを守るという、イェン・シェンカーの任にん務むは終わらない。
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　一夜明け、シィナはアリシアのベッドの上で彼女とともに目を覚ました。

　バルツワード一家との朝食を済すませると、シィナはアリシアとともにアリシアの父、コーネルの運転で商店街へと向かった。途中で一度屋や敷しきに帰り、リンからお小こ遣づかいを出してもらう。レアナとシィナのお小遣いの管理は、それぞれイェンとリンが行っているのだ。

「なんに使うのですか？」

　シィナがこの家に来て、初めてのお小遣いの無心だ。リンは変わらない無む表ひよう情じようを保たもっていたが、ほんの少しだけ瞳ひとみを興きよう味み深そうに細めていた。

「教室の連中だけで、催もよおし事をするんだ」

　昨夜のうちにアリシアと話し合って決めた言い訳わけだ。コーネルにも使った。その時には『シィナの転入歓かん迎げい会』という言葉も付いていたが、その事は言わない。

　やはり恥はずかしい。

　商店街へ行くと、二人は壁かべ紙がみと白の布ぬの地じ、それから幾いくつかの小物を買う。

「もうちょっと、良いものが買いたかったわ」

　後部のトランクをガタガタといわせるベージュの壁紙ロールを振り返り、アリシアが呟つぶやく。もっと華はなやかな柄がらが良かったのだが、単色のものよりも模も様ようが付いている方が高く、二人のお小遣いを合わせてもそれは手が出なかった。

「仕方ないよ」

　バーミリオン家からお小遣いを貰もらっているだけでなんとなく申し訳ない気分になっているシィナとしては、これ以上の高望みもできない。

　運転席のコーネルは『なぜ壁紙？』という感じの表情をしていたが、口に出す事はしなかった。

　学校に辿たどり着くと、手伝うというコーネルを追い返し、下ろした荷物をあの小屋に持っていく。

　今日は休養日で、敷しき地ち内には清せい掃そうのために雇やとわれた人たちがそこかしこにいた。二人は清掃員たちの目を搔かい潜くぐり、小屋へと駆かけ込んだ。

「あははは、なんだか楽しいわね！」

　小屋に入るなり息を切らしながらも笑うアリシアに、聖せい霊れいは同調して笑えみを作った。シィナも二人を見て笑う。

　それから、二人はまず部屋を徹てつ底てい的に掃そう除じするために掃除道具を取りに行った。

　これは最も他人に見つかる可か能のう性せいのある任務ミツシヨンだ。普ふ通つうの日であればいるのは学生ばかりで、学生が掃除用具を取りに行くのはそうおかしな事ではない。

　だが、今日は休養日なのだ。休養日に行われる清掃は学生がするのではなく、近きん在ざいの住人がちょっとした小遣い稼かせぎの感覚でやってくるのだが、やってくるのは大たい抵てい、主しゆ婦ふや老人ばかりだ。

『たとえ休養日といえども、女学院に不特定多数の男だん性せいが足を踏ふみ入れるのは好ましくない』というのが学院の考え方で、男性の清掃員は老人に限かぎられている。

　制せい服ふくこそ着ていないが学院の生徒らしき少女が二名、この日に掃除用具を取りに来るのはおかしな事である。

　もちろん、ただの清掃員のおばちゃんに見み咎とがめられたとしても「アルバイト」と答えれば良かったが……

「あらっ、お二人ともどうしたの？」

「あっ」

　掃除用具の収おさめられた物置にまでは無事に辿たどり着けたのだが、でてきた所で学院の教きよう師しに見つかってしまった。

　休日返上で、清掃員の監かん督とくを行っているのだろう。

　しかも二人を知っている教師だ。学院ではアルバイトをするためには許きよ可かがいる。それはたとえ、学院清掃でもだ。

「もしかして……お姉さんに頼たのまれたのかしら？」

「え？」

「レアナさんに。一いつ緒しよに来られたのでしょう？」

「は、はいそうです！」

　なんだかわけがわからないシィナに代わって、アリシアが慌あわてて頷うなずく。

「そう。本当に大変な事が起こったわねぇ」

「そうですね。はい！　そ、それじゃあ私たちはこれで」

　レアナがどうして休養日に学校にいるのかわからないが、教師が勘かん違ちがいしてくれているのはラッキーだ。シィナたちは掃除道具を抱かかえて急いでその場を離はなれた。

　林に駆け込んでから、二人は足を止めた。

「あーびっくりした。それにしても、どうしてレアナ様がいらっしゃるのかしら？」

「さあ？」

　シィナにもわからない。

「まぁいいや。さっさと掃除しよう」

「そうね」

　頷き合うと、二人は掃除道具をガチャガチャと鳴らして小屋に戻もどっていった。
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　そのレアナは昨夜の現げん場ばで難むずかしい顔をしていた。

　保ほ安あん官かんやその助手たちが、写真を撮とったりして現場調ちよう査さを始めている。それを、レアナは部活動で学校に来ていた生徒や、教員たちに混まざって見物していた。

　森林の一部が荒あらされ、グチャグチャになっていた。地面が剝むき出しになり、めくれ上がった土つち塊くれには雑ざつ草そうの白い根が血管のようにはりめぐり、引きちぎれている。

　術じゆつ理り遣つかいが戦った後だ。

　視し覚かく的なものではただの爆ばく発はつ跡あとのようにしか見えない。だが、術理遣いだけが備そなえる──逆ぎやくを言えば、それがなければ術理遣いにはなれない──《混こん沌とん》を感知する能のう力りよくは、世界の《ひび》から侵しん入にゆうする《混沌》の流れが搔き乱みだされた余よ韻いんを感じていた。

　ここで、ナギリは戦ったのだという。

「バロン・ザ・スカーレット」

　あの怪かい盗とうと。

　だが、それはおかしな話なのだ。ナギリが戦ったというあの時間、レアナの家にバロン・ザ・スカーレットはいた。逃にがしてしまったからおいそれと口にはできないが、間違いではない。

　そのナギリは、ロイに昨日の事を事細かに説明している最中だ。その顔はうんざりしている。きっと、昨夜から同じ話を何度もさせられているのだろう。

　ナギリは噓うそは吐つかない。少なくとも、理由もなく冗じよう談だんでは済すまされない噓は吐かない。

　やはり本当に、バロン・ザ・スカーレットと……そう名乗る男と戦ったのだ。

　そしてアルリオス教の払魔師エクソシストとも。

「大変な事になりましたわ」

　隣となりではセレンが青い顔をして、苛いら立だたしげに声を大きくしているナギリをはらはらと見守っていた。

「そう大変でもないわ。これ以上のトラブルには、なりようもないだろうから」

　聞いた限かぎりでは、昨夜の出来事はナギリにとって事じ件けん現場に偶ぐう然ぜん出くわしたというぐらいでしかない。後に尾おを引く類たぐいではないはずだ。

「ナギリは大だい丈じよう夫ぶよ」

　そう慰なぐさめてみても、そもそも荒事に無む縁えんなセレンが気弱そうな表ひよう情じようを消す事はなかった。

「それにしても、卵たまごとはね」

「ナギリさんも言ってましたが、なんなのですか、それは？」

「ああ、そうか……教科書には聖せい遺い物ぶつとしか書かれてないわね。術理遣いと宗しゆう教きよう関係者が使う専せん門もん用語なのだけど……」

　一般人にとっては、単なる不ふ可か思し議ぎな物体でしかないが、術じゆつ理り遣つかいや宗教関係者は喉のどから手が出るほど欲しい一品……それが卵だ。

　卵とは……それは、術理とは何かの説明にも繫つながる。

　なぜ、術理・魔ま術じゆつは火のない所に火か炎えんを起こし、雷かみなりの起こりえない状じよう況きようで雷らい霆ていを放ち、擬ぎ似じ的な生命を生み出すことができるのか？

　この世界には動かす事のできない自然の作用……システムがある。秩ちつ序じよの力と言ってもいい、術理はそれに逆さからい、本来自然には起こりえない現象をこの世に現あらわす。

　世界という巨きよ大だいなシステムの中で生かされているにしかすぎない人間が、どうしてそのシステムに干かん渉しようする事ができるのか？

　それはこの世界が完全ではないからだ。

　世界は目に見えない壁かべに覆おおわれている。それは空を映うつす大気の層そうであり、この世界の事象を司るさらに秘ひめられた壁の事でもある。

　自然現象を司る秩序と、それに捉とらわれない原初の坩る堝つぼ──《混沌》──を分かつ境きよう界かい。

　その境界が完全ではないのだ。

　それを術理学協会の中ちゆう枢すうを成なす初代八賢けん者じやたちは《ひび》と呼よんだ。

《ひび》から、この世界に《混沌》の因いん子しが流れ出している。それは総そう量りようからすれば些さ細さいなものであり、秩序の根底を揺ゆるがすものではない。だが、秩序の強きよう制せい力を受けて《混沌》はこの世界でなんらかの方向性せいを得ようとする。その方向性を決める際さいに、人間の意い志し力が影えい響きようを与あたえる事ができるのだ。

　微び弱じやくな意志では《混沌》には作用できない。それは世界を覆う秩序の力に屈くつしてしまうからだ。

　しかし、その意志力が微弱でなければ、自然現象の秩序を逸いつ脱だつした現象を引き起こす事ができる。

　それが術理の根本にある考え方だ。

「そして、術理を最初に起こしたと言われているのが、聖せい者じやアルリオスや、預よ言げん者しやメディン」

「それでは、魔術士の祖そはアルリオス様なのですか？　でも、それって……」

　世界史の授業で習ったのとは食い違っている。首を傾げるセレンに、レアナは肩をすくめた。

「まあ、そこには微び妙みような問題があるの。過か去こに教きよう団だんと術理学協会が争わなければならなかったような、微妙な問題がね」

「はぁ……」

「ついでに言っておくとだね、セレン君。魔術士ってのは当時、アルリオスとかメディンとかの教団が使った術理遣いに対する蔑べつ称しようだから、覚えておくように」

　ぬっと顔を出したナギリが、教きよう師しの口調を真ま似ねて付け加えた。

「まぁ！　そうなのですか？」

「……言葉の起き源げんはともかく、今は魔術士の方が一いつ般ぱんに定着してしまっているし、気にする問題でもないわ。それよりも、終わったの？」

「ようやくね。ほんと、うんざりしたわよ！」

　離れた場所にいたロイが、ナギリの嫌いやみったらしい大声に苦い表情を浮うかべているのが見えた。

「それで、卵の話してるんじゃなかったの？」

「ああ、そうね。まだ途と中ちゆうだったわ」

　術理とは即すなわち、《混沌》を察知し、それに自らの意志力を乗せ、超ちよう自然現げん象しようを起こす事である。

　しかし意志力は、決してたった一人のものでなくてはならないわけではない。無数の死者の残念が鬼おに霊だまを生み出すように、多くの人間がたった一つの事象を信じる事によって一つの意志力とし、《混沌》に作用する場合がある。

　その時、触しよく媒ばいとされるのが卵だ。

　いや、まるでそうなるがためにあるのが卵だともいえる。

　正せい確かくな名前は世界の卵。いったいどのようにして発生したのか、それは術理学協会でも判はん明めいしていないのだが、この卵には《混沌》を吸きゆう収しゆうし、蓄ちく積せきするという特とく殊しゆな性せい質しつがある。

「その吸収された《混沌》は並なみの量ではないから、昔から術理遣いが自分の技ぎ量りよう以上の術を使う時に増ぞう幅ふく装そう置ちとして使用したりしていたわ」

「はあ……」

「でも、卵の使い方はそれだけじゃないんだな」

「どういう事です？」

「アルリオスの《御み使つかい》や、メディンの化け身しんはこの卵から生まれるのよ」

「え？」

　驚おどろくセレンに、これ以上の説明はためらわれた。

　その説こそが、術理学協会と二大宗教との諍いさかいの原因でもあったのだから。

「どういうことです？」

「まぁ、だからこそ聖せい遺い物ぶつって呼ばれるわけよ」

　ナギリも察してくれたのだろう。お茶を濁にごすような言葉で、セレンもどこかすっきりとしない顔だったが、納なつ得とくはしてくれたようだ。

《混沌》を蓄積する卵が教会などの宗教施し設せつに保ほ管かんされている場合、無数の信者の信しん仰こう心によって卵に蓄積された《混沌》の方向性が決まり、形を為す。

　その姿すがたが《御使い》や化身と呼ばれる聖せい霊れいとなるのだ。宗教の教える聖なる存在が、人々の信しん仰こうによって誕たん生じようする。故ゆえに《卵》と呼ばれ、各宗教団体はより多く獲かく得とくしようと血ち眼まなこになる。

　そこまでは良かった。だが問題なのは、この世に最初に現れた聖霊が、アルリオス教の父なる神、メディン教の大いなる一つだと術理学協会が説いた事だ。

　神は人から生まれたのだと言ったのだ。

　どんな教団であろうとも、神は超ちよう越えつ者しやであり、創そう造ぞうする側に立っている。神は人によって創造されたなどという論ろんは全すべての宗教にとって異い端たんであった。

「でも、あの卵ってば不完全な状じよう態たいで孵ふ化かしたみたいだから、あのままだと悪あく霊だまになってしまうわね」

「悪霊……魔ま霊れいってこと？」

「まぁ、そんな事はあたしにはどうでもいいんだけど。それよりもむかつくのが、あのはげちゃびんの怪かい盗とう野や郎ろうよ」

「はげちゃびん？」

「怪盗野郎？」

　いきなりエキサイトするナギリに、二人は視し線せんを投げ交かわした。

「それは、バロン・ザ・スカーレットの事？」

「そうよ！　よりによってあれの正体がマッチョなハゲ親おや父じだなんて……絶ぜつ対たいに許ゆるせない事実だわ！」

「マッチョ……」

　それは……リオンには絶対に当てはまらない言葉だ。

（そうか……）

　レアナはようやく納得した。

　まったくおかしな話ではない。レヴェン大聖堂でゴーレムの肩に乗っていた怪盗と、レアナの前を走りぬけた怪盗……

（コンビというわけね）

　そして怪盗がレヴェン大聖堂を襲おそったのも納得できる。術理全ての素もとである《混沌》を吸い寄せる卵は、大きな術を一人で行うのを容よう易いにする。錬れん金きん術じゆつ師しであるなら、いや他の術理遣いであっても、卵という増幅器は喉のどから手が出るほど欲ほしい一品だ。

（そして盗ぬすみ損そこなって、卵は不完全な孵化の状態でさ迷まよっている）

　それを怪盗と払魔師エクソシストは争いながら探さがしている、というわけか。

「乙女おとめの夢む想そうを汚けがした罪は万ばん死しに値あたいするわ。あの親父だけはあたしの手でけりをつけてやる」

「まぁ！　ナギリさん、それはだめですわ」

「じょ──────っだんじゃない！　この由ゆ真ま家の那な霧ぎりが、なめられたままで終わるわけにいかないでしょう！」

「ダメったらダメです！　ナギリさんがそんな危き険けんなことをする必要なんてないんです！」

　それから後は「する！」「だめです！」の不毛な言い合いが延えん々えんと繰くり広げられた。呆あきれたレアナは二人から距きよ離りを取る。保ほ安あん官かんたちが迷めい惑わくそうな目を向け、教員たちが慌あわてて止めようとするが、ヒートアップした二人を抑おさえられそうにはなかった。

「あら……」

　その声に振ふり返ると、女性が頰ほおに手をあて、首を傾かしげていた。レアナもお世話になったジュニア・ハイの教員だ。

「おかしいわね」

「どうかしましたか？」

「いえ……」

　問い掛かけると女性教員は少し言い淀よどみ、もう一度辺りを確かく認にんする。

「シィナさんとアリシアさんはいらっしゃらないのかしら？」

「？　いえ、今日は一いつ緒しよではないです」

「おかしいわね～」

「あの二人がどうかしましたか？」

「いえね、レアナさんのお言こと伝づてで、ここに掃そう除じ道具を持ってきているはずなんですけど」

「はっ？」

　まったく覚えのない話だ。まだ現場検けん証しようも終わっていないし、そもそも後あと片かた付づけの事はレアナよりもこの場にいる教員が考えるべき事だろう。

　そもそも、荒あれているのは森の地面で、教室などではない。きれいにするのに必要なのは掃除道具よりはむしろ、農具の方が適てき当とうなのではないだろうか。

「あの子、なにをしているのかしら？」

　ナギリとセレンはいまだに不毛な言い争いをしている。

（ここにいても何か進しん展てんがあるようにも思えないし……）

　シィナとアリシア……あの二人が何をしているのか、気になる。

　レアナは探してみようと……

　ぐわしっ。

　いきなり肩かたをつかまれ、振り返ると物もの凄すごい顔をした二人がいた。

「ちょっとレアナさん、なんとか言ってください！」

「レアナ、このわからず屋をどうにかしてよ！」

　二人して同じ事を言う。ナギリは興こう奮ふんに顔を紅あかくし、いつもはきれいだなぁと羨うらやましく思う黒くろ髪かみを乱みだれさせ、セレンはセレンで眼鏡めがねを半分ずれさせて、いつも優やさしい感じのまなじりを吊つり上げている。

　意味もなく迫はく力りよくのある二人にレアナは思わずたじろいだ。

「ま、まぁまぁ、二人ともちょっと落ち着きなさい」

「落ち着いてなんていられません（られるかよ）！」

　レアナがどれだけ諫いさめても興奮が冷める事なく、しまいにはレアナの優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度に怒りの矛ほこ先さきを変えてしまった。

　レアナが堪かん忍にん袋ぶくろを爆ばく発はつさせるまで、不毛な口くち喧げん嘩かは続くのであった。
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　その頃二人は掃除に勤いそしんでいた。

　さび付いた窓まどを全部開放し、箒ほうきで埃ほこりを外に掃はき出す。もうもうと舞まい上がる埃に、二人はハンカチを強ごう盗とう団だんのように口に巻まかなくてはいけなかった。聖せい霊れいは埃が陽光でキラキラと輝かがやくのが楽しいのか、翼つばさをはためかせてさらに埃を激はげしく躍おどらせる。掃き出そうとしていたものまで舞い上がってしっちゃかめっちゃかになった。

　なんとかかんとかそれが終わると、次は拭ふき掃除だ。雑ぞう巾きんもモップも、あっという間に真っ黒に染そまり、バケツの中身もこれが水かと聞きたくなるぐらい汚よごれ果てた。それにも興きよう味みを持った聖霊に、シィナは天てん井じようの拭き掃除を頼たのむ。聖霊は器用に宙ちゆうに浮ういて天井を拭いた。拭いた時にクモとかネズミとかが落ちてきて、アリシアが盛せい大だいな悲ひ鳴めいを上げた。

　掃除が終われば用意した壁かべ紙がみの出番だ。サイズを測はかってハサミでジョキジョキ切ると、液えき体たい糊のりをたっぷりつけて壁に貼はり付ける。聖霊が壁紙の上にすっ転んで糊まみれになるという事じ件けんも起きたが、これまたなんとか無事に終わった。シーツは一部を窓にかけてカーテン代わりにしたり、テーブルにかけてぼろさを隠したり……残りはアリシアの趣しゆ味みで天井から吊るしたりした。

「なんだか神しん秘ぴな感じではなくて？」

　垂たれ下がったシーツが風を受けて揺ゆれるのを見て、アリシアは満足げな顔をした。シィナはそういうのはよくわからないが、アリシアがなんだか嬉うれしそうなのでそういう事にしておいた。聖霊は揺れるシーツに顔を押おし付けて遊んでいる。

　最後に花か瓶びんやらの小物をそこら中に飾かざり、終しゆう了りよう。

　なんやかんやとドタバタした末に、夕ゆう暮ぐれを迎むかえる前には終わることができた。

「ふう……」

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

　シィナもアリシアも顔やら服やらに汚れが張はり付いてしまった。

「シィナさん、凄すごい顔よ」

「アリシアだって、人のこと言えない」

　黒く汚れた顔を見て笑い合う。

　笑い合う二人を聖霊はキョトンとした顔で眺ながめ、それから笑った。

　二人で飾りつけた部屋にたたずむ聖霊はとてもきれいだと、シィナは思った。

　なんだかとても楽しかった。村祭りの前日のような、そんな不思議な高こう揚ようが、ずっと胸むねの内を暖あたたかく、そして忙せわしなくしてくれる。早く明日になれば良いのにという想おもいと、明日なんて来なくて、ずっとこの満足感を味わっていたいという気持ちが、シィナを落ち着かなくさせる。

（たしか、こんな感じだった）

　村の真ん中に立てたでっかい櫓やぐらの飾り付けを手伝った時、たしかこんな気持ちになったのを思い出した。

「そうだ」

　唐とう突とつにアリシアが手を叩たたいた。

「《御み使つかい様》のお名前、考えてみない？」

「名前？」

「そう！　いつまでも《御使い様》って呼よぶだけなのはなんだか寂さびしいわ。二人で名前を考えましょうよ」

「う、うん」

「あ～、どんなのがいいかしら？」

　興奮するアリシアを聖霊は不思議そうに眺めた。その時の聖霊は、天井から垂らしたシーツをねじらせ、そのねじりに一いつ緒しよに巻き込こまれてもがいていたりしたのだが。

　一人で興奮するアリシアを見ていると、シィナは不意に、落とし穴あなにでも落ちたような気分になった。

　この時は長く続かない。

　祭りは、どんなに準備に時間がかかっても一日で終わってしまう。一夜明けてしまえば、そこに残っているのは解かい体たいされるのを待つだけの、櫓の寂しげな姿すがただけだ。

　村の子こ供どもたちと一所懸けん命めいに取り付けた飾りが燃もやされていくあの瞬しゆん間かんの、心の冷めていく感じ。その時が楽しければ楽しいほど、それが失われた時の名な残ごり惜おしさ……それよりもさらに大きな、失われる感覚をシィナは感じていた。

　ねじりを戻もどそうと逆ぎやく回転して目を回す聖霊と、慌あわてて助け起こそうとするアリシアを見ていると、その思いはより強くなっていく。

　この時は確かく実じつに失われてしまうのだ。

「どうしたの？」

　はっとした時には、アリシアの瞳ひとみが目の前にあった。

「あ、なんでもない」

「そう？　もしかして、疲つかれた？」

「そうかも」

「そうよね。わたしもお腹なかが空すいたわ。そういえば、お昼も食べてないし」

　お腹を軽く撫なでて苦く笑しようし、アリシアは再ふたたびシィナの横に座すわる。

（言わなくて良いんだ）

　シィナは強く思う。

　どんな楽しい事も、終わりが来る事は決まっている事なんだ。だから、それをわざわざ言う必要なんて、ない。

　今はただ、その時間が少しでも長く続く事を……

「あらっ」

　アリシアがふと声を上げた。

「《御使い様》、翼つばさが汚れてるわ」

　見れば、羽根の幾いく枚まいかが真っ黒に染まっている。衣ころもにも腕うでにも、煤すすのような汚れがこびり付いていた。

「《御使い様》はやっぱりきれいじゃないと」

　そう言うと、ハンカチを取り出し、羽根を傷きずつけないようにポンポンと押し当てて汚れを取ろうとする。

　シィナの目が驚おどろきに見開かれた。

「おかしいわね」

　汚よごれは取れない。ハンカチに汚れが移うつることも、汚れが霞かすむようなこともない。黒は黒のまま、何物にも侵おかされない色を保たもってそこに在あり続けた。

「…………」

　シィナは何も言えない。

　アリシアは首を傾かしげて汚れを拭おうとし、聖せい霊れいはそんなアリシアと自分の翼を見つめて、やはり首を傾げている。

　シィナだけはそんな二人とは違ちがって、息をするのも忘わすれて、聖霊の体にこびり付いた汚れを見つめていた。

（はやすぎる）

　シィナの脳のう裏りに、言い知れない重苦しい雰ふん囲い気きがのしかかろうとしていた。
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　夕焼けが空を茜あかね色に染そめようとしている。

「もう、こんな時間になってしまったじゃない！」

　レアナは三人の先頭に立ち、鼻息荒あらく学院の敷しき地ち内を歩きながら、あちこちを見回してシィナを捜さがした。

「うわー、あたしらだけのせいみたいに言う？」

「そうですわ。レアナさんだって……」

　レアナが足を止める。二人は表ひよう情じようを引きつらせて振ふり返るレアナから目をそらした。肩かたの辺りからにょっきりと頭を出す乗馬鞭むちも見えなかった事にする。

「わたしが……なにかしら？」

「いいえ、なんでもないです（ありません）」

　声をそろえる二人に「ふん」と言い放ち、再ふたたび歩き始める。

　教きよう師しの話では、シィナたちはこちらの方角に去っていったということなのだが……

「レアナさん！」

　いきなり呼び止められ、レアナたちは声のした方向を見た。

　こちらに駆かけてくる男の姿がある。

「きゃあ！」

「むむ、お前はあの時の変へん態たい！」

　まず、セレンが悲鳴を上げ、ナギリが拳こぶしを固める。

　息を切らして走り寄よってきたのは、リオンだった。その手には極大の花束を抱かかえ、頰ほおは走ってきたためなのか紅こう潮ちようしている。

「どうして、あなたこんな所に……」

「レアナさんに会いに来ました」

「会いに来たって……」

　たとえ休養日だろうとここは男子禁きん制せいの女子学院。そうそう簡かん単たんに入れるものでもないのだが……

「あなたなら、できるわね」

「はい！」

　怪かい盗とうバロン・ザ・スカーレットは明るい声で頷うなずいた。

「なに？　レアナってば変態と仲良くなったわけ？」

「違うのよ、この人は……」

　仕方なく、レアナはリオンの事を説明した。もちろんバロン・ザ・スカーレットだとは言わない。母のペンダントを探さがして学院に潜もぐり込んだのだと、ただそれだけを話した。

「それで、今日は一体、なんの……」

「実は……」
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　言うなり、リオンはその場で片かた膝ひざをつくと、レアナに花束を突つき出した。

「レアナさんにこれを受け取っていただこうと」

　極大の花束が視し界かいを一いつ杯ぱいに埋うめ尽つくす。レアナは目を丸くし、セレンが悲鳴を上げた。

「レアナさん、あなたは僕ぼくの女め神がみです！　是ぜ非ひとも受け取ってください！」

「ななななな……なんですってぇぇぇぇぇ！」

　花束に呆ぼう然ぜんとするレアナに代わり、セレンが体をわなわなと震ふるわせ、絶ぜつ叫きようした。

「そんなこと、私が許ゆるしませんわ。不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうだなんて……」

「もちろん、僕だって不純なお付き合いなんて考えていません。正式に結けつ婚こんを前ぜん提ていとして、清いお付き合いをしたいと……」

「だから！　そんな事はこの私が許しません！」

　言うなり、セレンがレアナに抱だきつく。

「レアナさんは私のものなのです！」

　思考停止して、状じよう況きように付いていけないレアナはぼんやりとセレンとリオンの言い合いを眺ながめる。

（なに？）

　とにかく、わけがわからない。隣となりでナギリがにやついているのだけは、理り解かいできた。

「だいたい、どこの誰だれだか知らない馬の骨ほねなんかに、レアナさんをやれるものですか！」

　セレンの物言いは完全に、レアナの保ほ護ご者しやだ。

「馬の骨だなんて！　こんな形で家名を口にするのなんて不ぶ粋すいだとは思いますが、僕の名前はリオン・オースティン。馬の骨なんかでは決してない！」

「オースティン？」

　その名前には聞き覚えがある。

「もしかして、オースティン・エンジニアリングの？」

「はい」

「あ～なるほど」

　一人、レアナだけが納なつ得とくした。

　オースティン・エンジニアリング。またの名をオースティン技ぎ能のう商会。錬れん金きん術じゆつ師しを中心とした技師や学者たちによる、新技術の開発とその特とつ許きよの保護を目的とした営えい利り団だん体たいの名前だ。オースティンとはその団体の会長にして最大の出しゆつ資し者しやの家名であり、現げん会長は世界屈くつ指しの錬金術師でもある。

　ちなみに、符ふ動どう機関を開発したのも、オースティン・エンジニアリングである。

「なら、あんな事をする必要なんてないのでは？」

「いえ、あれはあくまで伯お父じの趣しゆ味みですので」

「伯父？」

「ええ」

　はたしてどちらが趣味なのだろう？　盗ぬすむ事か、それともあんな巨きよ大だいなゴーレムを作る事がか……

「何を仲良く話してるんですか！」

　とにかく会話しているだけでも気に入らないセレンが叫さけぶ。

「ね～どうでもいいけど、シィナ捜さがしてるんじゃなかったっけ？」

　すでに飽あきているらしいナギリが、おざなりに呟つぶやく。

「あっ、そうだったわ」

「誰かを捜してるんですか？」

「ええ、妹を」

「そういう事でしたら、僕に任まかせてください！　それで、妹さんの特とく徴ちようは？　ああ、レアナさんの妹なのなら、きっととても可か憐れんな少女なのでしょうね」

「あなたはさっさと帰りなさい！」

　そんな風に騒さわいでいる横で……

「あたしに、二回もおんなじ手が通じると思うなー！」

　いきなり、ナギリが叫んだ。

　状況もなにも、当人を除のぞけば誰一人理解できない状況で、ナギリが何もない空間に向かって回し蹴げりを放つ。

「ぐおっ！」

　叫び声が、何もない空中からいきなりした次の瞬しゆん間かん……その場所に黒衣の大男の姿が現あらわれた。ナギリの蹴りは腹はらに決まったらしく、少し体を曲げ、苦鳴を漏もらしている。シルクハットが地面に転がり、磨みがき上げられた頭が夕焼けを跳はね返している。

「きゃあ！」

「なに!?」

　いきなりの怪かい人じん物ぶつの登場にレアナとセレンが緊きん張ちようする中……

「あっ、伯父さん」

　リオンだけが吞のん気きに、黒衣の大男に声をかけた。

「リオン、お前……何をしている？」

「紹しよう介かいしますねレアナさん、この人が僕の伯父でラングス・オースティン。伯父さん、彼女はレアナさん、ついに見つけた、僕の運命の人だよ」

「う、む、そうか」

　リオンの言葉に大男は素す直なおに頷うなずくと、顔を覆おおう仮か面めんを外した。目の大きな、体たい格かくに似に合あった迫はく力りよくのある顔立ちをしている。

　シルクハットを抱かかえて紳しん士し的な礼をするラングスの、頭部の反はん射しや角度が変わって、夕焼けの光がレアナの目に飛び込こんだ。

「はじめましてお嬢じようさん、儂わしはリオンの伯父、ラングスだ」

「……レアナ・バーミリオンです」

　眩まぶしさに目を細めつつ、レアナは答える。

「吞気な挨あい拶さつしてるんじゃない！」

　ナギリは苛いら立だたしげに怒ど鳴なると、音が鳴りそうなほどに鋭するどくラングスに指を突きつけた。

「昨日はよくも厄やつ介かい事ごと全部、あたしに押おし付けたわね！　決着、つけさせてもらうわよ」

「ふん、小こ娘むすめ。儂はお前などに構かまっている暇ひまはない」

「なんですって！」

「儂には……」

　フルルルルルルル…………

　唐とう突とつな音が、空から舞まい降おりてくる。

　全員が空を見上げた時、そこにあったのは歪いびつな人の影だった。
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　フルルルルルルル…………

「え？」

　どれだけ拭ぬぐっても取れない汚よごれにアリシアが首をひねっていると、そんな音が聞こえた。

「《御み使つかい様》？」

　聖せい霊れいの口からその音は漏もれている。喉のどを震ふるわせ、かすかに開けた唇くちびるから高い音を放っていた。

　表ひよう情じようからは吞気な雰ふん囲い気きが消え、威い嚇かくをする獣けもののように瞳ひとみを鋭するどくして小屋の外を睨にらみつけている。

「シィナさん、《御使い様》が……」

「離はなれろ！」

　シィナはとっさにアリシアの袖そでを引いた。アリシアはバランスを崩くずし、小さく悲鳴を上げてシィナの上に倒たおれこんで来る。聖霊はそんな二人に見向きもせず、強く翼つばさをはためかせると外へと飛び出していった。

　ギィィィィィィィィィィィィィ！

　甲かん高だかい怪音が小屋を震えさせ、天てん井じようから垂たれ下がったシーツが乱みだれた大気に翻ほん弄ろうされてもみくちゃになった。

「な、なんなの？」

「わかんない。だけど……」

「だけど？」

　聖霊がどうなったかなんて、シィナにはわかっている。

　終わりの刻ときが来たのだ。

　祭りの終わりが。

「シィナさん、何か知ってるの？」

　体を揺ゆすってくるアリシアに何も言えない。友達であるアリシアに、何も言えない。

　沈ちん黙もくを保たもつシィナに我が慢まんの限げん界かいが来たのか、アリシアはシィナから離れ、小屋を出ようとする。

「アリシア！」

「とにかく、《御使い様》を追いかけないと……」

「だめだ！」

　シィナの言葉は届とどかない。アリシアは小屋を飛び出し、シィナ一人だけが残された。

「くっ！」

　アリシアを一人にはできない。シィナも駆かけ出した。
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「まっずい！」

　頭上を見上げたナギリが叫さけんだ。

「むう、遅かったか……」

　ラングスもうなる。

「なんですの？　あれ……」

「セレン、あなたはさがって！」

　レアナはとっさにセレンの肩かたを押し、符ふを取り出す。

　そこにいたのは全身に黒い斑はん点てんを散らした、翼のある人だった。森の奥おくから飛び出したそれは、そのままレアナたちの頭上を駆け抜ぬけていこうとする。

「だめよ！」

　レアナは符を投じる。同じように、ナギリとラングスもそれぞれの術じゆつを放った。

「汝なんじら、破は軍ぐんの飛ひ剣けん！」

　ばら撒まいた符が剣に変わり、駆け抜けようとするそれの進路を塞ふさぐ。周囲を駆け抜ける刃やいばに気を取られている所に、ナギリの護ご法ほう童子が翼に食いつき、さらにラングスの放った鎖くさりが足に絡からみつき、力任まかせに引きずり落とされた。

　全員のほぼ中央に落下したそれを見て、セレンが息を飲んだ。

「《御使い》様……なのですか？」

「もう違ちがうわ」

　セレンの呆ぼう然ぜんとした言葉に、レアナは頭を振ふる。

　意い志し力が足りないまま、なんらかの外的なショック──おそらくは大聖堂でのラングスとクリストフの戦い──が原げん因いんで、孵ふ化かせざるをえなかった卵たまご。不完全な意志力によって生まれた自じ我がは、卵の基き本ほん的特とく質しつである《混こん沌とん》の吸きゆう収しゆうを制せい御ぎよできぬまま、増ふえ続ける《混沌》に飲み込まれ、崩ほう壊かいし、凶暴化バーサークする。

　その時に生まれるモノを、

〝魔ま霊れい〟

　そう呼よぶ。

　もしもあのまま、街へ飛び出させていれば、破は壊かい衝しよう動どうの赴おもむくままに暴あばれ、惨さん事じが起こっていたかもしれない。

「こうなってしまったら、どうにもならないわ。自我を浄じよう化かして卵に戻もどすか、それとも滅ほろぼすか」

「大事な卵を壊こわしてもらっては困こまるのだがね」

　言ったのはラングスだ。怪かい盗とうは手から生やした鎖の数を増やし、魔霊を徹てつ底てい的にがんじがらめにすると、にやりと、雰囲気にとても似に合あった笑い方をした。

「これは儂わしの研究に使わせてもらう」

　その笑えみのまま、鎖を引き寄よせようとするが、硬かたい抵てい抗こうがラングスの太い腕うでを止めた。

　巨きよ犬けんが鎖を踏ふみつけている。

「卵を壊すのはもったいないけど、あんたにくれてやるのはもっと嫌いや」

「小娘……」

　巨大の後ろで腕組みするナギリと、ラングスが睨にらみ合う。

「主は忠ちゆう実じつなる子アウルに申された。汝、月に三み度たび否いなやと唱えるべし。されば闇やみは魔の子を堕おろす。太陽は炎ほのおの子を遣つかわし、汝の性さがを焼くであろう」

　アルリオスの聖節が聞こえてくる。

「払魔師エクソシストか！」

　ラングスが忌いま々いましげに睨んだ先から、神父がゆっくりと歩いてきた。

「昨日の続きをするってわけね。言っとくけど、今度逃にげたら問答無用であたしの勝ちに決定。文もん句くは言わせない」

「いや、ちょっとナギリ……」

　三者の間で膨ふくらむ緊きん張ちように、レアナははっきりいって戸と惑まどった。完全に蚊か帳やの外の扱あつかいだ。

「ねぇ、いつからあなたまで争そう奪だつ戦せんに加わってるの？」

　完全にやる気になっているナギリに訊たずねてみたが、答えてはくれない。目を爛らん々らんと輝かがやかせるナギリの横顔は、かなり怖こわい。

「我わが聖せい務むを阻はばむ者に懲ちよう罰ばつを。アウルの剣、《断ウ罪ル使ト》よ」

　払魔師、クリストフの言葉とともに彼の前に《断ウ罪ル使ト》が姿すがたを現あらわす。昨夜と同じく巨大なハンマーを抱かかえた有ゆう翼よくの戦士が、神父の前に立つ全員を睨みつけた。

「わたしまで!?」

　殺気を全身に浴び、レアナはその理り不ふ尽じんさに悲鳴した。

「レ、レアナさん」

「セレン、あなたは逃にげて。保ほ安あん隊たいを、バーホーデン少しよう尉いを呼んできて」

　そう言って、レアナはセレンを突つき飛ばした。保安隊のバーホーデン少尉に話が通れば、あの場には見当たらなかったが、必ずミランを連れてくる。この、どうにもわけのわからない現げん状じようを力ずくでどうにかできるのは、ドラグ・ヘッドぐらいのものだ。

（イェンを呼べばいいのだろうけど……）

　ナギリもセレンも、イェンがドラグ・ヘッドだという事を知らない。ドラグ・ヘッドは恐おそれられる存そん在ざいだ。レアナ自身はドラグ・ヘッドのマスターとして恐れられるのは痛いたくも痒かゆくもないと思ってはいるが、さすがにこの二人にそんな目で見られるのは辛つらい。

　そして、イェンがそんな風に見られるのも……

「はやく！」

　戸惑うセレンの背せを強い語気で押し、符を構かまえる。

「覚かく悟ごしな！」

　やる気満々のナギリが、二体の護法童子を顕けん現げんさせる。ラングスが両手から鋼はがねを召しよう喚かんし、《断ウ罪ル使ト》がハンマーを振り上げて飛ひ翔しようする。

　レアナにとって、どうにも納なつ得とくのいかないなし崩くずしの戦いが始まった。
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　ロイたちが昨夜の現場検けん証しようをしていた場所は、レアナたちから少しばかり離れていた。

「君は……一体なにをしていたんだ！」

「すいません」

　ロイの叱しつ責せきに、ミランはシュンとうなだれた。

　その口の周りに、なにやら甘あま辛からっぽいソースがこびり付いている。そして片かた手てにはそのソースと、もとは食べ物だった破は片へんのこびり付いた串くしが束になって握にぎられていたり。

「ちょっとそこに美お味いしそうな匂においのする屋や台たいがあって、食べてみたらもうびっくり！　だったんです……」

「ああ、もう！　君はドラグ・ヘッドだろう」

　どうにも親しん戚せきの子こ供どもの世話を押し付けられている気分になる。ロイはハンカチを取り出すと、ミランの口の周りにこびり付いたソースを拭ぬぐった。

「むにぃ」

「ドラグ・ヘッドなら、ドラグ・ヘッドらしくしたまえ」

　周りの保安官たちが揶や揄ゆするように口笛を吹ふいたりする。今はもう、保安隊所しよ属ぞくの術じゆつ理り遣づかいによる《混こん沌とん》流計けい測そくに移行していて、彼らも暇ひまを持て余あましているのだ。格かつ好こうの暇つぶしに、「少尉、見せ付けないでくださいよ」なんて声まで聞こえてくる。

　ロイは自分がしている事に気付いて頰ほおを赤くしたが、ここまで来たら止とめられない。半ばムキになってソースを拭ふき取る。

「ごめんなさいです」

「彼らまで、君をドラグ・ヘッドだとは思っていないぞ」

「はぁ。でもあの方たちは良い方たちだと思うですよ。お菓か子したくさん貰もらいましたし」

「そういう所に問題があると、おれは思うんだけど……」

　ため息とともに汚よごれを拭ったハンカチを、乱らん暴ぼうにポケットに戻そうとする。それをミランががっしと押さえた。

「洗あらって返します」

「いいよ、そんな事は」

「いいえ、いつもお世話になってますし、これぐらいはさせてください」

「いいって、これぐらい」

「させてください～」

　力でドラグ・ヘッドに勝てるわけがない。むりやりにハンカチを強ごう奪だつされ、ロイは少しカッとなった。

「いい加か減げんに……」

　怒ど鳴なりつけようとして……

　ウルウル。

　そんな目で、ミランがこちらを見ている。ハンカチを両手で握り締しめ、訴うつたえかけるように上目づかいにしてロイを見つめる。

「あ、う……」

　さすがにロイも言葉を飲む。

「わかったよ」

　ため息を吐つくように、何もかもを放ほうり投げるようにロイが言うと、ミランはぱっと明るい顔をした。

「ありがとうございます！　大事にしますね」

「おい！」

「あっ、違ちがった。ちゃんときれいにしますね」

　てへへ、と舌したを出すミランにロイが内心でぐらりと来てみたり……

　保安官たちが「やれやれ、お熱いこって」なんて朗ほがらかに笑っていたり……

　そんな、どこかほのぼのとした空気が流れていた所に。

　ドォォォォン。

　と、爆ばく発はつ音おんが聞こえてきた。

「なんだ！」

　そしてそこに、息もたえだえになったセレンが駆かけ込こんでき……

　事じ態たいは確かく実じつに動き始めていくのである。
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「汝なんじ、紅くれないの打ちよう擲ちやく！」

　レアナの放った符ふ術じゆつは紅の爆発を起こし、鎖くさりにがんじがらめにされた魔ま霊れいを宙そら高く舞まい上げる。

　ギィィィィィィィ！

　そんな悲鳴を上げて、魔霊が身み悶もだえする。引きちぎれた鎖が尾おのようにばたつき、魔霊は放物線を描えがいて森の方に落下する。そこにナギリの護ご法ほう童子、八やつ彦ひこが短刀を投じる。短刀は鎖の尾に食らいつき、一本の木に縫ぬい付けた。

「賞品はちゃんとしとかないとね♪」

「わたしにそんなつもりはない！」

　レアナの主しゆ張ちようを聞いてくれる者など誰一人なく……飛ひ翔しようした《断ウ罪ル使ト》が問答無用にハンマーを振ふり下ろしてきた。

　反はん射しや的に後ろに飛び退のいたレアナの眼がん前ぜんを、巨きよ大だいな鉄の塊かたまりが過すぎていく。顔面を殴なぐるように過ぎていった狂きよう暴ぼうな風に冷や汗あせを感じ……

「レアナさんに何をするか！」

　いきなり横合いから飛び出してきたリオンが、《断ウ罪ル使ト》の頭を鷲わしづかみにした。

　ブンッ！

　耳に痛いたい空気の振しん動どうとともに、《断ウ罪ル使ト》の体が一いつ瞬しゆん小こ刻きざみに震ふるえ、吹き飛ぶ。

　リオンの腕うで……錬れん金きん術じゆつによって造つくられた義ぎ手しゆ、勝利者の腕の力だ。

「レアナさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、ありがとう」

　てっきり敵てきに回るだろうと思っていたリオンに助けられ、レアナが虚を突かれていると、ラングスの怒ど声せいが響ひびいた。

「こらっ、リオン！　お前は誰だれの味方だ！」

「ごめんよ、伯お父じさん。でも、僕ぼくは運命に従したがう！　運命が僕と伯父さんを敵対させるというのなら、僕はその運命をあまんじて享きよう受じゆするよ」

「阿あ呆ほか！」

「あんたもね！　戦いの途と中ちゆうによそ見してんじゃないわよ！」

　ナギリの言葉とともに切きり彦ひこがラングスに迫せまる。ラングスは両手から剣けん、槍やり、斧おのと様々な武ぶ器きを生えさせ、それを受け止める。が、切彦の一いち撃げきはそれらの武器をことごとく切り裂さいた。

「ぬう……だが！」

　すんでのところで避よけたラングスは、切り裂かれた武器を捨すてて後こう退たいする。

　それを追う切彦。

　その二者の間から突とつ然ぜん、石いし畳だたみを割わり砕くだいて巨大な、それこそ巨人が使うための剣がせり上がってきた。

　あやうく、自ら飛び込んでいた切彦は、大刀を巨剣に当てて止まる。

「儂わしとて錬金術師しとして背せ負おう名がある！　アソビベの神み子ことはいえ、むざむざ小こ娘むすめに負けるわけにはいかんのだ！」

「言ってくれるじゃない！」

　巨剣が、まるで幻まぼろしだったかのように消え去る。切彦が構かまえ直し、その後ろで八彦が短刀を投げる体たい勢せいを作る。ラングスも、静かに錬金術を発動させるタイミングをはかっていた。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きを作るナギリとラングス。

　その横で……

「不毛だわ」

　たいしたダメージなどなかったかのように起き上がる《断ウ罪ル使ト》を見て、レアナはため息を吐ついた。

「運命とは概がいして不毛なものです。その中でほんのかすかに灯ともる光こそが栄光と呼よばれる。さあレアナさん、僕とともにあの障しよう害がいを取り除のぞき、栄光を摑つかみ取りましょう！」

　リオンはリオンで、奇き妙みようなテンションになっているし……

「ついていけないわ。いえ、ついていきたくないのかしら？」

　そう言いつつも、符を構える自分が恨うらめしい。

　相手はアルリオス教の払魔師エクソシストが使し役えきする──もっとも払魔師本人はそんな言葉を認みとめないだろうが──聖せい霊れい、《断ウ罪ル使ト》。

　魔を払はらう者……教きよう団だんの正せい義ぎの代行者。

「まるで、わたしが悪人みたいじゃないの」

　ため息の一つも吐きたくなる。レアナは飛びかかってくる《断ウ罪ル使ト》に符を放った。符は深しん紅くの火球となって《断ウ罪ル使ト》を飲み込む。轟ごう音おん、大気を舐なめるように広がる炎ほのおを切り裂いて、白い翼つばさが姿すがたを現あらわした。

　爆発に勢いきおいを削そがれた様子もなく、《断ウ罪ル使ト》はハンマーを振り下ろす。

「させない！」

　瞬時にレアナの前に立ったリオンがそのハンマーを受け止めた。

「レアナさん、いまです！」

「え、ええ」

　その言葉に頷うなずき、レアナは数歩退さがると大量の符を地面にばら撒まいた。リオンと《断ウ罪ル使ト》は単たん純じゆんな力比べを演えんじ、拮きつ抗こうしている。

　いや……

「くっ……」

「…………」

　額ひたいに汗あせを滲にじませるリオンに対して、無む表ひよう情じようを貫つらぬく《断ウ罪ル使ト》。そう時間もかからずにその均きん衡こうは崩くずれるだろう。

「イン、ス、シィ、オル……」

　レアナは長い咒しゆ音おんを紡つむぐ。世界の事象を四十八に分ぶん割かつした咒文字。それを組み合わせる事により、世界のあらゆる現げん象しようを、そして存そん在ざいしない現象を無む限げんに生み出すことが可か能のうとされるのが符術だ。

「……我われ、四十八の咒より汝なんじを生み出す」

　言葉に合わせて、リオンがハンマーから飛び離はなれる。勢い、ハンマーが地面を叩たたき、《断ウ罪ル使ト》は不意の出来事で前にのめり、体勢を崩した。

「汝、焦しよう熱ねつの牢ろう獄ごく！」

　レアナの言葉が吐はき出された瞬間、地面にばら撒かれていた符が一いつ斉せいに《断ウ罪ル使ト》に飛びかかる。《断ウ罪ル使ト》の体を覆おおうようにして貼はり付いた符は白い光を放つと、周囲に半はん透とう明めいの球きゆう状じようの膜まくを張はる。

　膜が《断ウ罪ル使ト》の姿を完全に覆うなり……

　符が次々と爆ばく発はつを起こした。炎が球体の中を深しん紅くに染そめる。熱も衝しよう撃げきも真球の結界である膜から出る事はない。結界の中の圧あつ力りよくは爆発によって凝ぎよう縮しゆくされ、その全すべてが《断ウ罪ル使ト》に叩きつけられる。

　高温の竈かまどの中に放り込まれたのと同じ状態だ。《断ウ罪ル使ト》の姿は深紅の炎に飲み込まれた。

「やりましたね、レアナさん」

　明るい声を上げるリオンに軽い笑えみを返しながらも、レアナは決して炎から目を離す事はなかった。




　　　　†




　戦いが起こっている事はすでにわかっていた。なぜならばレアナが戦っているからだ。共感作用は主あるじの命が危き険けんに陥おちいっている事を今のシィナに、心しん臓ぞうの鼓こ動どうのように激はげしく知らせている。きっと、イェンも大急ぎでこちらに向かっている事だろう。

「アリシア……」

　そうだとわかっているのに、シィナは呆ぼう然ぜんと木に寄よりかかるようにして戦いを見つめるアリシアの背に呼びかけた。

「あれが……《御み使つかい様》？」

　アリシアが聞いているのは、レアナに襲おそいかかっているハンマーを持った奴やつのことではない。もちろん。

　鎖くさりでがんじがらめにされ、木に縫ぬい付けられた真っ黒な、人が炭化したような状態になったものを言っている。

「う……」

　頷くべきなのかどうか、シィナは迷まよった。

「なにが、一体……どうなってるの？」

　呆然とするアリシアの前で、レアナたちが戦っている。決して広いとは言えない石いし畳だたみの道の上で、符術、錬れん金きん術じゆつ、巫ふ道どうの三つの術がぶつかり合い、《断ウ罪ル使ト》が断だん罪ざいの鎚つちを振ふるっている。

　聖せい霊れいがどうなっているのか……シィナには説明する事ができる。初めてその姿を見たときから、思念の収しゆう束そくが足りない、不完全な孵ふ化かだという事はわかっていた。それがどういう結果を招まねくのかもわかっていた。

　それでも、シィナは聖霊を見み捨すてようとは思わなかった。

（あたしが、しっかりしてないから）

　あの時に、アリシアに聖霊が見つかった時に、ちゃんとアリシアを追い払えばよかったのだ。

　それなのに、アリシアの好意を戸と惑まどいながらも受け入れてしまった。そしてその好意に甘あまえてしまった。

　彼女が、聖霊がどうなるのか、知らない事はわかっていたというのに。

　どうして、後こう悔かいは先にやってこないのだろう？　こうなる事がわかっていたというのに、それでも流れるようにできてしまったアリシアとの交流に身を任まかせてしまった自分に、腹はらが立つ。

「ごめん」

　シィナの言葉の意味を、アリシアは理り解かいしていないようだった。だが、それでもシィナは謝あやまらなくてはいけないと思っていた。謝る理由を言いたくても言えない。それを言って、ではどうして自分がそんな事を知っているのか、説明する事ができないから。

　適てき当とうな噓うそが思いつけない。

　レスフォール時代に生まれたマスターユニットだから、わかるんだ。それがどういう物なのか、どういう役やく割わりを持って作り出されたのか、それを知っている。

（そんな事、言えるわけがない）

　村人たちが、シィナが人間でないとわかった時、どういう目をしたか……

　それを知っているから、言えない。

　アリシアの瞳ひとみがシィナの言葉を理解できず、わずかに宙ちゆうをさ迷った。自然と二人の視し線せんは、道の上で繰くり広げられる戦いに向けられる。




「汝、焦熱の牢獄！」

　レアナの符術が、《断ウ罪ル使ト》を炎ほのおの球体の中に飲み込んだ。

　ナギリと錬金術師はにらみ合い、お互たがいに身動きが取れなくなっている。

《断ウ罪ル使ト》は、レアナの符術で炎の中。

「《御使い様》……たすけないと」

　アリシアは呆然としたまま呟つぶやくや、いきなり走り出した。

「アリシア！」

　シィナも追いかける。聖霊をたすける役目があるというのなら、それはアリシアではなく、シィナの役目だ。……そう叫さけぶ暇ひまもなく、シィナはアリシアの後に続く。

　レアナの背せを駆かけ抜ぬけていく。

「シィナ？」

　レアナの驚おどろいた声にも足を止めず、アリシアとシィナは聖霊が縫い付けられた木まで一気にかけた。

「《御使い様》！」

　アリシアが木と鎖を貫つらぬく短刀に手を伸のばす。シィナも別の短刀に手を伸ばした。

　一本一本引き抜いていく。短刀は鍔つば元もと深くまで木に突つき刺ささり、二人はそれを必死に抜きにかかった。

「やめなさい二人とも、危険よ！」

　レアナの声も聞こえないかのように、二人はさらに短刀を抜いていき、真っ黒になった《御使い》が途と中ちゆうで地面に落ちた。

「愚おろか者めが、神しん罰ばつを受けよ！」

　それは、払魔師エクソシストの叫び声だった。

　レアナとは違ちがう殺意のこもった語気に、二人は振り返る。そこには炎の球体を裂さき、火か炎えんを口から吐はきながら膨ぼう張ちよう……巨きよ大だい化かする《断ウ罪ル使ト》の姿すがたがあった。

　レアナが決して油ゆ断だんしなかった理由がここにある。卵たまごの内部で凝ぎよう縮しゆくされる《混こん沌とん》の量は、術理学協会で神すら創そう造ぞうできると言わしめたほど、並なみ大たい抵ていの量ではない。そんな、膨大な量の《混沌》に支ささええられた《御使い》という存在そんざいが、レアナの術が一度や二度決まったからといって、そう簡かん単たんに滅ほろびるわけがないのだ。

「堕だした魔ま霊れいとともに、浄じよう化かされよ！」

　払魔師、クリストフの叫びとともに、天高くからハンマーが振り下ろされる。巨大化した事で長大な直径を持つにいたったハンマーの面は、シィナたちの周囲を覆おおいつくし、逃にげられるものではなかった。

「きゃあああ！」

　アリシアの悲鳴が轟とどろく。

　シィナは目を閉とじなかった。

　頭上のハンマーを、その向こうにいる《断ウ罪ル使ト》を睨にらみつける。レアナとシィナとの間にある共感作用がシィナの防ぼう衛えい本ほん能のうを主あるじに伝え、レアナはとっさに許きよ可かを出す。

　胸むねに刻きざまれた《マキナ》が熱をもつのがわかった。自分の体が光を発するのを、《マキナ》の中心に埋うめ込まれた裏り面めん空間制せい御ぎよ体、シェルが、扉とびらを開こうとしているのがわかる。

　その奥おくから、破は壊かいの巨人が抜け出そうとするのをシィナは止めなかった。

　轟ごう音おん……というよりは巨大な鐘かねを鳴らしたかのような、低く強い音が周囲の空気を波打たせた。全身を叩たたく空気の波動に耐たえ、目の前に現あらわれたものを見つめる。

「なに？」

「あ、あれは……」

「むう……」

　複ふく数すうの驚おどろきの声の中、シィナの目の前にあったのは巨大な腕うでだった。

　空中に突とつ如じよとして現れた片かた腕うで。それが巨大なハンマーを受け止めている。

　シィナの前には平面の円が浮うかんでいた。空中に突如として現れた穴あなは、シィナの側からは巨大な黒でしかなかったが、その反対側に腕の根元が生えている。

　穴の奥から、深い洞どう窟くつを風が抜けていくような、地の底から届とどくような音が聞こえてくる。

「〝ヴェイオウルフ〟」

　シィナがその腕の名を呼よぶ。《断ウ罪ル使ト》を鋭するどく睨みつけ、一言、呟いた。

「滅ほろぼせ」

　穴からの音が変わった。低きから高きへ、高い、獰どう猛もうな獣けものの吠ほえ声に変わる。シェルの作り出した空間の穴が広がる。もう片方の手が円の縁ふちにひっかかり、むりやりに押おし広げる。巨きよ軀くを引っ張ぱり上げる。

　現れ出いでたのは獰猛な、獣じみた顔だった。薄うす青あおい金きん属ぞくに覆われた顔はゴーレムに似にていないでもない。だが、その眼がん窩かに埋うめ込まれた機械仕じ掛かけの瞳は、ガラス質しつの網もう膜まくを血走るかのように赤く光らせ、シィナの見定めた敵てきに凶きよう暴ぼうな視線を送る。

　レスフォール時代が生んだ殲せん滅めつ兵器。

　マシン・ドライブ。

　その全身がシィナの前で直立する。

　ハンマーを押し退のけたマシン・ドライブ、〝ヴェイオウルフ〟はその拳こぶしを《断ウ罪ル使ト》の腹はらに叩き込む。強きよう靭じんな筋きん肉にくに覆われた腹ふく部ぶは、〝ヴェイオウルフ〟の一いち撃げきであっさりと引き裂け、拳が背中へと突き抜けた。

　そして、それだけでは終わらない。

　さらに、拳を抜かないまま、《断ウ罪ル使ト》を頭上高く放ほうり投げる。傷きず口ぐちから血ではなく、薄うす紫むらさき色いろの光の粒つぶ……高こう濃のう度どの《混沌》をばら撒まいて跳とぶ《御み使つかい》は、翼つばさで体たい勢せいを整える余よ裕ゆうもなく、それどころか急きゆう激げきな風ふう圧あつに翼を折られ、まるで人形のように宙ちゆうを踊おどった。

　その《断ウ罪ル使ト》に向かって、〝ヴェイオウルフ〟が顎あごを開く。口内に灯ともった光を咆ほう哮こうとともに解とき放った。

　天を突く光の柱は途中で膨ふくれ上がり、《断ウ罪ル使ト》の巨体を飲み込む。

　光が消え去った時、《断ウ罪ル使ト》の姿はどこにもなかった。




　シィナの中で、少しずつ興こう奮ふんが冷めていく。

「おお……」

　空気が固まったかのような静せい寂じやくの中、クリストフの嗚お咽えつだけが響ひびく。

〝ヴェイオウルフ〟の足の向こうで、誰もが驚きの視し線せんを向けていた。

　ナギリが、ラングスが、リオンが……駆けつけてきたロイとミラン、保ほ安あん隊たいの面々。レアナまでもが表ひよう情じようを強こわ張ばらせている。

　ただ、レアナだけはシィナではなく、その背はい後ごを見ていた。

「シィ……ナ」
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　背後からの声に、シィナは心しん臓ぞうを摑つかまれたような気分になった。

　振ふり返れば顔色を青くし、震える瞳でシィナを見るアリシアがいる。

　その表情をシィナは知っていた。

「戻もどしなさい！」

　レアナの言葉にシィナは電撃で打たれたように体を震わせ、《マキナ》を反はん射しや的に動かす。

　背後で、〝ヴェイオウルフ〟の巨体が吸すい込まれるようにして消えていくのを感じながら、シィナはアリシアを見つめ続けた。

　アリシアはその場にへたり込み、体を、唇くちびるを震わせている。

　近づけない。アリシアへ一歩踏ふみ出す事もできない。

　もしそれをして、アリシアがシィナを拒こばんだら……恐きよう怖ふに慄おののいた声をあげ、逃げ出そうとしたら。

　それが、恐おそろしい。

　アリシアをたすけるためにしたことだ。

（あの時も、村人たちをたすけるためにそうした）

　シィナの胸きよう中ちゆうに浮かんだのは、態たい度どが変わった村人たちの視線。

　そして、焼かれていく櫓やぐらの飾かざり。

　祭りが終わった。

　その後に訪おとずれるのは、変わる事のない現げん実じつ。

　人々を恐れさせるレスフォールの遺い産さん、マスターユニット、それがシィナだという現実。




　その面メン子ツの中で、最初にショックから立ち直ったのはラングスだった。

「鎖くさりよ！」

　ラングスが高く吠える。手から生えた鎖は蛇へびのように宙を波打ち、魔ま霊れいと化した《御使い》と、そしてアリシアを絡からめとった。

「なにを！」

「伯お父じさん！」

「悪いが人ひと質じちにさせてもらう！」

　野太い声が鋭するどく大気を裂さき、宙へと舞まい上がったラングスは鎖を引き寄よせ、アリシアと魔霊を手元へ運ぶ。

「ミラン！」

「だめです。あんなに近づかれたら人質ごと」

「人質は無事に解かい放ほうする。儂わしの実験が終わればな！」

　その声とともに、三つの姿すがたが空気に溶とけるようにして消えた。







　四日目／決意と決着







　誰だれもが眠ねむれない夜を過すごした。




「この……馬ば鹿か者ものがっ!!」

　深夜に入って、アルドスがようやく屋や敷しきに帰ってきた。帰ってきてすぐにレアナは祖そ父ふの書しよ斎さいに呼よび出され、そして広い部屋を揺ゆるがすほどの大音おん声じようがレアナに遠えん慮りよなく叩たたきつけられた。

「街中であの娘むすめの力を使うなど……正気か？　おまえは!?」

「シィナはあなたの孫まごです。おじいさま」

「黙だまれ！」

　祖父の怒ど気きに屈くつしない孫に、アルドスは苛いら立だたしげに机つくえを叩く。

「おまえは自分の立場がわかっているのか？」

「バーミリオン家の格かく式しきとやらですか？　ここは民主主しゆ義ぎの国ではなかったでしょうか？」

「そんな話をしているのではない！」

　再ふたたび机が叩かれ、積み上げられていた書類の一部が床ゆかに雪崩なだれ落ちた。側そばに控ひかえていた執しつ事じ長のセバスはそれを拾うかどうかで、一いつ瞬しゆん皺しわ深ぶかい表情を動かしたが、結局は主人たちの間に割り込こむ事を遠えん慮りよした。

「おまえ自身の立場だ。レアナ」

　その言葉は、努つとめて無表情を装よそおっていたレアナの顔を歪ゆがませる。

「わかっているのか？　お前はすでに一国に匹ひつ敵てきする戦力を個こ人じんで有しているのだ。ドラグ・ヘッド、そしてあの巨きよ人じん。忌いむべきレスフォールの遺産を受け継ついだお前を、世界中の誰もが狙ねらっているというこの状じよう況きようを、お前はわかっているのか？」

　先月の事じ件けん、レンドラントとリィエンシーの間で起きたレスフォールの遺産を巡めぐる争そう奪だつ戦は、形の上ではレンドラントの勝利で終わった。

　だが、実じつ際さいに対象となったレスフォールの遺産……マシン・ドライブとマスターユニットの主あるじとなったのは、レアナである。

　彼女は大だい統とう領りようの孫でこそあるが、民主主義という国の中では単なる一いつ般ぱん市民でしかない。

　そしてこの事件は公表されないまま内ない密みつに処しよ理りされたが、事の真相が完全に隠かくせたわけではない。

　多くの国がこの事実を知っているだろう。

　そして、レアナをどうにかして自国に取り込もうとする者たちもいるはずだ。

「お前が力を使えば使うほど、お前の存そん在ざいを知るものは多くなる。お前の立場はそれだけ危あやういものとなる。中には暗殺を企くわだてるものもいるだろう」

「承しよう知ちしていますし、自じ重ちようしているつもりです。……でも、脅おびえて暮くらすつもりはありません」

「レアナ！」

「そして利用されるつもりもありません！」

「……！」

　強く吐はき出した言葉に、アルドスは苦にがいものを含ふくんだ顔をした。

「軍部の方、もうおじいさまの抑おさえも通じなくなってきたのでしょう？」

「……そうだ」

　苦々しく、アルドスは頷うなずいた。レンドラント議院内では現在、若わか手て議員が新たな勢せい力りよくを作ろうとしている。……そういう噂うわさをレアナは聞いている。そしてその勢力が軍部に独どく自じのコネを作ろうとしている事も知っている。

「わかっていたか？」

「この一ひと月つき、わたしの所に来るスカウトの方たちが、ずいぶんと若い方ばかりになりましたから」

　以前は元げん帥すいや大たい将しようなど、あるいは議員にしても議員歴れきの長い、老練な人物が多かった。そういう大物がレアナの前に現あらわれるのは、それだけ、ドラグ・ヘッドのマスターには希少価か値ちがあるという事なのだが、レアナがシィナの主になってから、訪おとずれたのは軍人で大たい佐さ、議員でも四十代が最高という有り様だ。

　希少価値が上がったにもかかわらず、スカウトに来る者の位が下がっている。そこに作さく為いを感じないレアナではない。

「奴やつらは過か激げき派はだ。長く続くエルブリアとの関係を一戦で片かた付づけてしまおうと思っている」

「財ざい閥ばつ保ほ有ゆうの戦力にされたくない。そういう考えもあるのでは？」

「あるにはあるだろうが……どうだかな。エルブリアも皇こう帝ていが代だい替がわりするという話がある。皇こう太たい子しはまだ若い。性せい急きゆうさを求める世代がぶつかり合えば、どういうことになるか」

「次の選挙を勝つ自信が？」

「ないな。この国もまた若いのだ。活力が漲みなぎっている今、大統領の席を老人の安楽椅い子すにされたくないと思っている輩やからは多い」

　そしてその思いに火をつけて回っているのが、若手議員たちということか。

「わかるかレアナ、今、お前が目立つ行動を取れば、それを奴らはお前を取り込むための説得材料にする。脅きよう迫はくすらしてくるだろう。……今は、自重しろ」

　レアナは沈ちん黙もくした。返すべき言葉が見つからないのだ。

　だが、それは祖父の言葉に完全に従したがう、という事でもない。

「気をつけます」

　そう答えたレアナをアルドスはしばらく見つめ、そして頭かぶりを振ふった。

「もういい」

　そう言って、出て行くように手を振る。セバスが祖父の机から落ちた資し料りようを拾い始めた。それを見てから、レアナは祖父に背せを向ける。

「気の強い所ばかり、ルシアに似による」

「娘ですから」

　ため息とともに零こぼれた言葉にそう答え、レアナは扉とびらを閉しめた。




「お嬢じよう様さま……」

　扉を閉めて振り返ると、メィシーが待っていた。いつも無む邪じや気きに明るさを振り撒まく彼女も、その表ひよう情じようは暗い。

「シィナは？」

「まだ、部屋にこもられたままで……」

「そう」

　アリシアをラングスに攫さらわれてから、シィナは落ち込み、家に帰ってからはずっと部屋に閉とじこもっている。

　アリシアと何があったのか……それは無理して問うまでもない。マシン・ドライブを喚よんだあの瞬しゆん間かんこそが、その理由だ。

　だがおそらくは、それだけではないはずなのだ。

「気に入らないわね」

「え？」

　ポツリと呟つぶやくと、レアナは真まっ直すぐにシィナの部屋に向かった。

　深夜という事で、すでにあらかたの照明は消され、廊ろう下かは薄うす暗ぐらかった。

　その中に、ぽつりとリンの姿がある。彼女は黙もく然ねんと立ち、開かれる事のない扉を見つめ続けていた。

　レアナの姿を認みとめて、リンがかすかに頭を下げる。それに目だけで応こたえ、レアナは扉の前に立つとノックした。

「シィナ、出ていらっしゃい」

　乾かわいた音が廊下と部屋の奥おくに響ひびくのが聞こえてくる。だが、中からは何の返事もない。

「シィナ……」

　何度も呼よびかけ、その度たびにノックする。乾いた音は何度も廊下に満ちては消えていく。

　応えは、いつまでたっても返ってくる気配はなかった。

「レアナ様、どうしたら……」

　メィシーがおろおろと訊たずねてくる。リンもいつもの無表情ではあったが、気き遣づかわしげに眉まゆが歪ゆがんでいた。

「明日一番で職しよく人にんを呼んで」

　それがレアナの答えだった。

「え？」

　メィシーが戸と惑まどう間に、レアナが符ふを扉に貼はり付ける。

　次の瞬間、金具の引き裂さける音がし、ドアが倒たおれた。

「お、お嬢様」

　けたたましい音に目を丸くする二人を無む視しし、部屋へと足を踏ふみ入れ、見回す。

「誰も入れないで」

　二人に言いつけると、レアナは部屋の奥、ベッドまでまっすぐに歩いていった。

　ベッドの真ん中でシーツが丸く膨ふくらんでいる。その膨らみに向かって、レアナは言い放った。

「そんな所に閉じこもっていても、なにも解かい決けつはしないわよ」

　膨らみがわずかに震ふるえた。

「あなたが抱かかえている問題はまだ終わっていないし、終わらせる事ができるのはあなただけで、終わらせるために必要なものは、そんな所にはない」

　膨らみはまた動かなくなった。まるで嵐あらしが過すぎ去るのを待つ動物のようなその姿に、レアナはかっときた。

「アリシアはまだ解放されていないわ。そんな状じよう況きようで、あなたはこんな場所で、ただ震えるしかできない子だというの！」

「うるさい！」

　シーツの中でシィナの悲ひ鳴めいが聞こえた。実じつ際さい、その声は悲鳴のようだった。泣きに泣いて痙けい攣れんした喉のどがそんな音を出す。

「あんたに何がわかるんだ！　なんでもできて、なんでもしたいようにして、なんでも選んできたあんたに、あたしの何がわかるって言うんだ！」

「わたしを選んだのはあなたでしょう！」

　シーツを引っつかみ、引き剝はがす。

　そこにあったのは、まさしくシィナの泣き顔だった。泣き尽つくし、目元を赤く腫はらし、頰ほおを涙なみだで濡ぬらした少女の顔が露あらわになる。

　だが、レアナは怯ひるまない。それどころか浴びせかけるようにしかりつけた。

「アリシアを友達と言ったのはあなたでしょう！　その言葉を忘わすれて、友達が危き険けんな目にあっているというのに、あなたは何をしているの!?」

「でも、アリシアにばれちゃった。あたしが、あんな力を持っているって……アリシア……あたしを見たんだ、怖こわがってた。……もうだめなんだ」

「だから？　だからあなたは見み捨すてるの？　もう友達にはなってくれないから、あなたはあの子を見捨てるというの？」

「そんなんじゃ……」

「他ほかにどういう意味があるというの？」

　語気を強くし、自分でも言い過ぎかと思うほどに、レアナはシィナに迫せまった。

「どうして、あなたはアリシアを友達だなんて言ったりしたの？」

　シィナは脅おびえた瞳ひとみでレアナを見つめた。脅えたまま、シィナは何も言おうとはしない。唇くちびるは震え、再ふたたび瞳に涙を溜ため始める。

　シィナの気持ちが、レアナにわからないわけではない。

「わたしだって、友達を失うのは怖いわ」

　語気を弱め、レアナはそっと囁ささやく。

「ナギリやセレンに、イェンがドラグ・ヘッドだなんて言ってない。あの子たちなら受け入れてくれる。そう信じているけど、信じているからってそれが本当になるとは限かぎらないもの」

　現げん実じつは冷れい酷こくだ。誰もが信じている通りに生きられるわけではないし、誰もが思い通りに生きられるわけではない。想おもいと想いは時としてぶつかり合い、せめぎ合う。

「それでも、わたしは信じている。裏うら切ぎられるその瞬間まで、もしかしたら裏切られた後も、わたしは信じるかもしれない。シィナ……あなたはまだ、アリシアに嫌きらわれたと決まったわけではないのよ」

　その言葉に、シィナは目を見開いた。信じられないものを見るようにレアナを見る。

「どうして……」

　震える唇が恐こわ々ごわと開く。

「どうして、あたしに学校なんか行かせたんだ？　あたしはあんたの僕しもべで、あたしはただの……」

　震えるシィナの肩かたを摑つかみ、レアナは首を振ふる。

「それは違ちがうわ」

　シィナの瞳を見る。涙に濡れた瞳に浮うかぶ哀かなしみを見る。それはレスフォールの時代に生まれた生体兵器の目ではなく、ただの、小さな女の子の目だ。

「言ったはずよ。わたしは、戦争なんてしたくない。あなたの力には少しも興きよう味みがないわ。わたしはあなたに主しゆ従じゆうの関係なんて求めてなんかいない。わたしは、あなたを妹として、迎むかえ入れたのよ」

　言葉を失うシィナに、レアナは自分の決意をはっきりと伝えた。

「だからわたしは、アリシアをたすけに行く」

「え？」

「妹の友達よ。たすけるのは当然でしょう？」

　そう言うと、レアナはあっさりとシィナに背せを向けて部屋を出ていった。

（言ってくれなかった……）

　一いつ緒しよに行こうと……いや、来いと。どれだけ言葉を飾かざろうと、レアナとシィナの間にあるのは《マキナ》の契けい約やくによって結ばれた主従なのだ。

　いや、だからこそだ。

　レアナはシィナを妹と呼ぶ。絶ぜつ対たいに従したがわなければならない命令を、姉が妹に言うわけがない。

　だからレアナは何も言わなかったのだ。

　来るのなら自分の意思で来なさい……レアナはそう言っているのだ。

「うう……」

　引き剝がされたシーツはベッドの外に転がり落ちている。それを拾いたくても、今のシィナはベッドという世界の外に出ることすら、怖こわくなっていた。

　シィナだって、アリシアをたすけたくないわけではない。いや、たすけたいのだ。

「うう……」

　だが、それと同じくらい、アリシアにまたあの目で見られることを怖こわがっている。心が竦すくむ。

「お嬢じよう様さま」

　膝ひざの間に顔を埋うずめて唸うなっていると、リンの声が薄うす闇やみの中を伝ってきた。静かな足音で近づいてきたメイドは変化のあまり見られない表情で、シィナの顔を覗のぞき込こむ。

「ご気分が優すぐれないのですか？」

「だい、じょうぶ」

　スカートの裾すそで乱らん暴ぼうに顔を拭ふき、シィナは顔を背そむけた。

　リンはしばらくシィナの様子をうかがうと、床ゆかに投げ出されたシーツを拾い上げ、ベッドの上に戻もどす。

「お休みになられるのなら、お着き替がえください」

　いつもの淡たん々たんとした口調のまま、リンはベッドメイクを始め出す。その邪じや魔まにならないように体をずらしていたら……

　いつのまにか、シィナはベッドの外に立っていた。

　ベッドから降おりている自分に、シィナは啞あ然ぜんとした。レアナの前で意地になってベッドにしがみついていた自分が、まるで噓うそのようだ。リンは黙々とベッドメイクを続け、こちらには背を向けている。

「リン……」

「なんでしょう？」

　まるで何事も起こっていないような、普ふ段だん通りの声こわ音ねだった。いつもなら怖いぐらいに淡々としていると感じるリンのその声が、今はとてもありがたかった。まるで変わる事のない日にち常じようのリズムが、少しずつ、シィナに平静を与あたえてくれているのだ。

「聖せい霊れいを拾ったんだ」

　ポツリと、言った。ベッドメイクを終えたリンは振ふり返ると、シィナの言葉に耳を傾かたむける。

「真っ白な翼つばさの、とぼけた聖霊。学校の小屋に入れてたら、アリシアに見つかって……なんでかわかんないけど、アリシアと小屋をきれいにして色々飾かざったんだ。楽しかった。すごい楽しかった。でも、聖霊は羽根が黒くなって、あたしには聖霊がもうだめなことがわかるんだけど、アリシアにはわかんなくて……」

　リンは黙だまってシィナの話を聞いている。驚おどろいた様子も、いぶかしむ様子もない。

　ただ、受け入れてくれている。

「あたしは、聖霊がなにかわかっていたんだ。あれはオヴンで、あたしはあれがどうやって作られたか知ってる。だからあれが、不完全だという事も知ってた。言わなくちゃいけなかったんだ。だけど、アリシアが聖霊を好きになっていたから……」

　言えなかった。楽しんでいるアリシアの気持ちに水をさしたくなかった。

　それは、間ま違ちがいだったのだろうか。

「お嬢様……お友達がおできになられたのですね」

「え、うん」

「アリシア様と、オヴン様……ですか？　変わった名前ですね」

　リンの予想外の言葉に、シィナはまたも啞然とした。

「聖霊が友達……」

　その言葉がショックだった。レアナに怒ど鳴なられたよりも、はるかに鋭するどくシィナの胸むねを突つく。

　どうして、それに気付かなかったんだろう？

　アリシアも友達だ。

「聖霊も、友達だ」

「事じ情じようはよくわかりませんが、お嬢様、ご自分が悪いと思っているのでしたら、素す直なおに謝あやまるべきです」

「そうだ、ね」

　シィナは呆ぼう然ぜんと頷うなずく。その足は自然と、外に向けられていた。廊ろう下かにでて、玄げん関かんホールへの長い道を歩く。その足は自然に速くなり、そしていつの間にか駆かけていた。

「行かないと……」

　一体自分はなにをしていたんだろう？　アリシアの目を怖がる権けん利りが、自分のどこにあったというのだろうか？

　聖霊が魔ま霊れいに変わる事を、シィナは知っていた。知っていたのに、シィナは聖霊を匿かくまったのではないのか。自分で処理する事だってできた。レアナに告げる事だってできた。

　それをしなかったのは、正体のわからないシィナを受け入れてくれた祖そ父ふ母ぼがいたから。

　そして、その祖父母はシィナの正体を知った後も、たとえ村人たちから阻そ害がいされても、シィナを見み捨すてはしなかった。シィナを怖がってはいても、決して追い出したりはしなかった。いままでと同じように扱あつかおうとしてくれた。

　祖父母たちは、自分にできる精せい一いつ杯ぱいの事でシィナを愛してくれようとした。

　それを知っていたから、シィナは聖霊を匿ったのではないのか？

　それなのにシィナは聖霊の事は忘わすれて、アリシアに怖がられる事ばかり恐おそれていた。

「最低だ」

　自分ができる精一杯の事を。それをしないまま、ただ愛情だけを欲ほしがった自分を、シィナはただ恥はじた。

　そしてその償つぐないがまだ遅おそくない事を、レアナが示しめしてくれている。

　シィナは走った。まだ、レアナは屋や敷しきにいるか……いてもらわないと、シィナは自分の力を使いきれない。主あるじの命なきまま、シィナの力は自由に使えないのだから。そしてそれこそが、シィナに今できる、精一杯の事なのだから。

　だから、シィナは走った。
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　ゴウンゴウン……と、

　重苦しい音が世界を圧あつ迫ぱくしていた。その音は少女を悪あく夢むに誘さそい、一生出会いたくない怪かい物ぶつに姿すがたを変える。力の湧わかない足で怪物からこけつまろびつしながら逃にげていく自分を、不ふ甲が斐いないと叱しつ咤たしながらも、背はい後ごに迫せまる怪物への恐きよう怖ふ心だけは抑おさえられず、喉のどをふさぐ悲鳴に息を奪うばわれ、少女は倒たおれる。

　怪物の背後にはもう一つ影かげがあった。

　新しい友達。秘ひ密みつの共有者。同志。

　微び動どうだにせずそこに立つ影かげに、少女はたすけを求めた。必死に手を伸のばした。その手をつかみ返してくれる事を願う。

　だが、影は手を伸ばす事をせず、その体を変化させる。

　何倍、何十倍にも膨ふくらんだ影が、狂きよう暴ぼうな姿を取る。全身を金きん属ぞくで鎧よろう、巨きよ大だいな機械仕じ掛かけの人型。そう見えるのに、その体から発散される生命力は少女の存そん在ざいを紙かみ屑くずのように飲み込み、翻ほん弄ろうした。

　機械仕掛けの獣けものは、目の前に迫る怪物を巨大な手で摑つかみ、柱のような牙きばを並ならべた口の中に放り込み、バリバリと音を立てて嚙かみ潰つぶしてしまう。

　少女ではとうてい及およばない、はるか高みにある究きゆう極きよくの存在に見つめられ、アリシアは逃げる事も、息をする事もできずに、その場に釘くぎ付づけにされてしまった。

　震えることすらできないままの少女の耳に、かすかに、自分を呼よぶ声がした。

　はるか頭上にある獣の頭から、その姿からはとうてい想そう像ぞうできないような弱々しい声が聞こえてくる。少女の名を呼ぶ。

「アリシア」

　今にも泣き出しそうなその声に、少女は意い識しきを持ち去られた。




　気が付くと、そこはどことも知れない暗い場所だった。

　ゴウンゴウン……

　夢の中で聞こえた重苦しい音が、周囲の空気を震わせている。音の反はん響きよう具合と、温あたたかみのない空気が広い場所だという事は教えてくれたが、それ以上はわからない。

　額ひたいに感じる寝ね汗あせを拭ぬぐおうとして、アリシアは自分の腕うでが背中で縛しばられている事に気付いた。

　それで、ようやく学校での一件けんを思い出した。

《御使い》とともに、捕とらわれたのだ。

「だ、誰だれか……いないの!?」

　思わず叫さけんでしまった。縄なわは手を縛ってはいるが、足を縛ってはいない。その縄もゆるく、少し頑がん張ばればほどけてしまいそうな感じだった。アリシアはなんとか体をひねらせて立ち上がると、辺りを覆おおう薄うす闇やみにゆっくりと足を踏ふみ込んでいく。

「誰か……」

　もう一度声を上げようとして、アリシアは左手に一筋すじの光が零こぼれているのを見つけた。半開きになった扉とびらから光が零れているのだ。そちらに向かって、自然と足を向ける。足あし下もとにはたくさんの金属らしき資し材ざいが置かれているようで、アリシアは何度もそれに足を引っ掛けながら、光に向かって歩いた。歩いているうちに、縄が本当にほどけてしまった。結ぶ事もせず、ただ巻まいていただけだったのだ。呆あつ気けに取られながらも、アリシアはなんとか扉の前に立ち、重い扉を肩かたで押おして開ける。

　眩まばゆい白い光が、アリシアの目を襲おそった。

　いきなりの明るさに視し界かいを奪われて立ち尽つくしていると、野太い声が聞こえてきた。

　かすかだが聞き覚えがある。

　それが、自分を攫さらった大男のものだと気付いて、アリシアは顔を強こわ張ばらせた。

　咄とつ嗟さに、声とは反対側の方向に向かった。
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「ウォレント市の地下にこんな物があるなんて……」

　レアナはあきれた口調で自分が歩いている場所を見回した。符ふ術じゆつで作った蛍ほたる火びが、レアナの視線に合わせるように動き回る。その後ろにはイェンが付き、油ゆ断だんなく周囲を見み渡わたしている。

　階かい段だんである。石いし造づくりの急勾こう配ばいの階段が、どこまでも深く地下へと潜もぐっていた。

「昔の遺い跡せきを利用してるんですよ。だから、それほど手間をかけたわけでもないのです」

　カンテラを持って先を行くのはリオンだ。

「大きな地下湖がありましてね。そこにエイスラの祭さい儀ぎ場じようがあったんですよ。まぁ、見つけたのは偶ぐう然ぜんですけど」

「エイスラ？」

　初めて聞く名前だった。

「レンドラントの設せつ立りつ以前、ここがまだ未開地だった頃ころにいた幾いくつかの原住民部族の一つです。伯お父じの知り合いだという人が教えてくれました」

「その部族は、今は……」

「レンドラントも、聖せい人じん君くん子しの国というわけではないですしね」

　彼らしくない皮肉のこもった答えに、レアナはかすかに頷うなずく。

「教科書に載のらない歴史、ということ」

　忌いま々いましく吐はき捨すてる。

「さあ、もうしばらくしたら着きますから、頑張ってくださいね」

　リオンがことさらに明るい声を上げて先を行く。レアナもそれに黙だまって従したがった。

「お嬢じよう様さま……」

　イェンがそっとレアナの側に立ち、耳打ちしてくる。

「いまさらですが……よろしいのですか？　保ほ安あん隊たいを無視したこの行動、露ろ見けんした時に弱みとされてしまいます」

　イェンは、レアナをスカウトしたがっている連中のことを言っている。

「かもしれないけど、妹の友達を無視できないわ」

「彼女の身の安全ならば、保ほ証しようはされているでしょう。彼の言葉が本当ならば……」

　そう言ってリオンを見る。アリシアを攫さらったのはリオンの伯父だ。リオン自身も、伯父がアリシアに危き害がいを加えるような人間ではないと保証している。

「問題なのは怪かい盗とうの方ではなくて、教会の方よ」

「教会……なるほど」

「嫌いやな言い方だけど、シィナが教会の権けん威いを挫くじいてしまったものね。卵たまごを取り返すか、それとも壊こわすか、どちらにしてもアルリオス教の威信を守るためなら、多少の無茶はするでしょう」

　その時、アリシアの命の保証はない。

「間に合ってくれれば、わたしたちがでしゃばっているのがばれずに、アリシアを引き取れるはずよ」

　彼らが取り合っていた卵に関しては、レアナは興きよう味みがない。それが怪盗の手に渡ろうと、教会が取り戻そうとどちらでも良い事だ。

（でも……）

　あの卵……聖せい霊れいと、シィナとアリシアはなんらかの関係があったように見えた。

　引っかかる所といえば、それなのだが……

　その引っかかりについて考えていると、イェンがまた話しかけてくる。

「お嬢様、わたしたちの事を心にかけてくださるのは嬉うれしいのですが、そのためにお嬢様が危険な目に遭あわれるのを、私たちは喜んだりはいたしません」

「それはわたしだって……」

「わたしたちは戦う者です。そのように造つくられました」

「そうかもしれないけど、でも……もうあなたたちが無理に戦う必要なんて、今の時代にはないはずなのよ」

「……主あるじのいる場所が私の戦場です。それがどのような形であろうとも」

　その言葉に、レアナは眉まゆをひそめた。

　戦う必要がなかろうとも、ドラグ・ヘッドはこの世界で生きている。そして、主に仕つかえなければならないという本ほん能のうと、そうでありながら主になれる者が希き少しようとなっている現げん在ざいが、彼らを国家という仮かり宿やどに縛らせている。そして国家は、彼らを単たん純じゆんな戦力としてしか見ない。

　その事をドラグ・ヘッドたちがどう思っているのか、戦う事が自分たちの本ほん性しようだと受け入れているのか、それとも不満に思っているのか、それはわからない。

　だが、マスターとなれるレアナは、ドラグ・ヘッドにも心があることを知っている。

　だから今の状じよう況きようが、ドラグ・ヘッドが他の兵器と同じように見られるのが我が慢まんできない。

　それが、イェンにはわかっていないのだろうか？　あるいは、イェンはそういう現状に疑ぎ問もんを抱いだいていないのだろうか？

　レアナがむっつりと黙り込こんでしまうと、イェンもそれ以上は何も言わなかった。そのうちに階段が途と切ぎれ、大きな扉とびらが目の前に現あらわれる。

「この向こうが、伯父さんの工こう房ぼうになっています」

　そう言って、扉を押し広げる。照明が行き届とどかない広い空間が現れ、同時に耳を覆おおいたくなるような金きん属ぞく的な騒そう音おんが溢あふれ出した。

　リオンに促うながされ、レアナが先に立って中に入り、その後にイェンが続く。

　リオンはイェンの隣となりに付いた。

「あなたは、ずいぶんと不ぶ粋すいなんですね」

「は？」

　レアナに届かないよう、声を殺したリオンをイェンは戸と惑まどいながら見た。敵てき意いを丸出しにした鋭するどい目をして、リオンはさらに続ける。

「主、主と言って大切にしてるみたいだけど、その実、あなたは彼女の心を無む視ししている」

「…………」

　意外な発言にイェンは返す言葉もなく、ただ目を細める。

「僕ぼくにでもわかる事を、あなたは気付いていない。だから、レアナさんは怒おこっているんですよ」

「どういう意味でしょうか？」

　その問いに、リオンは答えなかった。ただ、鋭い目を挑ちよう戦せん的な笑えみに変える。

「僕はあなたに戦いを挑いどむ。だけど、それは剣けんや銃なんか使わない、ましてや術理なんか必要としない戦いを挑む。今はあなたが有利かもしれないけど、あなたが今のままなら、勝つのはあなたじゃない。これは宣せん戦せん布ふ告こくです」

　そこまで言うと、リオンは反はん論ろんの機会を与えず、イェンから離はなれ、レアナをも追い越こし、大声を上げた。

「伯お父じさん！」

「リオンか……」

　リオンの声が反はん響きようする中、顔をしかめさせたラングスが姿すがたを現した。レアナたちを不ふ快かいげに見つめ、再ふたたびび甥おいに視線を戻す。

「どういうつもりだ？」

「レアナさんたちは、伯父さんが攫さらった人ひと質じちを引き取りに来てくれたんですよ」

「む……」

「伯父さんも人質を取るなんて卑ひ怯きような真ま似ね、続けたくはないでしょう？　今の内にレアナさんに引き渡してしまいましょう」

「それはかまわんが……」

　こちらを警けい戒かいしているその目が何を意味しているのか、レアナはすぐに察した。

「卵の事なら……」

　レアナがそう言おうとした時……

「キャァァァァァァァァァ！」

　少女の甲かん高だかい悲鳴に、全員が声の方角を探さがした。

「あちらです！」

　反響する声を正せい確かくに読み取ったのはイェンだ。レアナたちは広い空間を走り、闇に隠かくれるようにしてあったゴーレムの足の側を過すぎる。

「むっ、もしやあの娘むすめ……」

　ラングスが呟つぶやき、レアナを追い抜いていく。それに負けまいと走っていると、まず、ぼんやりと薄うす紫むらさき色いろをした霧きり状じようの光が見えた。

「う……この感かん触しよく」

　近づくにつれ濃のう密みつになっていく感覚、レアナは急きゆう激げきな変化に吐はき気を覚えた。高濃のう度どの《混こん沌とん》が周囲に溢れている。その感触は波の荒あらい海に駆かけ込んでいくようで、奇き妙みようなもどかしさが全身を駆け巡めぐった。

「これは、もしかして……」

　ラングスが察したものにレアナも行き着く。

　そして目に映うつったものはまさしくその通りだった。

「魔ま霊れい……」

　辺りに散らばるのは、引きちぎられた鎖くさり。

　そしてその中央に立つ、黒い異い形ぎようの人型がアリシアを摑つかんでいた。
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　戦せん術じゆつ歩ほ兵へい師し団だんの〝戦術〟とは戦せん闘とう術理の略りやくである。

　レンドラントが独どく自じに集めた術理学者によって開発された、儀ぎ器きによって使用する事のできる術理。威い力りよくこそ術者による格かく差さがなく儀器そのものに左右されてしまうが、連れん射しや性せいにおいてはどんな術理にも負けない。

　いま、ロイは戦争用の儀器を身に纏まとい、保ほ安あん隊たいの連れん絡らくを待っていた。

　純じゆん銀ぎん製せいの胸むな鎧よろい。時代錯さく誤ごも甚はなはだしい物体こそがレンドラントが開発した戦争用の儀器だ。あちこちに符ふ術じゆの咒しゆ文字を応おう用ようした紋もん様ようが刻こく印いんされ、両肩には〝詠唱者チヤンター〟と呼ばれる人の顔を模もした自じ律りつ型術理発生器がはめ込まれている。これだけは使用の度たびに専せん門もんの符道士が精せい製せいする。

　ロイの両肩にある詠唱者は、着用者の気合に応こたえるように冴さえ冴ざえとした表ひよう情じようをしていた。

「くそっ」

　保安隊事じ務む所しよにある会議室で、ロイは落ち着きなく床ゆかを踏ふみ鳴らしている。

「落ち着いたらどうですか～？」

　対照的に行儀良くイスに腰こし掛かけたミランは、のほほんとした口調だ。

「落ち着いてなどいられるか！　くそっ、バロン・ザ・スカーレットめ、人質を取るなんて……」

　怪かい盗とうを罵ば倒とうしつつも、ロイは内心、後ご手てに回り続ける自分が悔くやしくてならないのだ。

「教会も！　なぜ盗ぬすまれたものがわかっていながら……権威か！　くそっ！」

　盗とう難なんの届け出も出さないまま、独どく自じに怪盗を追った払魔師エクソシスト、クリストフ・クリスロイを、保安隊は公務執しつ行こう妨ぼう害がいで捕つかまえる事ができなかった。いや、一時はできたのだが、尋じん問もんを開始するよりも早く、保安隊の所長が釈放してしまったのだ。

　上じよう層そう部ぶからの圧あつ力りよく、その臭においが感じられないほどにロイは鈍どん感かんではない。

　怪盗の後手に回らされた上、上層部からの捜そう査さ妨害としか思えない手回し……ロイの苛いら立だちは最高潮に達し、意味不明の罵倒をひっきりなしに零こぼし続けた。

「大だい丈じよう夫ぶですって、今度はちゃんと捕まえますから」

　どんと胸を叩くミランを、ロイは疑うたがわしげに見つめた。

　正直な所、ロイはまだ、ドラグ・ヘッドが実力を示しめした所を見たことがない。

　空白の歴史、レスフォール時代が生んだ最強の生体兵器。術理遣つかいが長い儀式を経へてようやく完成させる大規き模ぼ術理……その破は壊かい力りよくに匹ひつ敵てきする攻こう撃げきを、ほんの一いつ瞬しゆんで行う事ができるという《マキナ》を肌はだに刻きざむ、破壊者たち。

　伝説的なレンゲンテ会戦、そしてデニトアでのロンバート山脈の一部消失など、噂うわさだけならば数限かぎりなく聞いているのだが……

　目の前にいるのはどこか頭の配線のずれた、ドジッ子と呼よんでしまいたいような女の子である。

「問題ないですよ～、ちょちょいのちょいってやっつけちゃいますから。もう、少しよう尉いの出番なんてナッシングって感じで」

　ケタケタ笑いながらそんな事を言うミランに、ロイはさらに疑わしさを増ましていると、不意に、ミランの目付きが変わった。

「？　どうか……」

　聞くよりも早くミランが立ち上がり、窓まど際ぎわに駆かけていく。立て付けの悪い木き枠わくの窓を一押おしで開けると、身を乗り出して外を見上げた。

　ロイも慌あわてて外を見る。

「な、なんだ……」

　そこにある光景に、ロイは自分の目を疑った。深夜だ。街の明りもほとんど消え、地上を照らす明りはガス灯とうと、歓かん楽らく街がいの辺りに群ぐん立りつしている終夜営えい業ぎようの店ぐらいのものだ。空は雲一つなく、大気の境きよう界かいに重くのしかかる月の姿が冴え冴えと映うつり、それを星々が飾かざっている。

　その星の光を遮さえぎり、月を翳かげらせるものが、空を真横に駆けていた。

「あれは《御み使つかい》？　《断ウ罪ル使ト》か！」

　影は一つだけではない。三つある。

「教会……か」

　ロイは瞬時に、《断ウ罪ル使ト》がそこにいる理由を悟さとった。レヴェン大聖せい堂どうから卵たまごが盗まれたという失しつ態たいを、自らの手で、力ちからずくで解決するつもりなのだ。払魔師エクソシストを三人も派は遣けんする事で。

「くそがっ！」

　吐はき捨すてると、ロイは即そく座ざに会議室を飛び出した。

「どうするんですか？」

「追うんだよ！」

　どういう手段かはわからないが、教会側は卵の場所がわかるのだろう。あるいはこちらよりも先に怪盗の潜せん伏ぷく場所を見つけたのか。どちらにしても、すでに払魔師を放っているという事は、怪盗の場所は知れているということだ。

「奴やつらに先を越されてたまるか！　バロン・ザ・スカーレットを捕まえるのは、おれたちだ！」

「はい！」

　ロイの気合に元気良く応こたえると、ミランはその背せを追った。
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「まだ浄じよう化かしてなかったの!?」

「そうそう簡かん単たんにはできんよ」

　レアナのヒステリックな叫さけびに、ラングスは唸うなるように答えた。

　目の前に立つのは、夕方の学校で見たものとははるかに違ちがっていた。炭化した焼しよう死し体たいのようだった姿すがたとはかけ離はなれ、その姿は人間とは違う意味で大きい。

　魔ま霊れいと呼ぶに相応ふさわしい、禍まが々まがしい姿となっていた。

　外見で人間らしいものといえば、シルエットだけだ。全身を昆こん虫ちゆうのような外がい殻かくで黒く覆おおい、瞳ひとみは赤あか紫むらさき色いろに輝かがやいている。背中に生えた翼つばさまでも黒い。羽う毛もうの一つ一つが鱗うろこのようになっていた。

　シャアアアアア！

　人間でいえば唇くちびるに当たる部分までも硬かたい殻に覆われている。それが開き、威い嚇かくの叫びをあげた。

　手に握にぎられたアリシアに意い識しきはあるようだが、魔霊を引きつった表情で見つめたまま動こうとしない。

「アリシア！」

　レアナが叫び、ようやくアリシアはこちらを見た。

「待ってなさい、すぐにたすけてあげるから」

　符ふを取り出し、イェンに目配せする。イェンもレアナの意思を汲くみ、いつでも飛び出せる体勢をとった。

「待ってください！」

　それをアリシアが止めた。魔霊の手に捕とらわれたまま、なんとかレアナたちの方を向こうと体をひねらせ、両手を左右に広げる。

「《御み使つかい様》を、傷きずつけないで！」

「え？」

「《御使い様》は、少しお体が悪くなっただけなんです。すぐに良くなりますから、だから、傷つけないでください！」

　アリシアの嘆たん願がんに、レアナたちは呆あつ気けに取られた。

「アリシア、聞いて……」

　すぐに気を取り直し、レアナはアリシアを説得する。

「その聖霊は、自分が吸きゆう収しゆうする《混こん沌とん》を制せい御ぎよできず、暴ぼう走そう状態にあるの。そのまま放置していたら、自じ我がが崩ほう壊かいして、破壊衝しよう動どうに身を任まかせる魔霊になるわ。いえ、もうなっているのよ」

「でも、わたしを殺そうとはしていない！」

　その言葉は全員の虚きよを突ついた。たしかに魔霊はアリシアを摑つかんではいるが、握り潰つぶそうとする様子はない。

「そ、そういえば……」

「むう……これはどういう事だ？」

「だから、お願いです。《御使い様》を！」

　アリシアの叫びに全員が戸と惑まどい、次の行動を起こせなかった。魔霊はアリシアを害そうという様子はない。さらに、こちらを威嚇こそするが、襲おそいかかる様子もない。

「しかし、やはり時間の問題だ。《混沌》の吸収がすでに暴走状態に入っている。自我だって長くは保もたんぞ」

　重々しくラングスが告げる。

「アリシア、やはりだめよ。今はいいけれど、決してその状態は長くはないの。だから……」

「いやです」

　ラングスの言葉は聞こえていたはずだ。それでもアリシアはレアナの言葉を拒きよ否ひした。その顔は興こう奮ふんで理り性せいを欠いているようには見えない。まっすぐにレアナを見、熟じゆつ考こうした末の答えを披ひ露ろうするように、はっきりと言葉にする。

「この姿を見た時は、確たしかに驚おどろいたし、怖こわかったけれど……でも、どんな姿になったって、《御使い様》は私とシィナさんの友達です！」

「！」

　たとえアリシアを説得できなくても、力ずくで……そう考えていたレアナを、その言葉が押し止とどめた。

　シィナの友達……その言葉が、レアナの決けつ断だんを鈍にぶらせる。

「お嬢様、腕うでを切り落とせばアリシア嬢じようは確保できますが」

　イェンの提てい案あんを耳にしても、レアナは決断を下せなかった。

（どうすればいいの……？）

　浄化という方法はすでに遅おそい。魔霊という存在は、破壊というただそれだけをキーワードに動くごく単純な現象であり、自我を消した所で現象が消えてなくなるわけではない。それは、津つ波なみの元をたったとしても、すでに起こっている津波を消す事ができないのに似ている。

　レアナの中にある知ち識しきでは、魔霊を救う方法は思い当たらない。それはつまり、シィナの友達を救えないという事だ。だからといってこのまま時間だけが過すぎれば、本ほん格かく的に暴走を開始する魔霊にアリシアは殺されてしまう事になる。

（アリシアだけを救う。……それしかないの？）

　目の前には苦く渋じゆうの選せん択たくしかなく、後はそれを決断するだけの、ただそれだけの時間が、レアナの脳のう裏りで秒びよう針しんを刻きざんでいた。

「やれやれ……これは儂わしの負けだ」

　絶ぜつ望ぼう的な気分の中、唐とう突とつにラングスが呟つぶやいた。禿はげ頭あたまを撫なで、力なくため息を吐ついている。

　隣となりにいるのは錬れん金きん術じゆつ師しだ。あんな巨きよ大だいなゴーレムを建けん造ぞうするほどの知識を持った、術理遣つかい。

「あるの？」

　レアナの端たん的てきな問いに、

「あるぞ」

　これまた端的に答えた。

「だが、自我が完全に残る可か能のう性せいは低いぞ。それに誰も試した事がない。だが最悪でも、消しよう滅めつするという事はない。成功すればな」

　ラングスがそっと、方法をレアナに伝える。

　その方法に、レアナは目を剝むいた。

「そんな事を？」

「可能性を決めるのは、符ふ術じゆつを使うお嬢じようさんの腕前だ」

　成功するもしないも自分次し第だい……失敗すればシィナの友達を殺す事になる。

「わかったわ」

　それでも、レアナは迷まよわなかった。魔霊……シィナの友達を殺すか殺さないか、そんな事で悩なやんでいるよりも、こちらの方がはるかに、未来に明るいものが見える分、気が楽だ。

「よし。ではまず、あのお嬢さんを……」

　ラングスがそう言いかけた時、

　いきなり、百万の鈴すずを鳴らしたような音が耳を打った。

「何事？」

「Ｂルートから侵しん入にゆう者しや？　伯お父じさん！」

「ええい、教会か！　暴走を察知されたな」

　ラングスが舌した打うちし、次いで、右手側から鉄てつ扉ぴを叩たたく凄すさまじい音がした。それが連続し、そして破は裂れつするような音ともに、鉄扉が倒たおれる豪ごう快かいにしてもの哀がなしげな音が響ひびき渡わたる。

　そしてそこから姿すがたを現したのは……

「《断ウ罪ル使ト》！」

　甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった有ゆう翼よくの戦士……三体の巨大な《断ウ罪ル使ト》が、罪ざい人にんを竦すくませる烈れつ火かの瞳でレアナたちを睥へい睨げいした。
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「イェン！」

　叫さけびとほぼ同時に、レアナの横を疾しつ風ぷうが駆かけ抜ぬけていった。それは翼を広げて気き勢せいを上げていた一体に突っ込こみ、吹ふき飛ばす。

　だが、残り二体はかまわずこちらに向かってくる。

「クァグ・ネレイドー！」

　剣けんと槍やりを構かまえて突とつ進しんしてくる二体の《断ウ罪ル使ト》をラングスの声が阻はばんだ。轟ごう音おんが大気を殴なぐり飛ばすように響く。

　背はい後ごを見れば、直立していた巨人が動き出していた。ラングスの姿はいつの間にか多た腕わんの巨人の上にあり、《断ウ罪ル使ト》に向かって腕を突き出している。

「剣よ！」

　叫びとともに照明の当たっていなかった空間から、巨大な剣が飛来し、《断ウ罪ル使ト》の一体に突き刺さった。さらに二本、三本……様々な国の様々な形けい態たいをした剣が巨人の腕の数だけ飛来し、《断ウ罪ル使ト》を串くし刺ざしにしていく。

「レアナさん、下がってください」

　リオンがレアナを抱だいて、跳とぶ。巨人はその後を突進し、《断ウ罪ル使ト》に突き刺さった剣を摑むと、次々とそれを力任せに振り放った。

「ははははは！　《混こん沌とん》が満ちているせいか、やけに調子が良いわい！」

　そう言って笑うラングスの声には凄すごみがある。あれだけの巨大な剣を次々と動かすだけの術、レアナではとうてい使いこなせない。

「すごい……」

「クァグ・ネレイドーは伯父さんの武ぶ器きにして増ぞう幅ふく器きです。あれを完かん璧ぺきなものにするために卵たまごを狙ねらっていたのですけど」

「なるほどね」

　納なつ得とくしつつ、抱きついていつまでも離はなれようとしないリオンに自分から距きよ離りを取り、レアナは符を構えた。

　イェンが《断ウ罪ル使ト》を一体、ラングスが一体……

　もう一体がまだ残っている。

「アリシア、下がらせなさい！」

　魔霊に言葉が通じるかもわからないままに叫ぶと、符をばら撒く。

「汝なんじら、紅くれないの打ちよう擲ちやく！」

　ばら撒かれた符が次々と火球に変わり、残った一体に襲いかかる。次々と襲いかかる火か炎えんの波に押おされ、《断ウ罪ル使ト》の足が止まった。

「なるほど……」

　術の手て応ごたえにレアナは唸うなった。現げん在ざいのレアナの実力では絶ぜつ対たいに不ふ可か能のうな火球の連れん射しや。それを可能にしたのは魔霊の周囲に絶える事のない《混沌》があったからだ。

「感知する必要もなく、自ら集つどわせる集中力も多少ですむ。問題は意い志し力だけ。……誰もが欲ほしがるわけだわ」

　言いつつも、レアナは次々と符を放ち、《断ウ罪ル使ト》の足を止める。

　だが、レアナには足止め以上の事はできなかった。

　術理を行うのに必要なのは、世界の〝ひび〟から溢あふれる《混沌》を感知する第六感、そしてそれを術者の下に集わせるための集中力、そして《混沌》を術者の望む現象へと変へん換かんさせる意志力……この三つだ。

　この内の二つ、集中力と意志力は、媒ばい介かいを使って補ほ佐さする事ができる。いや、超ちよう人じんでもなければ媒介なしに術理を使うことはできない。その媒介を発はつ展てん・改良、あるいは分野を制せい限げんして特化させたのが、世界に数多あまたある術理ともいえる。

　符術にある咒しゆ文字、咒音が前者ならば、錬れん金きん術じゆつは後者である。

《混沌》が無む限げんにその場に満ちようとも、レアナの術理の威い力りよくが上がるわけではないのは、意志力そのものはレアナ本来のものと、そして符術という媒介様式しかないからだ。

　さらに、手持ちの符が無限にあるわけでもない。

「困ったわね」

　符を収おさめているポーチの中身がどんどんと厚あつ味みを失っていく。せめてレアナが抑おさえている間にイェンかラングス、どちらかが《御使い》を片かた付づけられればいいのだが……

　魔霊の暴ぼう走そうは、なにもレアナたちにだけ有利に働いているわけではない。

　見れば、イェンの高速攻撃によって、ラングスの剣撃によって引き裂さかれ、あるいは裂き割られた《断ウ罪ル使ト》たちの体は、そう時をおかずして再さい生せいしている。《断ウ罪ル使ト》たちの体を作る核かくとなっている卵が、《混沌》を吸収し、再生を行わせているのだ。

　キシャァァァァァァ……！

　レアナがわずかに判断を迷わせていると、魔霊が吠ほえ、甲こう殻かくに覆おおわれた翼つばさを震わせて飛んだ。それを追って《断ウ罪ル使ト》もまた飛ぶ。

「くっ！」

　レアナが符を放つ。だが、符術の爆ばく発はつを受けても《断ウ罪ル使ト》は勢いをわずかに殺しただけで、そのまま飛ひ翔しようし、魔霊を追って上じよう昇しようを続けた。

「上にも出口があるの？」

「クァグ・ネレイドー用の緊きん急きゆう出口が」

「ええい……」

　最悪の答えに、レアナは戦いを続けるイェンに叫んだ。

「イェン、構かまわないからやってしまいなさい！」




「やってしまいなさい！」

　その言葉を聞き、イェンは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。ステューピッドを解かい放ほうするという事。レアナの、マスターの命を削けずるという事。そしてマスターの身に及およぶ危き険けん性せい……それら全すべてを天てん秤びんにかける。

《断ウ罪ル使ト》が剣を振り上げるよりも早く、イェンの剣がその腕の根元から断たち切る。だが、再生は一瞬にして行われ、切断した腕を繫つなげると淀よどみなくイェンに剣を振り下ろした。

（半秒だ）

　そう決めた。

　次の瞬間、イェンの姿が《断ウ罪ル使ト》の眼前から消え失せる。いや、消え失せると認にん識しきする事もできなかった。

　まず、イェンに振り下ろされた剣が粉ふん砕さいした。ガラスのように鉄てつ片ぺんがばら撒まかれるよりも早く、柄を握る拳が断ち割られる。さらに肘が断たれ、肩が断たれ……頭部は首を切った後にさらに十字に割られ、さらに反対側の肩を叩き落とす。

　音速の壁かべを破やぶった剣けん舞ぶは無む慈じ悲ひな竜たつ巻まきと化し、《断ウ罪ル使ト》の体という大地を容よう赦しやなく破は壊かいして回った。

　その上で左胸……人間でいえば心しん臓ぞうのある部位を切り開く。大胸きよう筋きんを切り裂いた奥おくには人間らしい内ない容よう物などなく、ただ液えき体たい状じようにまで濃のう縮しゆくされた《混沌》があり、その奥にやや黄味を帯びた楕だ円えんの球体……卵があった。

　それを剣で突く。卵が破は裂れつし、内包していた《混沌》が容赦なく周囲に放ほう射しやされた。

　そしてそれらは本当に一瞬の事でしかなく。砕けた剣の鉄片すらも周囲に飛び散る暇ひまなく《混沌》に還かえり、辺りには濃のう厚こうな紫色の霧きりが沈ちん殿でんした。




　その生まれた霧を、ラングスは無む駄だにはしなかった。

「剣よ！」

　槍やりを握った《断ウ罪ル使ト》と鍔つば迫ぜり合いを演えんじていたクァグ・ネレイドーはラングスのその一言によって磨ま耗もうし、あるいは折れた剣を一瞬で修しゆう復ふくすると、その剣を即そく座ざに《断ウ罪ル使ト》の脇わき腹ばらに突き刺した。

《断ウ罪ル使ト》は苦く痛つうの叫びをあげない。さらに力をこめてクァグ・ネレイドーを押おす。

　だが、剣を刺しただけで終わったわけではない。

「変化せよ！」

　その言葉とともに、内部深くに埋うまった剣が一いつ斉せいにその形を変えた。無数の鋼こう線せんとなった剣は《断ウ罪ル使ト》の内部で荒あれ狂くるい、体外へと飛び出し、《断ウ罪ル使ト》の体を細こま切ぎれに刻きざんでいく。

「捕とらえよ！」

　さらに鋼線の群むれは内部に収まっている卵を絡からめとると、体外へと押し出した。

　そしてそれに向け、ラングスは周囲に残る全すべての《混沌》を結集させ、術理を放つ。

「囲めよ！」

　卵の周囲に一瞬にして、金きん属ぞくの箱が生まれる。核を失い、《断ウ罪ル使ト》の体が《混沌》へと還かえる。鋼線は金属の箱の自重を支ささえきれず、落下を始めた。

　それをクァグ・ネレイドーが受け止める。

　レアナが抱かかえられそうな大きさの箱だ。それをゴーレムは、四本の腕を使って支えていた。

「《混沌》すらも通さない〝ホシルリガネ〟だ」

　会心の笑みを浮うかべたラングスは、さらに豪ごう快かいに笑った。

「わはははは！　予期せぬところで卵を手に入れたわ！」




　　　　†




　大地があっという間に遠ざかっていく。

「きゃああああああ！」

　その感覚にアリシアは悲鳴を上げた。

　地面を押し破るようにして出た先は、ウォレントの東部区画、工場の集つどう場所だった。高く上がれば上がるほど強くなる風が、アリシアを翻ほん弄ろうする。

　月の表面、でこぼこした地面がはっきりと見えてくる。上昇しているのか、それとも月に向かって落ちているのか……そんな錯さつ覚かくがアリシアを襲おそった時に、上昇が止まった。

　グ……ルルルルルルル。

　眼がん下かを威い嚇かくする魔ま霊れいの視し線せんを追うと、地面から魔霊の足あし下もとまで、紫色の光こう粒りゆうが飛翔の軌き跡せきを追って敷しかれていた。

　それが、視し認にん可能なまでに凝ぎよう縮しゆくされた《混沌》だという知識は、アリシアにはない。ただその、自然の悪戯いたずらに思える光景に一瞬心奪うばわれた。

「あっ、きれい……」

　今の状じよう況きようも忘わすれ、アリシアは思わず呟つぶやいた。

　だが、長く見み惚とれているほどの余よ裕ゆうはない。《混沌》の絨じゆう毯たんを伝って駆けてくる存在がいるからだ。

　魔霊を追ってきた《断ウ罪ル使ト》が、両手に剣を下げて迫せまってくる。

　シャァァァァァァァァァ！

　魔霊が吠ほえた。翼つばさが強風吹き荒れる大気をさらにかき回す。翼を覆う鱗うろこが剝はく離りし、一斉に《断ウ罪ル使ト》に降ふり注いだ。《混沌》の燐りん光こうを纏まとわせた鱗が、流星のように夜気に痕こん跡せきを刻み込んでいく。流星雨を浴びた《断ウ罪ル使ト》は勢いを削けずられ、体勢を崩くずした。

「やった！」

　アリシアが歓かん声せいを上げる中、流星雨はまだ続いていた。《断ウ罪ル使ト》の体には次々と鱗が突き刺さり、徐じよ々じよに高度を下げていく。魔霊の手の中で、アリシアは諸もろ手てを上げたいほどに喜んだ。実じつ際さいは怖くて魔霊の太い指にしがみついていたが、それでも魔霊の勝利を疑うたがわなかった。《断ウ罪ル使ト》は体を丸くして防ぼう御ぎよに徹てつしていた。高度はドンドン下がっている。

　このまま墜つい落らくするだろう……そう思った。

　だが、そうはならない。

「え？」

《断ウ罪ル使ト》の体が淡あわく、白い光を放ち始める。

　白い光が《断ウ罪ル使ト》の全身を覆おおうと、《断ウ罪ル使ト》は丸くしていた体を開き、光をさらに強く放射した。光の放射は流星雨を弾はじき、その光跡を捻ねじ曲げる。




　否いなや！　否や！　否や！




《断ウ罪ル使ト》が吠えた。その声はなぜか、三つの声こわ音ねを持っていた。その吠え声を聞き、アリシアは咄とつ嗟さにある言葉を思い出し、全身が痺しびれたように震ふるえた。




『主しゆは忠ちゆう実じつなる子アウルに申された。汝なんじ、月に三み度たび否やと唱えるべし。されば闇やみは魔の子を堕おろす。太陽は炎ほのおの子を遣つかわし、汝の性さがを焼くであろう』

　アルリオス教の聖節が、こんな時に思い出される。物心付いた頃からアリシアの心に刷すり込こまれた神の言葉は、否ひ定ていできない絶ぜつ対たい則そくとして、アリシアを恐きよう怖ふさせた。

　その心こそが聖せい霊れいと魔霊との間にある力関係を決めているのだと、アリシアにはわからない。人の心から生まれた聖霊たちは、人の心が決めた法則ルールには逆らえないのだ。

《断ウ罪ル使ト》はさらにその身に強い光をまとう。その姿すがたはさしずめ、小さな太陽。

　そしてアリシアの頭上には重々しいほどに存そん在ざい感を誇こ示じする月がある。




　否や！　否や！　否や！




　再ふたたび、《断ウ罪ル使ト》が吠える。父なる神に授さずけられた聖せい句くを月に向かって迸ほとばしらせる。

「逃にげて！」

　思わず、叫さけんでいた。




　　　　†




「くそっ！」

　毒づくのが癖くせになってしまいそうなほどに、ロイは駆かけながら、そう吐はき捨すてた。




《断ウ罪ル使ト》の影かげを追って東部工業区まで来たのはいいが、《断ウ罪ル使ト》たちが建物の陰かげに入ったところで見失ってしまった。建物を回りこんだ時には《断ウ罪ル使ト》たちの姿はどこにもなく。しばらくその場を蒸じよう気き車しやで走り回ったが、ついに見つからなかった。

　人ひと気けの絶たえた冷たい空気に、失望の混まじった攻こう撃げき的てきな音が響ひびく。ロイが蒸気車のハンドルに拳を打ちつけたのだ。

「ここでおりる」

　後部座ざ席せきにいた少女がポツリと呟いた。

「え？　ここでいいんですか？」

　助手席にいたミランも振り返り訊たずねたが、返答は変わる事なく、少女は黙だまって頷うなずいた。

「すぐに、出てくるから……」

　先を見通したかのような少女の言葉の意味が、ロイにはわからなかった。

　だが、少女の真意を探さぐる必要もなく、言葉はすぐに現げん実じつになった。

　バウゥン……

　何かが激はげしく壊こわれる音が、すぐ側でした。音の方角を見れば、薄うすい工場の屋根が爆ばく発はつし、破片を周囲にばら撒まいている。その中で、放物線を描えがく破片とは別の動きをする、大きなものがあった。

「魔霊！」

　ロイは息を吞のむ。紫色の光を帯のように引きながら、魔霊が空高く飛ひ翔しようしていた。

《断ウ罪ル使ト》が一体、その後を追って現れる。

「くそっ、また空か！」

　月まで行くのではないかと思うほどに高度を上げた二体に、ロイは舌した打うちした。空を飛ぶ術理は持っていない。

　だが、ミランの言葉は違ちがった。

「ん～、あの高度ならなんとかなるかな？」

　宙ちゆうに指を立て、ミランが呟く。

「なに？」

「あたし、引きずりおろしてきますね。あっ、やっぱり郊こう外がいに引っ張ぱってった方が良いですか？」

「あ、ああ……それは、被ひ害がいはない方がいい」

「じゃあ、そうします」

　啞あ然ぜんとするロイに明るく頷いたミランは、少女に控ひかえめに訊たずねた。

「えと……どうします？」

「ここでいい。後は自分でなんとかするから」

「そうですか。では……」

　そう言うや……

　ロイは空気が変わるのを感じた。《混こん沌とん》が満ちるというわけではない。何か別種の……気配と同じぐらい、感じる事はできるが正体のわからない因子が、その場を撫なでていった。その刺とげ々とげしさに、首くび筋すじが泡あわ立だつ。

　正体のわからない気味悪さに戸と惑まどっていると、ミランの肌はだに黒い紋もん様ようが浮うかび上がった。

「《マキナ》……」

「ミラン、いっきま～す」




　そうして、ミランが爆風を残して消え去り……

　ロイは走っていた。

『きっと近くに……がいるはずだから』

　少女の言葉に従したがって、ロイは半ば以上、当て所どもなく走っていた。

「どこにいるってんだ!?」

　あんな少女の言葉に従っている自分に、腹はらが立つ。だがあの場で、ロイはなぜか少女に逆さからえなかった。それどころかその前、偶ぐう然ぜん鉢はち合あわせた少女が蒸気車に乗せてくれと言った時も、断ことわれなかった。

　少女が、ロイを圧あつ倒とうするような雰ふん囲い気きを持っているわけではない。だが、ロイはすでにあの少女に恐きよう怖ふに近いものを刷すり込まれていた。

　夕焼けの光を血の色のように思わせた巨きよ人じん。それを呼び出し、操あやつる少女。その力は《断ウ罪ル使ト》すらも一瞬で葬ほうむった。

　逆らう事のできない力を見せ付けられたようで、ロイは歯は嚙がみする。

「くそっ」

　数える事もできないほどの罵ば声せいを吐いた時、ロイは微かすかに耳をかすめた音に足を止めた。さらに耳をそばだてる。声はすぐ近くでしていた。

「見つけたぞ」

　荒あらくなった息をむりやり抑おさえて、声の方角に走る。

　道路に面した、おそらくは工場で生産した商品を集積させておく倉庫だろう、その搬はん出しゆつ口の前に、三つの人影がいた。




　否いなや！　否や！　否や！




　月に向かって聖せい句くを唱える黒衣たち。

「払魔師エクソシスト！」

　聖せい職しよくの名を、ロイは憎にく々にくしい口調で怒ど鳴なりつけた。

「公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がい、公共物破は損そんに騒そう乱らん罪ざい……一体、どういうつもりだ！」

　払魔師たちが、聖句を止めてロイを見た。その表情は、ロイとは対照的に落ち着き払っている。一人が一歩前に出て、ロイと向き合う。

「聖務を果たすためならば、国の境さかいは我われらには干かん渉しよういたしません」

「勝手な事を！」

「そも……発ほつ端たんは教会の中で起こった事です。その始末を付けるが我々なのは道理というものでは？」

「国は人の生活を支ささえるルールを作る！　宗しゆう教きようは人の心を支える教えを広める！　お前たちは徒いたずらに聖霊を市内に放ち、人心に不安を募つのらせた！　その行いはお前たち自身の存在をゆるがせている！」

「しょせんはあなたも魔ま術じゆつ士しか……」

　払魔師のため息が聞こえた。背はい後ごの二人が胸むねの前で合わせていた手をほどく。聖職者たちはロイの着る儀ぎ器きを冷たい瞳ひとみで見つめる。

「魔ま性しように侵おかされた知ち識しきに踊おどらされる、哀あわれな放ほう浪ろう者しやよ。汝なんじに父なる神の慈じ悲ひを」

　その言葉を合図に、背後の二人が何かをこちらに突きつけてきた。それを見て、ロイの顔が強こわ張ばる。

　破は裂れつ音が辺りに木こ霊だまし、焼けた火薬の臭においが風に押おし流されていく。硝しよう煙えんが風に散らされながら、跪ひざまずくロイの全身を包んだ。

　背後の二人が拳けん銃じゆうを構えていた。ロイに向けられた銃口からは硝煙がいまだ余よ韻いんを残して零こぼれていた。

　ロイの前に立っていた払魔師が黙だまって聖印を切るために、指を宙ちゆうに立てる。

「……慈悲と呼ぶには、あまりに俗ぞくっぽいな」

　その指が、聖印を形作る前に止まった。

　ロイがゆっくりと起き上がる。胸むねに当てていた手を開くと、そこからは二発の鉛なまり玉だまが零こぼれ、地面に音を立てて転がった。

「レンドラントの戦せん闘とう術じゆつ理りに、銃弾だけでは勝てないぞ」

　儀器の能のう力りよくを解かい放ほうする。両肩の詠唱者チヤンターが甲かん高だかい旋せん律りつを発し、増ぞう幅ふくの準じゆん備びを始める。

「く……やれ！」

　その声とともに、再び拳銃が火を噴ふく。

　だが、ロイは飛び交かう銃弾をものともせず、腕を突き出すと発動のキーワードを叫んだ。

「撃掌ナツクルシヨツト！」

　広範はん囲いに放たれた無形の衝しよう撃げき波はに、払魔師たちは吹ふき飛んだ。

　地面に伸のびた払魔師たちに、ロイは声こわ高だかに宣せん告こくする。

「全員、逮たい捕ほする」




　　　　†




　魔霊の力が格かく段だんに落ちていくのを、アリシアは感じた。

「《御み使つかい様》！」

　アリシアを摑つかむ指の力が緩ゆるくなり、アリシアの声を聞くとその力が戻る。

　グルル……

　弱々しげに魔霊が唸うなる。宝ほう石せきのように紅あかく輝かがやく瞳ひとみ、その色が少しずつ、生気を失うように薄うすれていく。

《断ウ罪ル使ト》はいまだ聖句を叫び、身に覆おおう光を膨ぼう張ちようさせ続けている。そして光の膨張が増ますごとに、魔霊の瞳に宿る光があせていく。

　アルリオス教の定てい義ぎする聖性と魔ま性せいのぶつかり合い。それがアリシアの目の前で行われているのだ。そして聖典は常つねに聖性が勝利すると記しるし、また信徒たちもそれを信じている。

　信しん仰こうという強固な意い志し力に支えられた《断ウ罪ル使ト》の聖句は、確かく実じつに魔霊を浸しん蝕しよくしようとしていた。

「だめよ《御使い様》！　死んじゃ、いや！」

　オオオオオオオウウゥゥゥゥゥンン…………

　アリシアに応こたえるように魔霊が吠ほえた。魔霊の周囲に集つどっていた《混こん沌とん》が渦うずを巻まいて魔霊の左胸に侵しん入にゆうしていく。《断ウ罪ル使ト》の聖光に削けずられる《混沌》を補ほ完かんしようと、魔霊はより貪どん欲よくに周囲の《混沌》を求めた。




　否いなや！　否や！　否や！




「やめて！」

　魔霊を否定し続ける聖句に、ついにアリシアは耳を覆った。

「どうして!?　《御使い様》は何も悪くない！　悪くないのに……どうしてそんな事を言うの!?」

　アリシアの問いかけに、聖句を叫ぶ《断ウ罪ル使ト》はなにも答えない。アルリオス教の聖典に従い、信仰に従い、魔性にとらわれた存そん在ざいを否定し続ける。

　否や！　否や！　い……

「そぉぉぉぉこまででぇぇぇぇぇぇぇぇす！」

《断ウ罪ル使ト》の聖句を遮さえぎり、甲かん高だかい声が夜気の中をのびのびと広がった。

　アリシアは自分の目を疑うたがった。声の正体は、地上から真まっ直すぐにジャンプしてくる人ひと影かげだったからだ。

　人影は膨張する光の中に飛び込こむと、《断ウ罪ル使ト》の背せに足を下ろした。

「この魔霊さんは、あたしがなんとかするんです！」

　ジャンプしてきたミランは元気に宣言すると、拳こぶしを振ふり上げ、思い切り振り下ろす。拳を振り下ろされた頭とう頂ちようが、凄すさまじく鈍にぶい音を響ひびかせた。

　グラリと、《断ウ罪ル使ト》の体が傾かしぐ。

　同時に、膨張を続けていた光が消え去った。

「は、わわわわわ！」

　体たい勢せいを崩くずした《断ウ罪ル使ト》が、そのまま落下を始めた。髪かみにしがみついていたミランはバランスを取ろうと、無駄に片腕を振り回す。

　そのまま落下するかに見えたが、《断ウ罪ル使ト》はなんとか体勢を立て直して、飛行する。そして自分に取り付いているミランを振り落とそうと、そこら中をむやみやたらに飛び回った。

「そ、それはちょっと…………酔よう！　酔いますぅぅぅぅぅぅ！」

　ウォレントの夜空に、ミランの悲鳴が響き渡る。




　呆あつ気けに取られたアリシアだったが、すくなくとも危き険けんが去った事だけは確たしかなのだと感じ、ほっと息を吐ついた。

　周囲には《混沌》がいまだ渦を巻いている。

　グルルルルル……

　魔霊が低く唸っている。アリシアを摑つかむ指にほんの少し力が加わった。それが、まるで彼女の存在を確たしかめるための抱ほう擁ようのように感じられ、アリシアは魔霊を見上げる。

「！」

　アリシアが表ひよう情じようを凍こおらせた。

　魔霊の表情が変わっている。外見的な特とく徴ちようの変化は特に見られない。だが、アリシアは確かに魔霊の表情が変わったと感じた。

「《御使い様》……」

　呆ぼう然ぜんと、アリシアは魔霊を呼よんだ。だが、魔霊は低く唸り続け……あろうことかアリシアを摑む指に少しずつ力を加えていった。

「《御使い様》！」

　悲鳴をあげ、指を押し返そうと腕うでを間に挟はさみこみ、さらに身をよじる。だが、抵てい抗こうにすらならなかった。アリシアの筋きん力りよくは魔霊の握あく力りよくの前に為なす術すべもなく、圧あつ力りよくが全身をゆっくりと締しめ上げていく。

『自じ我がが崩ほう壊かいして、破は壊かい衝しよう動どうに身を任まかせる……』

　レアナの言葉が脳のう裏りを掠かすめていく。骨ほねの軋きしむ音が聞こえ、アリシアは絶ぜつ望ぼうに落ち込んでいく心をなんとか希望にすがらせようと、魔霊を見上げた。

　血走るように光る紅あかい瞳ひとみは、アリシアに何も伝えてはこなかった。




　ジャッ！




　空気を裂さく音が全身を叩たたき、アリシアはむりやり意い識しきを戻もどさせられた。

　巨きよ大だいな円えん盤ばんが、その大きさに相応ふさわしい風切り音をさせながら、夜空で孤こを描えがいている。

　それを見ながら、アリシアは……落ちた。

　魔霊の腕うでが肩かたから切り落とされ、その際さいに手から零こぼれ落ちたのだ。魔霊の腕は瞬時に再生され繫つなぎ直されたが、アリシアはそのまま落ちていく。

「きゃ……」

　悲鳴が大気の音に飲み込まれる。自分がなにを叫さけんでいるかもわからないまま、アリシアは落ち続けた。

　死を確かく信しんし、再び意識が途絶しようとした時、なにか柔やわらかいものがアリシアを受け止めた。百万個このクッションの山に飛び込んだような不思議な感かん触しよくがアリシアを押し包み、落下の勢いきおいをゆっくりと削そいでいく。

　そして硬かたい感触がアリシアの背に当たった時には、ベッドから落ちたほどのショックもなかった。

「！」

　何が起こったのか……それを確かく認にんしようと体を起こして、アリシアは息を飲んだ。

　またも、としか言いようがない。巨きよ大だいな瞳だ。深しん紅くの兜かぶとと仮か面めんを被かぶった巨大な顔……その隙すき間まから覗のぞく瞳が、アリシアを無感動に見つめている。

「アリシア！」

　悲鳴を上げるよりも早く、聞き覚えのある声がした。

「シィナ……さん？」

　巨人の肩に、シィナがいた。兜から流れる髪にしがみつくようにして立つ少女。

　その姿を見て、アリシアはこらえていた涙なみだが一気に溢あふれ出した。

　巨人の手が肩に移い動どうする。肩から飛び降おりてこちらに向かってくる友人に、アリシアはすがりついた。

「シィナさん！」

　その胸むねに飛び込み、アリシアは思い切り泣いた。シィナの手が戸と惑まどうように動き、アリシアの背に回る。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　ただ謝あやまり続けるアリシア。その謝しや罪ざいがなんに対してなのか……それに気付いた時、シィナの目からも涙が溢れてきた。

「違ちがう！　悪いのはあたしだ！　あたしなんだ！」

　涙声で応じるシィナを、アリシアはさらに強く抱だきしめる。シィナもアリシアの背をしっかりと抱いた。




　その姿を、レアナたちは見上げていた。

「よかった……」

　安あん堵どの吐と息いきを吐つく。二人が無事に仲直りできた事が、自分の事のように嬉うれしかった。

「これが、お嬢じよう様さまの望まれる事ですか？」

「そうよ」

　同じように見上げるイェンに、レアナは頷うなずく。側にはリオンとロイがいた。ラングスは地下から上がってきていない。リオンは自分が指名手配されていることも忘わすれているかのように、平気な顔でロイの側に立っている。

「わたしはあなたたちに、わたしたちと同じになって欲ほしいと思ってるわ」

　その言葉に、近くにいたロイは目を剝むいた。リオンは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいる。レアナは何かを期待するようにイェンを見上げた。

　そして言われた当人であるイェンは……

「それは無理という物です。たしかに、生物学的に我われ々われは人間に近いですが……」

「そういう意味ではないの！」
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　まじめに見当はずれな方向で答えようとするイェンに怒ど鳴なりつける。

「もういいわ！　アリシアも取り戻した。後はあの魔霊をなんとかするだけ」

「それは我々が……」

「わたしに策さくがあります。大だい丈じよう夫ぶ、あなたたちの仕事の邪じや魔まはしません。あの魔霊を逃にがしたりはしないと、絶ぜつ対たいに誓ちかうわ。それに……ミランにも手伝ってもらうし」

「う……いや、しかし……」

「では、イェン。お願い」

「御ぎよ意い」

　ロイに反はん論ろんさせる隙すきを与あたえないまま、レアナは作戦を開始させた。




　　　　†




　そして空中。

「ひょおおおおおおおおおおおおおお…………！」

「……いつまで遊んでいるんですか？」

《断ウ罪ル使ト》に振ふり回されていたミランは、いきなり横合いからかかった声に目を丸くした。

「あっ、イェンさん」

　目を丸くしていた事など忘れた顔で、いつのまにか《断ウ罪ル使ト》の背に立つイェンを見上げた。ミランが髪にしがみついているというのに、イェンは両足だけでバランスを保たもっている。

「ちょっと、楽しくて」

　てへへと笑うミランに、イェンは渋じゆう面めんを作る。

「……本気で再調整が必要な気がしますよ。あなた」

「うう……ひどいです」

「まぁいいですが……」

　そう言うや、イェンは《断ウ罪ル使ト》の背を思い切り蹴け飛とばした。踵かかとから生じた衝しよう撃げき波はは《断ウ罪ル使ト》の体内を伝でん播ぱ・反はん響きようし、卵たまごに向かって収しゆう束そくする。衝撃波を受けた卵はその勢いに押おされ、胸むねを突つき破って体外へと弾はじき飛ばされた。

　核かくである卵を失い、《断ウ罪ル使ト》が失速する。それに合わせて、その姿も急速に形が失われようとしていた。

「ふへぇ、すごいですねぇ」

「《混こん沌とん》がなければこの程てい度どです」

　なんでもないことのように呟つぶやく。

「それよりも、魔ま霊れいを郊こう外がいに弾き出します。手伝ってください」

「あ、あのお嬢さん、たすかったんですね。わかりました」

「では、先に」

　そう言うや、イェンが跳ちよう躍やくする。宙ちゆうに舞まう微び細さいな粒りゆう子しを足がかりにしての連続跳躍。ギザギザの軌き道どうを描えがいて跳とんで行くイェンの姿に、ミランは感かん嘆たんの息を漏もらした。

「うう……やっぱり、イェンさんの真ま似ねはできないです」

　先さき程ほどの衝撃波を利用した技わざもそうだが、イェンの技は力ちから任まかせに戦うミランたちとは一線を画している。ドラグ・ヘッド本来の戦いを経けい験けんしていないミランと、その戦場でクリムゾンの名を得たイェンとの違いといえばそれまでだが、ただ羨うらやましがるだけなのは悔しい。

「うう、でもでも、負けないですからね！」

　ミランも跳んだ。もちろん、イェンの真似をして埃ほこりや蒸じよう気きなどの粒子を蹴ろうとは思わない。力任せにそんな事をしたところで、ただ足が空を切るだけだ。

　右みぎ腕うでの《マキナ》を変形させ、兵器召しよう喚かんを行う。

　手の中に現あらわれたのはぶっとい鎖くさりだった。鎖の輪一つがミランの二の腕ほどもある。先せん端たんには鎖に負けない巨きよ大だいな楔くさびが繫つながっていた。鎖はミランの身長の三倍ほどの長さを《マキナ》から吐き出す。その根はまだ掌てのひらの《マキナ》の中で続いていた。

「ん～～～よいしょーっ！」

　ミランは鎖をカウボーイの如ごとく振り回し、狙ねらいを魔霊に定める。重い音が空気を切り裂く。残ざん像ぞうが逆ぎやく回転するほどに、生み出される風ふう圧あつでミランの体が落下を止めるほどに振り回すと、

「いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃえ、やあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　放り投げる。

　ギャララララララ……

　ミランの手から鎖が召喚され続け、先端の楔が魔霊に向かって突進する。

　ガアアアアァァァァァァァ！

　楔が魔霊の脇わき腹ばらに直撃し、その肉を破って食い込んだ。

「ふっ」

　さらに、先回りしたイェンが魔霊に蹴りを加えた。回転する魔霊は自ら鎖を巻まき取っていく。

「ひゃあ！」

　回転にあわせて、ミランが魔霊に引き寄せられていった。

　適てき当とうな頃ころ合あいを見計らい、イェンが逆向きに蹴りを加え、回転を止める。さらに鎖に振り回されるミランを受け止めると、真まっ直まぐに上じよう昇しようした。

「いきますよ」

「はい！」

　二人で鎖を摑つかむと、

「よ───────っ！」

　再び振り回す。魔霊を絡からめ取ったままブンブンと振り回す。今度は鎖も長く、先端に魔霊という重しをつけているためにそれほど速くは回せない。強力な遠心力は二人を前後左右に振り回した。

「えいっ！」

　ほとんど一いつ緒しよに回転しているような状じよう態たいで手を放す。魔霊を縛しばり付けた鎖はほんのわずかなカーブを描えがき、ウォレントの空の上を駆かけ抜ぬけていく。

「ひょ───────────────っ！」

　イェンとミランも鎖に引かれて一緒に飛んでいった。ミランのトレードマークである三つ編あみがバタバタと揺ゆれる。

　狙ねらい通り、ウォレント市からある程てい度どの距きよ離りを取った荒こう野やに二人は引かれていった。

　先に魔霊が土つち煙けむりを立てて落下、ミランは数度回転すると、両足を揃そろえて着地する。

「ビシッ！」

　両手を広げてポーズを付けて数瞬、いつまで経たってもなにも言ってくれないイェンを見る。

「何点ですか？　何点ですか？」

「……さて、私の役目はこれで終わりですかね？」

「あ～ん、無む視ししないでくださいよー」

　背はい後ごを跳ね回るミランを無視し、イェンは遠くになったウォレントの街まち並なみを見つめた。




　　　　†




「じゃあ、行って来る」

「ええ」

　アリシアをマシン・ドライブから下ろし、代わりにレアナを手に乗せて、シィナは言った。

「《御み使つかい様》……たすかりますよね？」

　そう言った時のアリシアの瞳は不安に揺れていた。だが、シィナはその不安を吹ふき飛ばすように明るい笑みを浮うかべる。

「もちろん」

　その笑みは伝でん播ぱし、アリシアも微笑ほほえむ。

「私、シィナさんを信じますわ」

　言った後に、アリシアはマシン・ドライブを見上げた。跪ひざまずいた姿し勢せいの深しん紅くの巨きよ人じんを見上げたまま、シィナに尋たずねる。

「ねえ、この巨人、名前はありますの？」

　アリシアが前に見たマシン・ドライブとは違う。あれはもっと獣けものじみていた。

　そしてその巨人をシィナが〝ヴェイオウルフ〟と呼んでいたのを、アリシアはちゃんと覚えていた。

「〝ミストレス〟」

「きれいね、わたし、好きになれそうだわ」

「……ありがとう」

　短く答え、〝ミストレス〟が腕を持ち上げる。

　いつまでも下を見続けるシィナに、レアナはそっと話しかけた。

「よかったわね」

「うん」

　頰ほおを恥はずかしげに赤くしてはいたが、シィナははっきりと頷いた。それを見て、レアナは嬉しさとともに、焦あせりも感じた。

　シィナは自分の正体を知っても受け入れてくれる友達ができたのだ。

　それなのにレアナはまだ、ナギリやセレンにイェンたちの事を話していない。シィナはレアナの望むように変化し、そしてあっという間にレアナを追い越した。

　だが、シィナに焦りを感じることのできる自分すらも、なぜか嬉しいと思えてしまう。

「レアナ……いや…………お、お姉ちゃん」

　そしてまた、シィナは声をつっかえさせながら爆ばく弾だんを投げ込こんでくる。

「あ、ありがとう」

　続けざまのその一言に、レアナはゆるくなってきた涙るい腺せんをむりやり押さえ込み、笑顔を作ると、シィナの頭を抱かかえ込み、額ひたいにキスした。

「わたしはあなたの姉よ。当然でしょう」

　シィナがはにかんだ笑みを作り、自分から頰を寄よせてくる。

「さあ、もう一人の友達も救いましょう。……きつい戦いになるかもしれないわよ」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　シィナは頷くと、〝ミストレス〟に向かって叫さけんだ。

「〝ミストレス〟！　モードＢ、座標固定……転送テレポート……スタート！」




　　　　†




　大気を歪ゆがませて現あらわれた巨人、〝ミストレス〟に、一体何点だったのかをいまだにイェンに問い詰つめていたミランは、慌あわてて駆け寄った。

「レアナさん！」

「さあ、まだまだ忙いそがしいわよ！」

　教きよう師しのように手を叩たたいてミランの興こう奮ふんを鎮しずめると、イェンとミランに作戦を説明する。

「シィナに時間稼かせぎをしてもらってる間に、あなたたちにはこれをしてもらいます」

　そう言って、レアナは適てき当とうな小石を拾うと、地面に図形を書き込み始めた。




　そしてシィナは……

「〝ミストレス〟、お願いがあるの……」

　目の前にいる魔ま霊れいは《混こん沌とん》を吸きゆう収しゆうし続けた事によって、さらにその大きさを増ましていた。形もさらに歪いびつになり、人型からすらも離はなれていこうとしている。目は血に飢うえた肉食動物よりもさらに狂きよう気きに満ち、目の前にあるわかりやすい破は壊かい対象……〝ミストレス〟を見て歓かん喜きの咆ほう哮こうを上げた。

「あれは、あたしの友達」

　友達というニュアンスを〝ミストレス〟が理り解かいできるとは思えない。それでも、シィナが言葉を止めることはなかった。兜かぶとから流れる一ひと房ふさの髪かみをしっかりと握にぎり締しめ、シィナは額ひたいに現れた結けつ晶しよう体たいを青く輝かがやかせ、マシン・ドライブ〝ミストレス〟に呼びかける。

「あたしは、友達をたすけたい。……だから、手伝って、〝ミストレス〟」

　苦しげに吐き出されたその言葉に〝ミストレス〟は応こたえた。バイザーの向こうで機械仕掛けの瞳が光を放つ。

〝ミストレス〟がゆっくりと剣けんを持ち上げた。




　魔霊は時間が経たてば経つほどに、その力を強力にしていく。聖せい霊れいは自らの自じ我がによって卵たまごの特とく質しつである《混沌》の吸収を制せい御ぎよして自我を保たもつが、魔霊はそんな事をしない。逆に貪どん欲よくに《混沌》を食らい続け、破壊衝しよう動どうに猛たけるのだが、それが果たして崩ほう壊かいした自我が最後に残す断だん末まつ魔まの悲鳴なのか、あるいは《混沌》の性質が、世界の持つ秩ちつ序じよ維い持じ性せいに反発するために起こる化学現象なのか……実の所はっきりとはしていない。




　だが、そんな事はいまのレアナ、そしてシィナにとってはどうでもいい問題だった。魔霊を放置すればこの地ち域いき一帯にかなりの被ひ害がいが出る。

　それはなんとしてでも防がねばならない。

　そして、友達を救う。

　それこそが解かい決けつすべき問題だった。




　巨大な金きん属ぞく音が夜をかきむしるように響ひびき渡わたる。

「ああああああああああああああ！」

〝ミストレス〟の上で、シィナが叫さけぶ。それに呼こ応おうするかのように額の結晶体は激はげしい光を放ち、〝ミストレス〟は魔霊の懐ふところへと踏ふみ込むと、剣を振るった。

　突進してくる〝ミストレス〟に、魔霊は翼つばさを広げ、後方に跳とぶ。

　ギャア！

　剣身そのものはかわしたものの、先せん端たんで生じた衝撃波からは逃のがれられなかった。魔霊の胸部甲こう殻かくが爆発し、巨体が後方に押おされる。転げそうになったのを、魔霊は広げた翼で大気を叩き、踏みとどまる。

　バラバラ……と、胸の甲殻が破は片へんを落とし、赤あか紫むらさき色いろの内部を晒さらす。

　だが、それはほんのわずかな時間のことだった。

　周囲を漂ただよっていた燐りん光こうが胸部に収しゆう束そくする。燐光が弾はじける度たびに、失われた部分が再ふたたび姿を現し、傷きずは完治した。

　グゥ────ルルルルルルル……

　修しゆう復ふくを終えた魔霊は〝ミストレス〟から距きよ離りを取ったまま、うずくまるように上半身を曲げた。背中の翼が力をこめるように一いつ杯ぱいに広がる。

　紫の燐光が魔霊の胸の前、合わせられた両手の間に収束していく。

　対する〝ミストレス〟は、左腕にはめ込まれた円形の盾たてを構かまえる。胸部を覆おおう程てい度どの大きさの盾は〝ミストレス〟を守るには少し心こころ許もとないように思えた。

　盾の表面に刻きざまれた薔ば薇らの紋もんが紅あかく輝かがやく。

　ガアアアアアア！

　膨ぼう張ちようする光の玉を力ずくで抑おさえるようにしていた魔霊が、それを解き放った。

　鮮せん烈れつな赤紫色が夜を押し退のけた。光の爆発は〝ミストレス〟に怒ど濤とうの勢いきおいで迫せまり、飲み込む。

「シィナ！」

　レアナは思わず叫んだ。光の奔ほん流りゆうは〝ミストレス〟の巨体を包み隠かくし、レアナの視界を遮さえぎってしまった。辺りの地面は爆発し、空高く舞まい上げられた細かい土ど砂しやが時間をおいて、レアナの頭上にまで降ふり注いでくる。

　魔霊から放たれた光こう条じようが途と切ぎれた頃ころには、土つち煙けむりが辺りに深く立ち込めていた。

　ズン……

　その土煙を払はらいのけるように、〝ミストレス〟が一歩前に踏み出した。

〝ミストレス〟は盾を前に構えた姿のまま、傷一つ負った様子がないのに、レアナはほっと胸むねを撫なで下ろした。肩の辺りにポツンと見える青い光はシィナのものに違いない。

「レアナさ～ん」

　そんなレアナの気分を無む視しした吞のん気きな声を出して、ガリガリガリと、剣で地面を掘ほりながらミランがレアナの所にやってきた。

「準じゆん備びできましたよ」

「こちらも終わりました」

　ついで、同じように剣で地面を削けずりながら、イェンも戻もどってくる。

「ご苦労様。これで、準備は完了ね」

「はい～、でも、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　ミランは背後を振り返り、自分たちが削った地面の跡あとを目で追う。

「この規き模ぼって、けっこう凄すごいと思うんですけど」

「そうね。精度を求めたら、ちょっと難むずかしいけれど……そこはまた、二人に協力してもらう事になると思うわ」

「はあ」

　ミランが良くわからない顔で頷うなずく。

「さて、シィナに合図を送らないと」

　そう呟つぶやくと、レアナは空高く符ふを投じた。

　破は裂れつした符は白い線を引いてさらに高く昇のぼると、真っ白な光を破裂させる。




　白い光が頰ほおを照らすのを感じ、シィナはマシン・ドライブに次の行動に移るよう命じた。

「〝ミストレス〟！」

　シィナの叫びとともに〝ミストレス〟が前に、魔霊に向かって飛び出す。

　魔霊は広げた翼の周囲に点々と《混こん沌とん》を収束させ、細い光条を幾いくつも放った。

　盾を前方に構えたまま、〝ミストレス〟は突進を続ける。盾の表面で薔薇の紋が輝かがやき続けている。その輝きが〝ミストレス〟の前面に薄うすい膜まくとなって展てん開かいして、光条を跳ね散らした。

「チャージ！」

　盾を除け、剣を前に突き出す。〝ミストレス〟の全体重が乗った突きはそれを防ふせごうとした魔霊の腕うでを砕くだき、胸きよう部ぶを貫つらぬき、背中へと達する。

　ガアアアアアアアアア！

　魔霊の咆ほう哮こうがシィナの体をビリビリと震ふるわせた。

　すぐ側に、魔霊の顔がある。

「聖霊……」

　そこにはほんの半日ほど前にあった表情はどこにもない。自分を取り巻まく世界の何もかもが理解できず、シィナと自分の違ちがいすらもわからないままニコニコと微笑ほほえんでいた聖霊の表情はない。硬かたくて黒い甲こう殻かくに覆われ、目は血を固めたような赤一色。歯も兼ねているのだろう荒あらく鋭するどい唇くちびるを擦こすり合わせ、威い嚇かくの唸うなり声をシィナに向けている。

　シィナが誰だれなのかすら、もうわかってはいないのだ。

　剣を柄つかまで埋うめ込んだまま、〝ミストレス〟は左手で魔霊の肩かたを摑つかみ、押しまくる。魔霊はそれに耐たえようと巨きよ大だいな右腕で〝ミストレス〟に殴なぐりかかってくる。

　厚あつ重がさねの鉄板を打つ重い音。装そう甲こうがビリビリと震え、シィナは足を取られそうになった。

「ホーン・アタック……ゴー！」

　吹き飛ばされそうになるのを、髪かみを摑んで必死に堪こらえ、シィナは指し示じを飛ばす。

　兜かぶとの左右に伸のびていた角が前面に展開する。角の表面が白色の光を帯び、〝ミストレス〟は頭突きをするようにして、角を叩き付けた。

　角の片かた方ほうが魔霊の肩深くに突き刺さる。角との接せつ触しよく面では激はげしく火花が散り、激げき痛つうの絶ぜつ叫きようを魔霊が上げる中、〝ミストレス〟はさらに魔霊を押しまくる。踏みとどまろうとする魔霊の爪つま先さきが地面を搔かき、暴あばれる翼つばさが大気を乱みだしていく。

　半ば小型の台風の様相を呈ていしつつ、〝ミストレス〟と魔霊はイェンとミランが地面に刻んだ紋様の中へと飛び込んだ。

「シィナ、離れて！」

　声が届く距離でないのはわかっていても、レアナは叫んだ。叫び、急いで長い咒しゆ音おんを唱え始める。

　レアナの咒音に応こたえるように、地面に描かれた紋様……咒文字が光を放った。

　レアナの指示でイェンとミランが地面に刻んだもの、それは術じゆつを行うための咒文字だ。あらかじめ用意しておいた図案を元に描えがかれたそれは、普ふ段だん、レアナが符に描く咒文字よりも数が多く、そして複ふく雑ざつな配置がなされている。

　符術は描かれる咒文字が多くなればなるほど、そしてその配置が複雑になればなるほど、必要となる《混沌》の量は増まし、比ひ例れいして難なん易い度ども上昇する。

　大地を符として描かれたそれは、普段のレアナなら煙すら起こせないような大規き模ぼな術理だ。

　だがレアナは、今ならば可か能のうだろうという目算があった。

　魔霊の周囲に漂ただよう紫むらさきの燐りん光こう……全方位から魔霊の体内に向かっていたそれが、別の流れを見せた。

　地面へと、刻まれた咒文字の中へと吸すい込まれていく。

　術理を行うのに必要なのは三つ。《混沌》を感知する感覚、それを収束させる集中力、そして《混沌》に方向性を与あたえる意い志し力りよく。

　普段のレアナならば、これほど大量の《混沌》を感知する事も、また呼よび集める事もできないだろう。

　だが、目の前にある魔霊は《混沌》の塊かたまりだ。感知する事も、呼び集める事も必要ない。

　ただ、符のすぐ側にいればいいのだ。そしてその符には、集中力と意志力を補ほ佐さするための咒文字もまた、偏へん執しゆう的なまでに組み込まれている。

「シィナさん、離れてください！」

　咒音を唱え続ける内に半ばトランス状じよう態たいに入ったレアナに変わり、ミランが大声を張はり上げる。

　光放つ咒文字の上で、〝ミストレス〟と魔霊は組み合ったまま動かない。

「シィナさん！」

　この場から離れなければいけないのは、シィナにだってわかっている。

　吸きゆう収しゆうするべき《混沌》を失った魔霊は、傷きずの修しゆう復ふくもままならぬまま苦く痛つうの咆ほう哮こうを上げていた。

「聖せい霊れい……」

　聖霊の面おも影かげなどどこにもない。目の前にいるのは魔霊で、ただの破は壊かいの権ごん化げでしかない事をシィナは十分に承しよう知ちしている。

「…………」

　わかっていても、それが聖霊であったという事実が、シィナに指し示じを飛ばすのをためらわせた。

　失敗すれば、聖霊は死ぬ。レアナに作戦を説明され、その危き険けん性せいも十分に承知した上でシィナはいまここにいる。

　それでも、この最後の判はん断だんがもしかしたら聖霊の命運を分けるかもしれない。そう思うと怖こわかった。

　だが今こうなってしまっているのは、聖霊を拾ひろい、その末路までわかっていながらなにもしなかったシィナの責せき任にんなのだ。シィナ自身で決着をつけないといけないことなのだ。

　そして、レアナを……姉を信じると決めたのだ。

「聖霊……」

　強こわ張ばった表情を震ふるわせるようにして呟つぶやく。

「ごめん」

　短く呟くと、マシン・ドライブの名を叫んだ。

「〝ミストレス〟！」

〝ミストレス〟の内部でより甲かん高だかい回転音が鳴る。角を戻もどし、左手に魔霊の甲こう殻かくにひびが入るほどの力をいれ、剣を引き抜く。《混こん沌とん》の光を噴ふん出しゆつさせる魔霊を突き飛ばし、〝ミストレス〟は後ろに下がった。

「我われ、四十八の咒より汝なんじを生み出す！」

　レアナの言葉が騒そう音おんの中から聞こえてきた。

「汝、茨いばらの園！」

　その瞬しゆん間かん、咒文字を刻んだ地面が爆ばく発はつした。真まっ直すぐ上に巻まき上げられた土ど砂しやが見る間に姿すがたを変えていく。

　それは、巨大な薔ば薇らの蔓つるだった。蔓は魔霊に巻きつくと、表面に生えた棘とげを魔霊の甲殻に突き立てる。

　グラアアアアアアアア！

　魔霊が棘を突き立てて来る蔓を力ちから任まかせに振ふり払はらった。だが、蔓はまるで己おのれの意思があるかのようにうねり、魔霊の四し肢しに絡からみ付いてくる。

　レアナが生み出したのは巨大な蔓の形をした符ふ獣じゆう……擬ぎ似じ生命体である。

　そして、レアナが蔓に与えた役目は魔霊を捕とらえるだけではない。

　蔓に与えられた役目……それは成長する事だ。

　術理で作られた擬似生命体が自然に成長するという事はありえない。本来ではありえない命令を下された蔓は、成長するために必要な《混沌》を求めて魔霊に襲おそいかかる。

　棘は甲殻を貫つらぬき、根へと変化する。

　だが、魔霊もやられっ放しではない。腕を振り回し、翼をばたつかせて蔓を引きちぎる。急激な勢いで成長と増ぞう殖しよくを続ける蔓を、魔霊はそれと同じ速度で引きちぎり、また周囲に《混沌》を呼び集め、貪どん欲よくに吸きゆう収しゆうした。

「シィナ、いまよ！」

　レアナが荒あらい息を無理やり整えて叫んだ。

「〝ミストレス〟、ソーン・アウト！」

　シィナの声に応こたえ、〝ミストレス〟の盾たての裏うら側がわから刃やいばが飛び出す。

「フィールド・コンバージ……テイク・ブレイクダウン、レディー」

〝ミストレス〟の各所に刻まれた薔薇の紋もんが光を発する。〝ミストレス〟の全身が一瞬光の膜まくに覆おおわれ、それが剣と、盾から伸のびたソーン刃へと収束する。

「ゴー！」

〝ミストレス〟が蔓に覆われて逃にげる事もできずに立ち尽つくしている魔霊に向かい、ソーンを叩き込こむ。下げ段だんから突き上げたソーンは蔓を引き裂さき魔霊の鳩尾みぞおち部分を突き抜けた。

　さらに上段高くに振り上げた剣を斜ななめに突きこむ。

　甲殻を砕いて貫いた剣とソーンは内部で接せつ触しよく、お互たがいの刃に収束されたフィールドが接触する。収束されたエネルギーのぶつかり合いは小さな火花から始まり、そして──

〝ミストレス〟が剣とソーンを捨すて魔霊から離はなれる。

　──内部で起こった巨大な爆発が魔霊を粉々に打ち砕いた。

　大気中に散らばった魔霊の破片はなおも成長を続ける蔓に飲み込まれ消えていく。

「卵たまごは!?」

〝ミストレス〟の肩かたで、シィナは自分の起こした技わざの破壊力に顔を青ざめさせ、爆ばく砕さいして《混沌》に還かえっていく破片に目を凝らす。
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　卵が壊れていたら、全てがだめになる。

「イェン！　ミラン！」

　レアナが叫び、二人のドラグ・ヘッドが《混沌》を食らい続ける蔓の中に切り込んでいく。

　それを見守るしかないシィナは、震える膝ひざを必死に叱しつ咤たして、祈いのった。

「お願いだから。なんでもするから。言葉使いだって、なんだって……悪い所は直すから、だから……」

　聖霊、たすかって。

　誰に祈って良いのかわからないまま……

　シィナは初めて、祈った。







　エピローグ１





　四日目・朝






　翌よく朝あさ、シィナの姿すがたはニレダ記念女子学院の、あの小屋の中にあった。

　眠ねむれないままに夜を越こし、リンが心配してくれる中、学校に行く。レアナはアルドスと深しん刻こくな話をしていて、今日は学校に行かないという。

　イェンはシィナ一人を学校に送ってくれた。

「あまり気にしない事です」

　符ふ動どう車しやを出る時、イェンが声をかけてくれた。シィナの顔色は相当悪かったに違ちがいない。眉まゆを寄よせたイェンに無言で頷うなずき、敷しき地ち内に入る。

　そして教室にも立ち寄らないまま、この小屋へとやってきた。

　小屋は昨日のままだった。アリシアとがんばって貼はった壁かべ紙がみに、真っ白な布ぬのを使ったカーテン。アリシアが神しん秘ぴ的だと言って天てん井じようから垂たらした布は、壁の隙すき間まから流れてくる風で揺ゆれていた。

　改めてみるとひどいものだと、シィナは思った。壁紙はあちこちに空気が溜たまって浮ういていたし、端はしのほうは糊のりが足りなかったのか剝はがれかけている。ただハサミで切っただけの布は、切せつ断だん面から糸がはみ出し、カーテンというよりは単なる覆おおいでしかない。どれだけきれいに掃そう除じしようとも、長い間放置された腐くさりかけの小屋だという事実は変わらない。床ゆか板いたには今にも穴あなが空いてしまいそうな危あやうい感かん触しよくがあった。

　それでも、昨日のここは──聖せい霊れいがいて、アリシアがいて──とても素す晴ばらしい場所だった。

　ここで聖霊とアリシアは笑い、そしてシィナも笑っていた。

　ほんの短い時間の事でしかなかったけれど、それはシィナにとって、とても大切な時間だった。

　それはもう、戻ってこない。どれだけ願おうとも、戻ってくる事はない。

　なんだか、この学校に自分がいる理由の全すべてが失われてしまったような、そんな気分にさせられた。

「シィナさん？」

　その声が聞こえてきた時、シィナは心しん臓ぞうが破は裂れつするのではないかと思った。

「アリシア……」

　振ふり返るシィナの顔に、アリシアは何を読み取ったのだろう。同じく眠れなかったのだろう血の気けのない顔をさらに青くし、シィナに駆かけ寄ってくる。だが、寸すん前ぜんで立ち止まると、恐こわ々ごわと聞いてきた。

「《御み使つかい様》……は？」

「…………」

　シィナは黙だまってポケットに手を入れる。そこには絹きぬの布がきれいにたたまれていた。

　それを開く。

「これ……」

　布の中身をアリシアは呆ぼう然ぜんと見つめた。

　中央にポツンと、小指の先程ほどの楕だ円えんの球体がある。

「これが……そう」

　イェンたちが蔓つるを切り払って卵を見つけた時には、《混こん沌とん》を吸すい取られ、これほどまでに縮しゆく小しようしてしまっていた。

　アリシアは黙だまって、卵を見つめていた。

　沈ちん黙もくに耐たえ切れず、シィナは口を動かす。

「自じ我がは……少しは残ってるみたいだって、言ってた。でも、《混沌》も足りないし、それに、完全じゃないから、補ほ完かんするために時間がかかるだろうって……それに、それに……」

　アリシアの手が、卵に伸のびる。シィナはいつの間にか俯うつむいていて、その手が卵をつかんでいくのだけ、見た。

「じゃあ、死んだわけじゃないのね？　よかった……」

　よかった。

　その言葉に弾はじかれて、シィナは顔を上げた。アリシアは卵を大事そうに両手で包み込み、胸むねに当てている。

「理り屈くつはよくわからないけれど、《御使い様》は死んだわけではないのよね？　眠ねむっているって思っていいのよね？」

「う、うん」

「なら、待ちましょうよ。ずっと……祈って、待って……また、わたしたち二人で迎むかえてあげましょう」

　その言葉をシィナはしばらく胸に染しみ込ませていた。その暖あたたかさが胸を震ふるわせる。

「うん！」

　明るく答える。

　そうだ、聖霊は死んだわけではない。

　たった二人分の想おもい。再びあの姿まで成長するのに、どれくらい時間がかかるかわからない。

　それでも聖霊は死んだわけではない。眠っているのなら、いつかは起きる。

「その時は、ちゃんと名前を決めよう」

「そうね。時間はたっぷりあるんだから、最高の名前を考え出しましょう」

　二人は聖霊の名前を思いつく限かぎり上げながら、手を繫つなぎ、小屋を出ていった。







　エピローグ２





　数日後






　気け怠だるい午後にぼんやりとしていると、イェンが手紙を持ってきた。

「誰だれかしら？」

　裏うら返がえし、差出人の名前を見てレアナは微び妙みような表ひよう情じようを作った。封ふうを切ると、分ぶ厚あつい便びん箋せんの束を取り出す。




『お久ひさしぶりです、レアナさん。お元気ですか？　聖霊は無事にたすけだせたでしょうか？　立場上、最後まで見み届とどける事ができず、それが大変心残りでした。でも、レアナさんならばきっと成功していると、僕ぼくは信じています。信じる力は大切です。信じる力は神をも生み出せるのですから……

　僕たちは現げん在ざい、サンオートニーのとある地方にいます。レアナさんとの約束は守って、怪かい盗とうは廃はい業ぎようしました。ご安心ください。前に少しだけお話ししましたよね？　エイスラという部族の話をしてくれた伯お父じの友人。その人と一いつ緒しよに、遺い跡せきの発はつ掘くつをしています。そこで面おも白しろい体験をしたので、レアナさんに聞いてもらいたいと思い、手紙を書きました』




　手紙の送り主、リオンが体験したという話を読み、レアナはクスリと笑った。決して面白い話ではなかったが、リオンはなんとかレアナを楽しませようとしている。

　そして手紙の後半に書かれている事に、レアナは頰ほおを朱しゆに染そめ、困こまったようにため息を吐つく。

「リオンたら……」

「彼が、どうかしましたか？」

　普ふ段だんならば手紙の内ない容ようの詮せん索さくなどしないイェンだが、レアナのその表情が気になったらしい。

　レアナは黙って、イェンに手紙を渡わたした。

「ふむ……」

　手紙を読んで、イェンが言葉を漏もらす。

「感想は？」

　興きよう味み津しん々しんという目で、レアナは次の反はん応のうを待った。

「そうですね。オースティン・エンジニアリング会長の一族という血ち筋すじは、決してお嬢じよう様さまに見み劣おとりはしません。ですが……」

「ですが？」

「彼自身のあの性せい格かくは、財ざい閥ばつ当主となられるお嬢様を支ささえるにはあまりに……ふごっ！」

　その口を乗馬鞭むちで封ふうじると、レアナは深く深くため息を吐いた。

　手紙にはこう綴つづられている。




『レアナさん、僕が前に言った運命の人というのは、決して冗じよう談だん半分な言葉ではありません。僕は真しん剣けんに、あなたを運命の人だと思っています。もしかしたら、あなたは僕の言葉に戸と惑まどわれるかもしれない。運命なんて大げさだって思うかもしれない。ですが、僕は信じています。そして、いつか、あなたが僕を運命の人だと思ってくれるよう、努力するつもりです。

　次にお会いできる時に、僕がそうなっていれば嬉うれしいのですが……

　リオン・オースティン』




「この鈍どん感かんをどうにかするのは、並なみ大たい抵ていの事ではないかもしれないわね……」

「なにか仰おつしやられましたか？」

「なんでもないわ！」

　怒ど鳴なり返すと、レアナはふてくされて頰ほお杖づえを突いた。

（見ていなさい）

　シィナがアリシアを友達と呼よんだように、レアナを姉と呼んだように、近い将しよう来らい、必ずイェンに……

「絶ぜつ対たいに言わせてみせるわよ」

　硬かたく硬く誓ちかう、レアナであった。





了









　あとがき







　二巻です。続きました。雨木シュウスケです。




　ということで、『少女は聖霊と歌う』なのです。ＢＧＭは『ＡＮＧＥＬ　ＷＩＬＬ　ＣＯＭＥ／ＺＥＰＰＥＴ　ＳＴＯＲＥ』（アルバム「７１６」収録）をおすすめしてみたり。




　で、話は唐とう突とつに変わりまして、この原げん稿こうやっている最中にでましたね。アーケードのＺガンダム。やりまくってます。西中島のアル○○○によく出没してます。梅田のモン○○○○にもたまに行きます。てか、一ゲーム五十円のモン○○○○より、百円のアル○○の方が難なん易い度どが高いのはどうにも納なつ得とくいきません。一人でやってると普通に三面（宙ちゆう域いき戦せん）が山場になっているのはどういうことでしょうか？　二人プレイだとクリアできるのに……

　ヘタレとかいうな！




　そういうわけで、この原稿を書いていた時の息いき抜ぬきはＺガンダムに決まりです。含がん有ゆう率りつ一二〇％です。ｍｋⅡでビームライフル撃うちまくったり、ハンブラビの海ヘビに痺しびれさせられたりしながら書いたわけです。ゴッグの連続頭突きから逃げられなかったり、味方のメッサーラに背せ中なかから撃たれたり、やり返して後ろから撃ったり、味方がダメージ削けずった敵てき機体を横から撃げき墜ついしたり、されてみたり、味方ごとビームサーベルで切きり捨すててみたり……「遊びでやってんじゃないだよ！」ごめんなさい遊びですとか思ってみたり。




　そうそう、一巻のあとがきで『羅ら生しよう門もん』の後ご日じつ譚たんを書けって宿題をやったという話をしましたが、友人、武乃忍氏の高校では頻ひん繁ぱんにやっていたそうです。うちは一回こっきりだったけど。他のところでもやってたんだなーと少し感動。意外にスタンダードな宿題だったのだろうか？




　そしてスペシャルサンクス。

　素す敵てきなイラストを提てい供きようしてくださった椋くら本もと夏か夜や様。マテリアルナイトはあなたのおかげで二巻がでました。そして担当のＴ様はじめ、この本に関わった全すべての方。

　気き分ぶん転てん換かんのＺガンダムに付き合ってくれる、担当様と同じ名字のＴ。アル○○○が開店する時間に呼び出したり、あるいは呼び出されたり。お前の背中を撃つのはおれだと、強く言いたい。撃たれてたまるか！

　同じく付き合ってくれる武乃忍氏。この人をネモとかコストの安い機体に乗せてはいけません。ｍｋⅡがシャアザクから逃げられないというのはどういう事なのでしょうか？（やはり三倍なのか？）

　そしてこの本をレジに持っていってくれた（これ重要）読者様方。




　二巻にして出番が少ないような気がしないでもないレアナとイェンの未来、次巻では、はてさてどうなるものかと楽しみにしていただければ、幸いです。





雨木　シュウスケ












マテリアルナイトⅡ




少しよう女じよは聖せい霊れいと歌うたう








雨あま木ぎシしュゆウうスすケけ





[image: ]





平成25年9月26日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社　富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C) 2004 Syusuke Amagi, Kaya Kuramoto/Fujimishobo








[image: ]



item/image/p083.jpg





item/image/cover.jpg
YTUPIHANII

DR WEERS

MARADRT

g 2 =)
O BEXRI7VIITNE ; b





item/image/p115.jpg





item/image/logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p069.jpg





item/image/p267.jpg





item/image/gaiji-a.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		一日目／怪盗と聖霊の降臨



		二日目／怒りの神子と友情の始まり



		三日目／花束と祭りの終わり



		四日目／決意と決着



		エピローグ１



		エピローグ２



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/p135.jpg





item/image/p055.jpg





item/image/p171.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
e s i

Db e






item/image/p201.jpg





item/image/p289.jpg
P

e






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
BHEE B E-08I 8 50 A AR OISOV 42°
EPOSRUEY M RE—





item/image/p009.jpg





